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今庄及び竹波地域の地質

中江訓*・小松原琢・.高橋裕平H ・吉川敏之・

地質調査総合センターは，明治 15年(1882年)にその前身の地質調査所が創設されて以来.園土の地球科学的実態を

解明するための調査研究を行ない.様々な縮尺の地質図を作成・出版してきたそのなかで5万分の 1地質図幅は，自ら

の地質調査に基づく最も詳細な地質図であり，基本的な地質情報が網羅されている

今庄及び竹波地域の地質図幅の作成は，平成 12年度-19年度に実施した現地野外調査とその後の各種調査報告害収集

並ぴに室内研究の成果に基づいている 現地調査に当っては，以下の通り分担し，全体の取りまとめを中江が担当したー

ベJレム系(超丹波帯付加複合体)及びジユラ系(美濃帯付加複合体)中iI.古第三系花崩岩類及び新第三系花両岩類高橋，

新第三系 古川，地形・第四系・活構造:小松原

原子力安全・保安院，日本原子力発電株式会社，並ぴに関西電力株式会社からは，活断層トレンチ調査の現場を紹介し

ていただくとともに資料の閲覧と引用の許可をいただいた また，日本原子力発電敦賀発電所並びに関西電力美浜発電所

には，敷地内の立入り許可をいただくとともに地質調査へのご協力を賜った 千葉大学大学院閏芸学研究科の百原新准

教授には.第四系から得られた大型植物化石の鑑定をお願いした 富山大学理学部の柏木健司准教授(調査当時:大阪市

立大学大学院)には.現地調査に同行していただくとともに議論していただいた 以上の関係機関の方々に深くお礼申し

上げる なお，活断層・地震研究センターの杉山雄一氏には，今庄及び竹波地域周辺の活断層研究の現状に関する指摘を

いただき，また地質情報研究部門の内藤一樹氏には現地調査の協力を得た 室内研究に用いた岩石薄片は，野神貴嗣氏(元

地質標本館).地質標本館の大和田朗氏佐藤卓見氏福田和幸氏の作成によるものである

(平成M年度稿)

所 属

* 地質情報研究部門.. 東北産学官連携センター
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第 1章地形

今庄:&1f'竹並地壇は，閏土地理院苦行の5万分の l地

車固「今庄」並1fに「竹劃の一部からなる本地域は

世界割地革において!北緯35・40'11・4-35・田'11・3，

東軽l町 56'490 7 -1360
14'49" 6 (日本潤地革北信担・

4σ一部・町 東経l話・57'-1甜・15')の値固に相当し

これに隣接する地埴は5万分の1地帯園で，北隣の「蘭

江」・「梅捕j，甫目撃の「瞳賀」・「西海j，東障の「冠山j，

(小松原琢・中江訓)

更にその南北町「揖山j，r大野」である(第 L1図.)

特別怖帥は行政区として福井県融市蹴

市(1日叢圭市域)。論家郡官益昔町(旧南条町・旧写

宮町旧尚村).当時濃町.亙ぴ謹賀県臨市(旧

長具町壇)の2県3市2町に障る(第 L1図b) 本地

蹴醐嗣挟んで酬の山地(南条山蹴晴装山

地)と酉冊の瞳賀半島からなる 両者とも山居ちの地形

第L1図今庄及び竹波地域内の行政区分と隣唖地域

[ J内はl 国土地理院発行5万分のl地形図の区画名

1 



野4私

若狭湾

第1.2図今庄及び竹波地埠周辺の地形険彰図

国土地理院作成数催地園田mメッシュ(標高)日本Eによる 地形険彰図はカシミール

却を利用して作図

をなし!山地を聞析して流れる善措いや海岸部には輯小

な平野が卦布する(第1.2園)

1. 1 山地の地形

今庄7JJ'竹並地域における山地は，軍主晶断層から苫

市断層を経て積Z晶断層に至る断層帯を境に!東側カ噛

条山地I 酉冊が野塩山地と呼ばれる(福井県， 1甜9)

1. 1. 1 南条山地

南条山地は，本地埴南東部から軍障の冠山地捕にかけ

て位置する福井一措置県墳を東匝として，南北に背面高

度が低下する(第1.3固) 甫東端近くに本地埴内にお
.. 忌~I:"A.

ける甫条山地の最高地点(上谷山1.1田7叫がある

甫条山地甫部の韓離には，幅田-aQm程度の緩斜面

2 

(]買部損掛困)が発達する頂部損掛聞は揮高500-1瓜xl

m までの樟々な高度に王子布する この緩斜面を除くと甫

条山地の平均勾配は却-30・前桂，谷奥の掛面の比商

は1叩 -4叩m程度であり 本地揖向では北部ほど傾斜

と起投'，Of/jきくなる この山地の普系は，地質構量を反

映して格子状をなす南条山地には西北西東南東方向

に地すべり地形が並んで措遣しているがa これも地質を

反映したものと考えられる

1. 1. 2 野坂山地

野坂山地は，商陣町並宮地壇や酉準地埴にその主要部

があるが，本地壇内でも山中断層酉冊のit{l山 (761.8凶

や醐半島町践が岳 (7'凪 1叫などの加盟量 叫

が存在する 野坂山地にも甫条山地と同様に，種県都に

幅1回一1瓜Xlm程度の緩斜面が広〈発達し ところに



- 沖積面白・段丘・埋谷緩斜面

Eコ 地すぺり地形槽動体]

圃頂 部醐 薗

/"活断層冊醜は推定j

~ー接峰面高度

/一主要河川

若狭湾
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賀
湾

第1.3図今庄及ぴ竹波地域の地形概要

幅l回未満の谷を埋めて接峰面図を作成地すべり地形分布図は清水ほか (1蜘)を参考に，独自に空中

写真判読・地表踏査を行って作成

より地すべり地形や規模の大きな崩壊地形が認められ

る また敦賀半島の一部では，第1.4図に示すような

岩塊斜面が発達する 本地域内の野坂山地では，柳ク瀬

断層とウツロギ峠断層に挟まれた区域と敦賀半島中央部

で標高が最も高く，また起伏量も最も大きく，谷奥斜面

の比高は最大で約必Omに達する この山地には地質構

造を反映して北西ー南東方向の谷が発達する

1.2 低地・段丘の地形

今庄及ぴ竹波地域内の低地及び段丘は，自動11.詰品
川 .お動11及u'首晶11流域の谷底低地と海岸沿いなど

に.わずかに分布するに過ぎない。これらのうち，本地

域東部を北流する日野川本流沿いの谷底低地が最も分布

が広く連続性も良い.日野川沿いの谷底低地は沖積低地

によって大部分を占められるが，中位~低位の河成段丘

面も認められる また古い空中写真からは，日野川本流

沿いの谷底低地に蛇行した旧河道が存在していたことを

読み取ることができる 河野川沿いには，蛇行する谷沿

いに幅l∞ -2∞回程度の谷底低地と低位段丘が発達す

る 河野川左岸の支流の一部は，谷頭部が甲楽城断層に

沿う断層崖によって断ち切られた風隙谷となっている.

木ノ芽川沿いでは.上流部に広い埋谷緩斜面が，中流部

には断層谷沿いの谷底低地が，それぞれ発達する。高時

第1.4図教賀半島馬背峠西方の山地に認められる岩塊斜面

川沿いには，柳タ瀬断層に沿って幅l∞皿未満の狭長な

直線状の谷底低地が発達するが，その支流には谷底低地

がほとんど分布しない。

海岸沿いには，山地を開析する谷沿いに発達する埋谷

緩斜面と沖積低地からなる，孤立した低地群が認められ

る 特に杉樟花筒閃緑岩と江若花商岩が分布する区域に

は，段丘化したものを含む埋谷緩斜面が良く発達する

山地を開析する河川沿いでは，杉樟花両閃緑岩と紅若

花筒岩が分布する区域を中心として多くの筒所で，埋谷

緩斜面が認められる 埋谷緩斜面は土石流などの集合運

搬によって形成された谷底の緩斜面であり，大部分は数

度以上の勾配をもっ。このような地形と堆積物の特徴か

。。



ら坦谷緩斜面と段丘面は識別できる.本地域では，坦谷

緩斜面堆積物の風化程度や地形的特徴から坦谷緩斜面を

古期・新期の二つに分類して示した.このうち古期の坦

谷緩斜面は，高位~中位の段丘面に対比され，新期の坦

谷緩斜面は低位段丘面及び沖積面に対比できる

1. 3 海岸 地形

今庄及び竹波地域に見られる海岸線の形状は，甲楽城

断層に平行する直線状の断層海岸と，甲楽城断層以甫の

敦賀湾東岸及び敦賀半島における凹凸の激しいリアス式

-4-

海岸に分けられる.前者は，比高200皿以上の平板状の

急斜面を背後にもち，断層海岸の典型例としてしばしば

取り上げられる(例えば，鈴木. 1鈎8) 本地域内の海

成段丘面は，分布が断片的であるが，敦賀半島の北東部

に高位海成段丘面が，甲楽城断層東側の海岸付近に中位

及び完新世の海成段丘面が認められる この海岸沿いに

は，離水した完新世の海岸段丘が認められる.その高度

は北部の今泉地区で4.7-5.3mと4.3-4.5mであり，

二段に区分することができる.これは完新世における隆

起を反映したものと考えられる.



第2章地質概説

れいほ《

今庄及び竹波地域が位置する福井県の嶺北地方南部か
こほ〈

ら滋賀県の湖北地方北端部は，地体構造区分上，西南日

本内帯の超丹波帯と美濃帯に属する 本地域中央部から

東部には，超丹波帝ベJレム系並ぴに美濃帯ジュラ系から

なる付加複合体が広く露出し，南西部の敦賀半島に露出

する約60Ma(古第三紀初頭)の註宮花岡岩，中央部
ずいづ

に露出する約20M.(新第三紀初頭)の杉津花岡閃緑岩，

並びに小規模な岩脈が，ジュラ系に貫入している また
にし宅F いとお

新第三系の西合層及び糸生層が北端部と中央部に僅かに

分布し，ペルム系・ジユラ系を傾斜不整合で被覆する.

今庄及び竹波地域並びに周辺地域を含めた地質概略図を

第2.1図に示し，また本地域に分布する地質系統の総

括図を第2.2図に掲げる

なお本報告では， I今庄」並びに「竹波」のそれぞれ

の地域を個別に指す際には「今庄地域」並ぴに「竹波地

(中江訓・小松原琢・高橋裕平・吉川敏之)

域」とし，両地域全体を示す際には「今庄及び竹波地域」

または「本地域」と表記する

2. 1 地質系統

ベルム系

今庄及び竹波地域に分布するベルム系は，。貴麓コンプ

レックスと呼ばれる超丹波帯の付加複合体である 超丹

波帯は，京都府の舞鶴市南部から綾部市北東部を模式地

にした地帯であり，兵庫県宍葉市山崎~福井県大飯郡お

おい町にかけて，北側の舞鶴帯と南側の丹波帯の間に位

置する 東俣コンプレックスは，塊状無層理砂岩と千枚

岩質泥岩を主体とし砂岩泥岩互層を伴う陸源性砕屑岩か

ら構成される 本地域の北東端にわずかに露出し，西北

西ー東南東走向， 300 
_ 600北傾斜を示¥.."大局的には同

美濃帯 題丹波帯E ・E ・・E ・-'''''' 

~粧眉 区沼 田制臨場

区ヨ困層騨
E2ZI批ロげ1.-，.117> 陸圏 嗣ヨシプレ同 仁コ 輔ヨげレヲタス

飛嵐外縁帯

亡ゴ 醐附醐疲

Eヨ 手閥幹

~本戸層

医盟問膚

o 臨際競E
Eヨ 丹生醐岩・由花醐

仁召 間山醐岩酷'""酷

第2.1図今庄及び竹波地域周辺の地質概略図

区 ヨ 笹山ロ市山 医ill醐:>:I:1...，，?;o.

D 今庄ヨげ....，.'7; G:=;;ヨ左門局コシプレヲタス

巳コ 刀観沼市山 仁コ野掴瞬間
相当周

太枠は今庄及ぴ竹波地域を示す. [ Jは国土地理院発行5万分の l地形図の区画名を示す脇田ほか (1992)，

栗本ほか (1999)，斎藤・沢田 (2叩)などに基づき作成
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斜構造をなしている 北隣の鯖江地域と北東隣の大野地

域に露出する千枚岩質泥岩から産出した放散虫化石に基

づくと，東俣コンプレックスの地質時代は中期ベJレム紀

の末期から後期ベJレム紀である.下位の美浪帯ジュラ系

とは北傾斜の低角断層で接するとみなされ，また鯖江地

域においては，ペJレム系葺ji富層(野尻層群相当層)と

高角断層で接するとともに，白亜系の定者層群と首蓉流

紋岩類に傾斜不整合で覆われる.

ジュラ系

今庄及ぴ竹波地域の大半を占めるジユラ系は，美濃帯

の付加複合体である 美濃帯は，滋賀県湖北地方から岐

阜県美濃地方を経て長野県木曽地方にかけて広がる地帯

で，西方の丹波帯と東方の足尾帯に連続する.この付加

複合体は，泥岩・砂岩などの陸源性砕屑岩を主体とし，

海山起源の苦鉄質岩(玄武岩・ドレライト・火山砕屑岩

など)・石灰岩とチヤ」トなどの海洋性堆積岩を伴う.

本地域では下位から，話苫.苓注ペカ晶.菱自.皇官の

各コンプレックスに区分する それぞれのコンプレック

スの岩相的特徴と砕屑岩の堆積時期で近似される地質時

代は，以下の通りである

徳山コンプレックスは，砂岩及び砂岩泥岩互層を主体

にチャート・珪質泥岩・泥岩を挟有L.中期ジュラ紀の

初頭~中頃に及ぶ.今庄コンプレックスは，チャート及

び砂岩を主体として泥岩と砂岩泥岩互層を挟有し苦鉄質

岩・石灰岩を僅かに含み，前期ジュラ紀の中頃~中期ジュ

ラ紀の中頃に及ぶ.万根コンプレックスは，泥質混在岩

と砂岩泥岩互層を主体に普鉄質岩・石灰岩 チャート・

砂岩などの岩体から構成され，前期ジユラ紀の前半~中

期ジュラ紀の中頃を示す坂内コンプレックスは，苦鉄

質岩・チャート・石灰岩からなる岩体とそれを包有する

泥質混在岩を主体と L.中期ジュラ紀の前半を示す湯

尾コンプレックスは，苦鉄質岩・石灰岩・チャート・砂

岩などの岩体を包有する泥質混在岩を主体として構成さ

れ，中期ジュラ紀の初頭ないし前半を示すと考えられる.

古第三系花商岩類

今庄及び竹波地域の古第三系は，古第三紀初頭(約

印 Ma)の誼室花筒岩と斑状花闘からなる 江若花筒

岩は本地域南西部の敦賀半島に広〈分布している.粗粒

黒雲母花岡岩，中粒黒雲母花筒岩(細粒黒雲母花筒岩を

伴う).細粒黒雲母花両岩からなる.斑状花岡岩は敦賀

半島西部に露出L.江若花岡岩に貫入し新第三系の安山

岩閃緑岩に貫入されている.
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谷層は従来「西谷流紋岩」と呼ばれた地層に相当し，本

地域では南越前町詰長から北方に分布するほか，敦賀市

保東方の尾根にも小規模に分布する 主に諜岩及び珪

長質火砕岩からなり，珪長質火砕岩の大部分は溶結して

いる.糸生層は本地域では，敦賀市杉津付近と甫越前町

職晶周辺の狭い範囲に分布する 安山岩溶岩・凝灰角

喋岩・凝灰質砂岩からなり，一般に変質が進んでいる.

また杉津花筒閃緑岩に接する地域では，接触変成を被り

ホルンフェルス化している.岩脈は，新第三系分布域と

その周辺の美濃帯ジユラ系分布域に認められこれらに貫

入しており，南越前町河野南方や敦賀市黒崎では岩脈群

をなしている これらの岩脈は安山岩細粒閃緑岩から

なり，一般に斜長石の斑晶に富み苦鉄質鉱物として単斜

輝石及び斜方輝石を含む.

新第三系花商岩類

今庄及ぴ竹波地域の新第三系花尚岩類は，蒜藷花闘閃

緑岩と閃緑岩からなる.杉主主花岡閃緑岩は，本地域中央

部のやや南寄りに長径約 8kmの岩体として分布し，斑

れい岩・トーナJレ岩・花闘閃緑岩からなる 花闘閃緑岩

から約 20Maの7イッション・トラック年代(ジルコン)

が報告されている.本地域中央部南寄りの敦賀市杉津の

海岸では，閃緑岩が岩脈として杉津花両閃緑岩に貫入し

ている

第四系

今庄及び竹波地域の第四系は形成時期に基づいて，段

丘堆積物坦谷緩斜面堆積物・沖積層に大別される.更

に段丘堆積物は古期のものから順に高位・中位・低位の

三群に，坦谷綾斜面堆積物は古期・新期の二つの時期の

堆積物に区分される また地質図には示していないが，

山地の稜線上には所によって頂部緩斜面堆積物が，山腹

には地すべり堆積物が分布する.

高位段丘堆積物は，強風化した喋(くさり礁)や泥に

よって構成される中期更新世の堆積物である.分布はご

く限られている 中位段丘堆積物は，褐色土を伴い風化

した砂礁層を主体とする堆積物である.これは表土層に

含まれるテフラ起源物質から，後期更新世前半の堆積物

と考えられる.分布はごく限られている低位段丘堆積

物は，褐色~黒色の表土を伴う風化程度の低い砂礁を主

体とする堆積物からなる 日野川，河野川及び木ノ芽川

流域の河成段丘堆積物(低位I段丘堆積物，低位E段丘

堆積物)と，南越前町河野付近と敦賀半島北東部の海岸

に分布する完新世海成段丘堆積物からなる これらは表

土中のテフラ起源物質や分布状況から，後期更新世後期

~完新世に形成されたものと考えられる.

理谷緩斜面堆積物は，山間の谷沿いないし谷の出口付

近に土石流によって形成された緩斜面を構成する堆積物

を総称するものである.本地域内では，個々の堆積物の
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りや巨大崩壊に伴って基岩から分離した堆積物である

が!本地域内では移動量が小さいものが多いと考えられ

るので.地質図上では滑帯量のみを示した

2.2 地質構造

今直!ttF竹並地域における巨祖的大構造は.超丹撞帯

ベルム革と基地帯ジュラ革の分布を量制する楕曲構造で

ある とれは大局的には，西北西東南東~北西南東

分布は狭いものの!

ている

沖積層は，桂背理地堆積物 旧河遭堆置物・浜堤堆積

物に細5l-される これらは!日野川沿いにややまとまっ

て分布するほかはi 河野川i 木ノ芽川，高時川町河川沿

いと海岸部に断片的に分布するに過ぎない

頂部経斜面堆積物は砂嘩及tF泥からなり，山地の種線

上に分布する轟掛商の一部を構成している これはごく

断片的な露圏と地車から分布が想定されるに過ぎないた

め.地質図上では割重した 地すべり堆積物は，地すベ

7 

全体としてはかなり広い面檀を占め



方向の軸を持つ摺曲であり，これによってベルム系・ジユ

ラ系の一般走向は北西ー南東方向を示L..北東及び南西

に低角度~高角度に傾斜する この摺曲構造の形成時期

は周辺地域を含めて広域的にみると，ベJレム系・ジュラ

系の形成以降で古第三系花岡岩類の貫入以前である.摺

曲形成以降の大構造としては，新第三系までの地質系統

を変位させた高角断層がある.本地域に認められる高角

断層はその延長方向に基づいて，北東南西性，北西

南東性，北北西ー南南東性の三種に分類できる 後三者

の高角断層が卓越し，しかもそのうちの幾っかは活断層

またはその一部となっている

2.3 活断層

今庄及び竹波地域は，近畿三角地帯 (H四幅. 1962) 

の北辺にあたり，本地域東部を北北西南南東に横断す

る首柔桑断層と諦2議断層を結ぶ一帯の西側には，多数

の活断層が分布する 本地域の活断層は，南北走向(柳ヶ
しら. "・，

瀬断層・白木ー丹生断層など)と，北北西ー南南東走向
うらぞこ

(ウツロギ峠断層.浦底断層など)のものが多いが.一

部の海底断層は北北東一南南西の走向をもつ また.第

四紀の後期(数10万年前以降)に活動したことが明ら

かにされている活断層のほかに，第四紀の後期に活動し

たか否かが明らかではない地質断層及び線状地形が存在

する 本報告では，第四紀の後期に活動したことが明ら

かにされている断層を活断層として記載するが，その可

能性を現時点では完全に否定することができないものを

推定活断層並びにリニアメントとして記載する.

(補足)

ベルム系・ジュラ系の眉序記載に当たって

今庄及び竹波地域のみならず本邦に分布する付加複合

体は一般的に，陸源性砕屑岩である砂岩・泥岩と遠洋性

堆積物であるチャートを主体に，海山・海洋島起源と考

えられる苦鉄質岩(玄武岩・ドレライト・火山砕屑岩な

ど)・石灰岩からなる 単一岩相の岩石からなる岩体，

あるいは岩相の異なる複数の岩石古書複合した岩体を構成

しこれらが複雑に集積した産状を示している このよ

うな構造は元来，遠洋域で形成・堆積した苦鉄質岩・石

灰岩あるいはチャートを基底にして，その上位に海溝周

辺に堆積した砂岩泥岩などが累積した堆積体(下部の

海山・遠洋性堆積物と上部の陸源砕屑岩から構成される
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岩相層序)であった その後，沈み込み作用に伴う付加

過程で地層面にほぼ平行する衝上断層が発生・成長する

に伴って，堆積体が構造的に集積・厚層化され，更に破

断変形を被る.このような一連の過程を経ることで，付

加複合体は複雑な産状を示すと考えられている 通常，

層序区分における基本単元名称には「層」を用いる し

かしながら付加複合体は，上述のような様々な岩相の岩

石が複雑に複合あるいは混合した集積形態をなすことが

普遍的な特徴である.この観点から本報告では，ある特

徴的な岩相と分布・産状をもっ地質体が何らかの層序関

係でもって他から識別されれば，それを一つの基本層序

単元として認定し，これに対する単元名称として「コン

プレックス」を用いることとする また，コンプレック

ス内部ではその複雑な産状のため. I層・部層」の様に

低次階層の層序単元に区分することは一般的に困難であ

ると考える

本報告の第3章並びに第4章で用いる用語(整然相・

破断相・分断相・混在相，岩塊・岩体など)については，

中江 (2002)に基づく.整然相は，地層の初生的な堆積

関係や地層の上下・側方への連続性が保持されており，

そのため岩相聞は整合関係を基本とする.地層としての

連続性が部分的に途切れる場合は破断相，全体的に破壊

されている場合は分断相とする 破断が地層全体にわ

たっている場合，走向方向に伸張した岩体を形成するが，

岩体の連続性により地層としての成層構造がある程度追

跡できる.部分的に初生的な整合関係が残されているこ

ともあるが，岩相聞は勇断面や断層で接する場合や.不

明瞭な接触面で異なる岩相が密着している場合もある

混在相は，地層としての層序的連続性が欠如し，様々な

規模の岩体とそれを包有する泥質混在岩で特徴づけられ

る.岩体は互いに完全に分離しており，側方延長上には

同様の岩体が分布することはあるが，地層としては連続

しない 岩体は，層厚 100血以上の規模を有する.規模

に応じて，大規摸岩体(層厚日泊血以上，走向方向の連

続性が5km以上).中規模岩体(層厚3∞ -5∞血程度，

走向方向への連続性が3-5回程度).小規模岩体(層

厚 100-300血程度，走向方向への連続性が3∞皿~

3km程度)に区分できる.岩体内部は単一岩相の岩石

で構成される場合と，岩相の異なる複数の岩石が複合す

る場合がある.泥質混在岩は更に，泥岩からなる基質と

様々な岩相あるいは単一の岩相からなる岩塊に細分され

る.



第3章超丹波帯ベルム系

3. 1 研究史・概要

今庄地域北東端に分布するベルム系は，西南日本内帝

の超丹波帯に属する付加複合体である 京都府の舞鶴市

南部から綾部市北東部にかけての地域を模式地とするこ

の超丹波帯は.兵庫県失葉市山崎~福井県大飯郡おおい

町にかけて.北側の舞鶴帯と南側の丹波帯の聞に位置す

る地帯である (Cari世uitet al.. 1985). 
えつみ

本地域を含む南条山地(越美山地の西方延長)におけ

る超丹波帯相当のベルム系についての調査は，大正期

のm万分の l敦賀図幅(大築・清野.1919)に始まる.

それによるとこのベルム系は，美濃帯ジユラ系から区別

きれないまま，いわゆる秩父古生層に一括されていた.

これ以降，目立った調査研究は行なわれてこなかった

が. 1950年代になると福井県による地質図の編纂が始

まった.20万分の l福井県地質図(福井県.1955)では，

厚層の塊状無層理砂岩と千枚岩質泥岩を主体とする地層

が.本地域北東部から隣接の鯖江・冠山・大野地域にか

けて分布することが示された 第2版として出版された

15万分の l椙井県地質図(梧井県.1969)では，この

地層l指麓層として図示されるとともに，その地質剛t
は後期ベJレム紀以降と推定されたが，岩相や層序に関す

る詳細な記述はない. 1990年代になると地質調査所に

よる 20万分の l地質図「岐阜」が編纂されたが，東俣

層に相当する地層は美濃帯に属するジュラ系として扱わ

れた(脇田ほか. 1992).更に近年には，第3版の 10万

分の 1福井県地質図(福井県.2010)が再編され，東俣

層の分布と地質時代は後述の梅田ほか (1鈎6)などの見

解を踏襲した
いまだて

中屋・斉藤 (1銘6)は，福井県今立郡池回町東俣周辺

に分布する東俣層の岩相と地質構造を記載するととも

に，下位層・上位層との層序関係から，東俣層の地質時

代を前期ジュラ紀以降~後期白亜紀以前と推定した そ

の後，福井県為1t郡越前町首長の海岸露頭において，東

俣層の西方延長に相当する泥質岩(細粒砂岩葉理を挟有

する珪質泥岩)から中期ベルム紀末~後期ペルム紀初頭

を示す放散虫化石の産出が報告され(梅田. 1鈎6;梅田・

服部. 1987).更に南条山地の束俣層からも同様に，同

時代を示す放散虫化石が産出した(梅回. 1鈎6;梅回ほ

か. 1996; N血 e.2011) 東俣層の主体をなす塊状無

層理砂岩の記載岩石学的特徴(梅田. 1987).並びに上

記のベルム紀放散虫化石の産出に基づくと，東俣層は超
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(中江訓)

丹波帯のベルム系に対比可能であるとされた(梅田ほか，

1996) . 

後期ベJレム紀におけるプレート沈み込みによって，古

アジア大陸束縁に沿った堆積物付加が起こり超丹波帯の

付加複合体が形成されたと，一般に考えられている(例

えば，臼d世田tetal..1銘5;'shiga. 1986.;木村.1988) こ

のベルム系付加複合体は千枚岩質泥岩・砂岩などの陸源

性砕屑岩を主体とし，これに伴われる少量の普鉄質岩(玄

武岩・ドレライトなど)・石灰岩・チャート・珪質泥岩

珪長質凝灰岩などから構成されている 今庄地域を含む

南条山地に分布する超丹波帯ベルム系は，上記の通りこ

れまで東俣層と呼ばれていたが.N北踊 (2012)では東

俣コンプレックスに改称された 本報告でも，東俣コン

プレックスを使用する.

東俣コンプレックスは，南条山地の北縁部に沿って南

北幅 1-5km程度で東西に約30kmにわたって分布す

る 走向は西北西ー東南東から東北東一西南西が卓越し，

大局的には300
- 600で北傾斜する同斜構造をなしてい

る 下位の美濃帯ジユヲ系とは北傾斜の低角断層で接す

るとみなされ，上位の白亜系定者層群(非海成砕屑岩層)・
拙宅F にし宅さ
面合流紋岩(珪長質火山岩類)並びに新第三系西合層(珪

い. ，旨

長質火砕岩)・糸生層(安山岩及び火砕岩)に傾斜不整

合で覆われる(第3.1図).東俣コンプレックスの最大

層厚は約5.200m に達するが，内部では下位から千枚岩

質泥岩，砂岩泥岩互層，塊状砂岩または成層砂岩が累重

する上方粗粒化・厚層化シークェンス(層厚日泊-1.5∞
皿)が数回繰り返している.

なお，今庄及ぴ竹波地域での東俣コンプレックスの

分布は非常に狭いことから，本報告での記述はN北館

(2012)に基づく

3. 2 東俣コンプレックス

命名・名称

東俣層の名称は，喜田惣一郎氏の 1953年度卒業論文

(金沢大学)で使用された「東俣層」に由来するが.公

式の出版物として初めて使用されたのは福井県 (1969)

である。ところが梧井県 (1969)では，公式層序単元名

称の提唱に必要な模式層あるいは模式地についての記述

がなく，そのため本来なら「束俣層」は破棄されるべき

である しかしながら，地理的名称の「東俣」は既に研

究論文・報告書などで使用されており，またこれに代わ

る適当な模式地がないこと，更に今後の混乱を避けるた



新第三系 白亜系 三畳系
E2酪層・粧層 匡司 面棚醐 ~ 醐醐岩

古第三系 ベルム系
~ 丹生花白岩

EE足羽層群

ジュラ系
匝 ..司 東侯コンプレヲタス
..... 咽丹波嗣

宜 放融化石帥 仁コ堆積岩ロンプレヲクス
(美獲視野) 亡コ野尻周醐当層

第3.1園南条山地における東俣コンプレッタスの分布と化石産地

(A)内のお線枠は今庄及ぴ竹波地域を，破線枠は (B)の位置をそれぞれ示す (B)は南条山地に分布する東俣コ

ンプレックス周辺の地質概略を示す

めにも.1東俣」の使用を継続する方が適切と判断される.

従って本報告では層序単元名称についてN也前 (2012)

に基づき，地理的名称の「東俣」を継続し，また構成岩

類の初生的累重関係が破断・重複または不確定な状態で

あることから，層序単元の階層をコンプレックスに変更

し公式層序単元の名称として「東俣コンプレックス」

を使用する

模式地及び模式周

従来の研究報告では，公式に模式地及ぴ模式層の設定

は行われていなかった(上述の喜田惣一郎氏卒業論文に

おいても言及されていない)が， Nakae (2012)により，

福井県今立郡池田町東俣の南東一帯が東俣コンプレッ

クスの模式地に設定されるとともに模式層(第 3.2図)

古雫己栽された 東俣から南東に向かう林道沿いの露頭の

分布は連続せず散点的であるが，本コンプレックスの代

表的な岩相と層序関係が見られる

分布及び眉厚

越前市南西部(鯖江地域)の旧武生市街地(現越前市。
内)甫方から，越前市甫越前町(旧甫条町)境界の日

岳山・岳車1岳・砦答山南麓沿い並びに今立郡池田町南

部を経て，大野市南西部(大野地域並びに冠山地域)に

至る東西約 30回・南北 1-5kmの範囲に広く分布す

るほか，越前町高佐の若狭湾東岸にも僅かに露出する(第

3. 1図).層厚は最大で5，2∞m 以上と推定される.今

庄地域では，北東端部の甫越前町荘蓉東方に分布するの

みである.

層序関係

分布の下限(南限)は北傾斜の低角断層によって，下

位の美渡帯ジュラ系(湯尾コンプレックス)と低角断層

で接する.上限(北限)は鯖江地域並びに大野地域にあ

り，上位の白亜系足羽層群並びに面谷流紋岩に傾斜不整

合で覆われ，一部でベJレム系蒼未草層(岳民層群相当

層)並ぴに新第三系西谷層・糸生層と高角断層によって

接する (Tsukanoand Miura， 1959 ; Matsuo， 1962 ;梧井県，

1969) 

層序

東俣コンプレタスの層厚は，模式地の池田町東俣周辺

(第 3.3図の柱状4及び5:大野地域及び冠山地域内)

で約 5，200皿に達するが，その東西で減少し，池田町志

尋障では 4印 m(柱状8 冠山地域内)，甫越前町牧谷

では 1，9∞m (柱状 1:本地域及び鯖江地域内)になる。

東俣コンプレックスは，主に千枚岩質泥岩，砂岩並び

に砂岩泥岩互層から構成され，鯖江地域と大野地域では

僅かにチャートと珪長質の凝灰質泥岩が認められる 下

位から千枚岩質泥岩，砂岩泥岩互層，砂岩からなる上方

厚層化・粗粒化シークェンスを構成する傾向が認めら

れ，これらが複数回繰り返す層序を示している(第3.3

図) 各岩相の層厚は，基底の千枚岩質泥岩が 150血(最

大350田)，砂岩泥岩互層は 100-初Om，砂岩は4∞~
反Xlmであり.一つのシークェンスの層厚は反氾-1，思沼田
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東俣コンプレックス
砂岩

霊童砂岩泥岩互層(砂岩優勢)

重量砂岩泥岩互層(泥岩優勢)

・・千枚岩質泥岩

美濃帯ジュラ系
~泥質混在岩

500m 

程度である なお本地域では，砂岩泥岩互層は分布しな

~， 

岩 相

東俣コンプレックスでは，千枚岩質泥岩と砂岩が卓越

し少量のチャートと珪長質凝灰岩が伴われており，岩相

的特徴，特に主要な構成岩である砂岩については，従来

の調査研究報告ですでに詳細に記載されている(中屋

斉藤， 1986;梅田， 1987) 

(1)千枚岩質泥岩 (Hm)

黒色ないし暗灰色の泥岩であり.風化面では暗褐色に

なる.一般的に明瞭な努闘が形成され著しい剥離性を示

層理面白走向・傾斜

凶...，.，...， 断層面

--高角断層

.t.-..........低角断層

第3.2図東俣コンプレックスの模

式地と模式層

模式層は，今庄地域に隣

接する大野地域(北東隣)

と冠山地域(東隣)に跨

がる位置は第 3.1囲

内に示す Nak田 (2012)

を一部改編

す努開面はイライトなどの粘土鉱物からなる定向配列

で形成されている 千枚岩質泥岩には，層厚 1cm以下

の珪質泥岩または珪長質凝灰岩と細互層するもの(第

3.4図.)と，層厚数mmのシJレト葉理を挟有する葉理

質千枚岩質泥岩がある。鏡下観察によると葉理質千枚岩

質泥岩は，細粒石英粒子からなる明白色のシルト層と黒

色基質中に僅かに石英粒子を含む泥質層からなる細互層

が葉理を形成していることがわかり，この葉理に平行に

微細な粘土鉱物が定向配列している(第 3.5図a)

(2)砂岩泥岩互層

泥岩と砂岩の量比に基づいて泥岩優勢互層と砂岩優勢

互層に，また砂岩層の層厚に基づいて薄層理互層と厚層
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←西

ーーーー一高角断層

区3J足羽磨群

f /，~~.: /l 面輔僻
《内角帽明不整合

仁コ 砂岩
r< ~ヨ 醐酎岩酷盟
主塵 璽 棚田糊岩互屑

~I'((I 観賞劇輯
五重量千醐質認岩
占~ 11111111111 間間輔を挟有する醐

傑醸翻醐酷
チャート

.........倍角断層

~ 美僻ユラ系

東→
.....皿

蜘皿

'm 

B 

第3.3図南条山地における東俣コンプレックスの柱状図

柱状lは甫越前町牧谷東方のルート(下半部のみが今庄地域内) それ以外の柱状は冠山

地域内並びに大野地域内のJトト Nakae (却12)を一部改編

理互層に識別した(第3.4図b.c) 薄層理互層は泥岩

優勢で，砂岩単層の層厚はおおよそ 30c皿以下である

砂岩は細粒~中粒の砕屑粒子からなり，上部はより細粒

になり泥岩に移化する 厚層理互層では砂岩が非常に卓

越し，泥岩の層厚は 20cm以下で砂岩の層厚は 30cm-

1m (3mを越える場合もある)であることが一般的で

ある.砂岩泥岩互層の層理はしばしば分断されている(第

3.4図c.f).本地域には分布しない

(3)砂岩 (Hs)

砂岩単層の層厚はおおよそ l血以上である そのため

露頭では，量的に優勢な砂岩が主体をなし成層構造が不

明瞭なことが多く，単調な岩相を示す しばしば内部堆

積構造が不明瞭で塊状である(第3.4図d). また層厚

約20cm以下の比較的薄い泥岩を挟在することも多く，

この場合厚層理砂岩となる.

砂岩は一般的に，細粒~中粒の砕屑粒子で構成され暗

灰色一灰緑色を呈する.風化面では茶褐色~白色に変色

-12-



第3.4園東俣コンプレックスを構成する主要岩相の産状

(，) 珪長貿媛灰岩の存層を挨有する千枚岩質泥岩 (b) 泥岩優勢の薄層湿砂岩泥岩互属 (，) 砂岩優勢の厚層湿

砂者施岩互属 (d) 塊状砂岩 (，H"砂岩層が分断された砂岩泥岩互層

している 泥質基置が多く不淘汰な石賀~長石賀ワッケ

砂岩である(欝3.6固)砕屑量子は，円磨庄が温い石英・

掛長石が多<.カリ葺石輯泥石・雲母のほか火山岩や

珪質岩の岩片を含む(第3.5図b)朝日杭町方解石脈(幅

1-2mm)が発達し(第3.5図，)揖泥石雲母と橿

細粒な不明瞭な鉱物粒から構底される基置はやや石灰置

な場合F多い(第3.5図d) 極粗粒の砂岩では，砂岩・

13 

チャート・火山岩などの細障が含まれるほか，泥岩の剥

草取り岩片(長笹量mm-I皿程度)も多〈見られる

砂岩は見掛け塊状であるが.事断を桂り脆性亜帯してい

ることがー般的である また石英は櫨動消光し，石英並

r1'に掛長石などの鉱物粒子には粘土鉱物からなる圧力車

("，四四時血副"，，)が形庫され，更に鉱物粒子の周揖部

は溶解し胃入した輪郭をなしている(第3.5図b) なお!



東俣コンプレックスを構虞する主要岩相の薄片写実

(.)業理貿千枚岩質泥岩 この試終では業種はシルト暦恒民明白色)と粘土層(，1oy黒色)の互層からなる (b) 

粗粒砂岩砕屑綾子の外縁溺は務解したため，不規則な輪郭をなしている .m石英.pl斜長石.rl火山岩岩片I

，b 珪質岩(おそらくチャート)岩片 (，) 中位砂岩に形成された方解石原 (e.v)， (ω 方解石(叫)で充填され

た基質を持つ中粒砂岩

第3.5図

Q Q 

.hq 

"" 

石賀ワヲケ

• 
ふら
aap/J 
;;下・.IU'

j今/ . ，. 
rE石賀ヲ，ヶ

E 

中屋斉藤 (1後泌)に

LP 
東俣コンプレックスにおける砂岩のそ-e"組戎

Q石英 F長石 L岩片 P斜長石'"カリ長石

よる

F 

第 &6図

程度で傾輯する同掛構造である 甫条山地全体では.一

艦走向はおおよそ東西方向であるが今住地域では西北

西東南東である

東俣コンプレックス基底部は，地層面に対して画調に

掛査する断層(低角断層)で断たれ下位の翼揖帯ジユラ

14 

砂岩の岩石記曹は梅田 (1由.7.1岨8)に詳しい

北に田・~田・

地質構造

東畏コンプレックスの主要な大構造は!

3. 3 



系(湯尾コンプレックス)と接する この低角断層の走

向は，東俣コンプレックスの一般走向に平行であるが，

断層面に沿った変位(運動センス)は不明である 本コ

ンプレックスの上限は.白亜系足羽層群及び面谷流紋岩

に傾斜不整合で覆われるほか，唐木岳南方から池田町志

草原(鯖江地域及び大野地域内)に至る東西方向の高角

傾斜断層で断たれている.

3.4 産出化石及ぴ地質時代

今庄地域の束俣コンプレックスでは，これまでに化

石の産出報告はない.しかしながら，鯖江地域の3地

点(第3.1図，地点 1.2.3)と大野地域の l地点(第

3. 1図，地点4)から，放散虫化石の産出が報告されて

いる(第 3.1表) 地点 lの越前町高佐並びに旨撰の

海岸露頭では，細粒砂岩葉理を挟有する珪質泥岩から

Fol/icucul/us scho/，田前回O田由柏n姐 dsabc∞k.Ps，出u1oo/-

baillella ? sp.. “De向伽lla"

? sp.， Ent，町 出ia?sp..n崎四F川 sp.(世昆 19筋;梅

田・服部. 1987)が，地点2の越前市妙法寺町では，

厚層理砂岩泥岩互層に挟在する珪質泥岩から Folli四一

cullus scholasticus Ormiston and Babcook， Follicucullus 

porrectus Rudenko， Follicucullus ventricosus Or盟国ton

and Babcock， Follicucul1us sp. cf. F. charveti Caridroit 

and De Wever. “'Dej/andrella" sp.. “Nazarovella" sp.， 

Pseudotormen加 sp.，H.中 lentactiniaspなど(梅田，

1996)が産出した梅田ほか (1996)は，地点、3の南越

前町牧谷に露出する珪質泥岩ないし珪質なシJレト岩より

上述の地点2と同様の種から構成される群集の産出を報

告し，これを Fol/i，四四lli田 b抑 rti加ー-Follil即 ulll田 char凶 1

群集 (Isbiga. 1986b)に近縁であるとした.更に地点4

の池田町志津原南方の謝答川沿いでは，珪質泥岩と凝

灰質泥岩から Caulettelamanica (De Wever姐 dC祉idroit). 

Ishiga肌 sp.cf. 1.削ル曲DeWi軒町叫 C副世oit.Ishi炉問

sp. cf. 1.抽出umDe Wever and Caridroit， Raciditor sp.， 

Stiga聞 p加e即 時I附 sp.などが産出している (N蜘".

2011) . 

東俣コンプレックスの地質時代は上記の産出化石に基

づくと，中期ベJレム紀末~後期ベルム紀の範囲内と判断

される(梅田. 1986. 1996;梅田・服部. 1987;梅田ほ

か. 1996; Nakac.2011) 

第3.1表甫条山地の東俣コンプレックスから産出した放散

虫化石

試料番号は引用文献で用いられた番号である

引用文献は次の通りである a 梅田 (1986).b: 

梅田 (1鈎6).c梅田対当 (19¥掲).d:Nakae (2011) 

s盟国珪質泥岩.phyms 千枚岩質泥岩，加古田:

凝灰質泥岩 N由 c(却12)を一部改編

地点番号

岩相

誠料番号

I 2 I 3 

回lDll-phy皿 E

〈国

Albail1ella?串

Fol/i，四四u悶 schol.田昨即

Fo/，百四四H山pon曾d師

Fol/i，四曲目問機剤師ic，国制

Fo/li，四四H悶 biparti血S

Folli岡田11;回申 cf.Rchar開 ti

Fol/i，四四u山昭，
Fo/li，四国u悶，?sp 
Pseudoalbaillella sp 

Pseud四 lbaillella?sp. 

Alb回目elli血e?g曲面det

Latent静g加lasp 

Pseudo胞 F明 e.tus叩-

C加 letellamanica 

Caulet，叫lasp 

Ish伊 酬 甲 cf.L t7がω曲

[shigaum甲.cf.よ油田畑g

R1lcidi如17Sp

"Dq/，問drella"叩-

"Nazarovella九p

IA臨凶白血且血S庭園.面det.

Copiellintra? sp 

c .. 阻sp加 era?sp. 

Sr，ゆ田a咽加erasp. cf. S. minu師

Stigmosplu.担問。I/USsp. 

B1回 附!phaero，ほ刷出?叩

Hapl，四匹田嗣白甲・

Entact師lasp 

Entact帥ia?sp. 

E'ntactino.叩haerasp. 

文献
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第4章美濃帝ジユラ系

今庄及び竹波地域に分布するジュラ系は，西南日本内

帯に属する美換帯の付加複合体である 美漉帯は，本地

域を西限として東方の美漉地方・木曽地方にかけて，北

側の超丹波帯・飛騨外縁帯と南側の領家帯の聞に位置す

る。

4. 1 研究史

今庄地域を含む甫条山地の美議帯ジュラ系についての

調査は，大正期のm万分の l敦賀図幅(大築・清野，

1919)に始まる それによるとジユラ系は，超丹波帯ペ

Jレム系を分離しないまま，いわゆる秩父古生層に一括さ

れている 戦後になると福井県による地質図の編纂が始

まり，その成果は磯見(1955)と福井県 (1955)によっ

て公表された(第4.1表) 磯見(1955)は，今庄地域

南東部から冠山地域南西部を日野川上流沿いの断層を境

にして北部・南部の二地域に区分し.それぞれに「北部

地域の古生層」と「南部地域の古生層(石炭紀層，二畳

紀層)Jが分布するとした.そして北部地域の古生層を，
ゆ@おこ"ら

湯尾層・今庄層・高倉層より構成される甫条層群と呼ん

だ.また，両地域の古生層は共に西北西ー東南東ないし

北西南東走向をもって分布することが示されたが，南

部地域の石炭紀層と二畳紀層の層序関係は複雑で両層の

区分は困難とした.福井県 (1955)では，緑色岩・石灰岩・

チャート・泥岩・砂岩などからなる石炭系~ベJレム系が

南条山地に広く分布することが20万分の 1福井県地質

図に示され.石炭系は等斜向斜構造をなす南条層群(下

部・中部・上部に三分)に，ベJレム系は北傾斜の同斜構
た〈色

遣をなす宅良層群(下部・上部に二分)に区分された

更に，甫条層群の甫側に分布するご畳紀層は宅良層群下

部に岩相が類似することが指摘された なお磯見(1955)

と福井県(1955)で示された層序区分(層序単元名)と

地質構造は，喜四惣一郎氏の卒業論文(金沢大学理学部，

1953年)に基づき踏襲されたものである その後，西

田(1962).塚野・伊藤 (1965.1967)などにより，石

炭系~ペJレム系の層序区分や紡錘虫化石帯対比に基づく

地質時代が検討され，これらの成呆が福井県 (1969)に

よってまとめられ15万分の 1福井県地質図として公表

された.更に近年，第3版として 10万分の l福井県地

質図(福井県.2010)が再編されたが，岩相層序区分を

用いず岩相区分を表記するに留まっている.

西国(1962)も磯見(1955)とほぼ同様の地域を，上

述の日野川上流沿いの断層(日野川断層)とその北側に

(中江訓)

並走する号制?断層によって北部・中部・南部の三プロッ

クに区分した.北部プロックの地層は単純な北傾斜の同

斜構造をなすのに対し，中部プロックでは東西性の軸を

もっ二向斜ー背斜からなる摺曲構造，南部プロックの地

層は高角北傾斜が卓越するが全体的に上下が逆転してい

るとみなされた 更に西国 (1962)の地質図と柱状図か

らは，北部プロック及ぴ南部プロックに分布する中部石

炭系・下部ペルム系・中部ペルム系の岩相が互いに類似

するのに対し，中部プロックでは中部石炭系・下部ペル

ム系が欠除し中部ベルム系のみが分布することが読み取

れる

一方，今庄地域南部からその南方の琵琶湖北岸にかけ

ての広域を調査した塚野・伊藤 (1965.1967)は，南北

性の諦Z議断層を境にして，西側では下位より諺暑層(上
， " 

部石炭系)・万根層(下部ベルム系)・敦賀層(中部ベJレ
よ::- d( 

ム系)に，東側では下位より下部ペルム系の余呉層・奥

知霊層，中部ペルム系の準品質層・量制↑層・三首謀層

などに区分した(第4.1表) 更に，余呉層に卓越する

緑色岩とチャートが同時代に対比される刀根層で欠除す

るという岩相の差異や，西側で一部の紡錘虫化石帯が欠

除するなど，柳ヶ瀬断層の東西で地層の不連続があるこ

とを指摘した.

隣接地域には，岐阜県内の揖斐川上流域(東隣の冠山

地域内)における梶田 (1963)の研究報告がある.それ

によると，この地域には砂岩・泥岩・チャートを主体と
ねお

する根尾相と緑色岩・石灰岩・チャートを主体とする

界全首相のごつの異なる岩相(藤本ほか. 1962)が認め

られ，偶相からなる地層を下部の組層(時代未詳)• 
.かJうち

丹生川相からなる地層を上部の坂丙層(中部ベJレム系)

として区分された.そして両層は南傾斜するとともに，

南北性の軸を持つ向斜(徳山向斜)を形成しているとさ

れた.

この時期 (1970年頃)まで地層の時代的根拠は，緑

色岩(玄武岩・ドレライト・苦鉄質火山砕屑岩などの苦

鉄質岩が変質・変成した岩石に対する非公式名称)に付

随する石灰岩，あるいは泥岩に包有される石灰岩に含ま

れる紡錘虫化石に基づくものであった しかしながら

1970年代末以降には，砕屑岩に含まれる微化石が地層

の最終堆積時期を示すと考えられるようになり，これを

転機に，全国的に層序区分・時代の再検討が進んだ

南条山地における美漫帯ジュラ系に関する再検討の先

駆けとなったのは，服部・吉村 (1979)である 彼らは，

岩相の異なる三相(砂岩・チャート相 グループA.緑

-16-



第4.1表今産地域周辺における実機帯ジュラ系の対比
各層の地理的分布域を模式的に対応させた対比表であり 必ずしも地層の上下関係を示したものでない層序関係にヲい

ては，網実線iま整合関係.太袋線は断層関係，破線は層序関係治部明確，一点議録i立岩根境界を表す

踊見(I955) 掴井県(1955，1969) 嵐野・伊藤(1965，1967) 服部・古村(1982) ~区桜告

ぺ
< 

取俊樹 康保層 M・東俣コンプレックス
ル宅自崩畔 .. 
ム
系 芋ヶ平胴

春日野制 下

備
湯尾コンプレツク丸

----------. 
中褐尼崎

旬'J'刷
オヒ 石 a 今庫相 宮市 今庄3ンプレックスz Em 輔醐 今庄硲 民則条周昨 今度周 ジ

系 ー ニs
機 ラ

高"耐 寝食嗣 前合相 系 徳山コンプレッタス

(研都断晒}ーー
=国幽刷 下 掛厄コンプレ?クλ

ぺ ペ ぺ 佐賀刷古合員層
郁

ル 三強記刷 ル 三担紀胴 ル
技内コンプレックスケ 奥川並崩F智ム ム ム 咋:

館司長 ，馬 ヨ長 割削 滞

地減 刀恨剛" 、ヤ目ド，京野馴1川l ジ
金闘原柑 ， 

JJ幌コンプレγクス------ ーーーーーーーz dh a ''h e 
ラ

flto1t己腕
-aR ‘ 石炭館周 杉'lR崎

色岩頁岩相グル}プB，砂岩相グル】プC)を離

別1..，下位よりグループA・B・C.'累重し大局的には

北慣斜する地質構造を形成していると解釈した またa

グループAは中生代を訴す可能性があることを指摘し.

グループBの輯色岩・石灰岩が泥岩に対して奥地性岩

体であるととからI 石灰岩中の古生代化石は最終堆積時

期を示さないことに言及したこのような指摘を承けて，

コノドント化石あるいは量散虫化石による堆積時期の再

横討が，福井大学を中心とした研究者によって実施され

た(伊車松田， 19田，伊車白骨， 19田，吉村ほか.

1岨2) 特に育村ほか (1岨2)は今住地域東部において，

チャ}トとそれに付随する珪質泥岩から並散虫化石を抽

出1..，それらが桂期三畳紀~ジュラ紀を示瞳する可障性

があるとした 更に，上記のグループAとグループB

に含まれるチャート町産状が異なることも明記した つ

まり，グループAのチャートは厚層で走向方向に連続

するとともに上位に珪質泥岩泥岩を付隠する一方

グル}プBでは，チヤ】トは走向方向への連続性に乏

しくレン1状岩体を軍属しているこれに引き続き服部・

吉村 (1蝿昌)は!グループAを三卦して高倉相と今庄

相という名称を与え，グループBを春日野相に改称す

るとともにグループc品震層(福井県， 1酬と

同巴岩相・分布をもつことからこれを破棄した(第4.1 

表) 更に抽出した放散虫化石に基づき 三畳紀チャー

トは商倉・今庄・春日野の三相すべてに含まれるがベル

ム紀チャートは春日野相のみに分布，珪賀泥岩町時代は

高官相で中期ジユラ記中頃， 4-，産相で前期ジユラ紀中頃

~中期ジュラ紀初頭，春日野相で前期ジュラ紀であると

結論付けた

17 

4再

その桂も福井大学関係の研究者によって!今庄地埴

における権化石町抽出件章が値離され，多量の産出

報告がなされた(高村・早見， 1描，小鍛冶。 l田5:

服部， 1曲7，1岨9 梅田， 1銃犯梅田田賀， 1田7，

rooo. 2001. 2002 笈lO3. 2005:田賀 1997 :田賀ほか

19抽)

4.2 層序区分

今庄地域を含む甫条山地に;r布する美量帯ジュラ革

は古アジア大陸東躍に沿ったプレート沈み込みに伴う

堆輯物付加によって付加担合体として形虚されたと，一

般に考えられている(倒えば，柚.lrita， 1従抱) この瞳合

体は，陸軍性碑屑砦である砂岩泥曹と遣洋性堆種物で

あるチャートを主体に，海山・海洋島起源と考えられる

苦鉄買岩(緑色岩) 石灰岩からなる 単一岩相の岩石

からなる岩体，あるいは岩相の異なる複量の岩石が担合

した岩体を構底1..，これらが檀雑に集積した産状を示L

ている この様な構造は，誼み込みイオ加昨用に伴う瞳

断費躍を桂た結果であると考えられている なお!沈み

込みイオ加作用によって形成された地質体の曙庇時期は!

堆輔物が海洋プレート個から大陸プレート側に移動定

置した時期と定義される しかしながら実際には移動

定置した時期を正確に見置もるのは困障であることが一

般的なので，堆積物のうち最も新しい地質時代をその層

序単元の形成時期に近也させる

今世地域周辺のジュラ革に対して設定された従来の主

要な眉序区分としては嘩見 (1955) 福井県 (1目的

並びに塚野伊藤 (1蝿5，1田i7)がある(第4.1表)



新第三系 ジュラ系(委書帯} ベルム系世間模帯}

E己 杉飽師郷白山側町聞E鵬附問縁岩 湯尾コンプレックス 坂内コンプレックス 刀根コンプレックス 今庄コンプレックス 仁コ東侯コシプレックス

巴ゴ酷層噛胡 仁コ蹄混在岩 Eユ 梶間在岩 仁コ 醐 粧 岩 EB輯・醐 ベルム系ージュラ系

古第三系 仁コ 砂 岩 酷 仁 コ 砂岩醐 仁コ チャート - チャート (矧岬刷編時)

o丹隼稽樹岩・江若花筒岩
- チャート 仁 コ チャート - 石 閥

亡 ゴ 珊硝棚
徳山コンプレックス ~ぺ川県三軒

図白亜系面 樹 齢 - 石閥 - 普柑岩 亡コ 砂岩・醐
ilJ-4J主要な槽幽軸

~足羽層群 - 苦闘岩 仁コ チャート M'部谷断層.Y:獅ヶ横断層

第4.1図 今庄地域及びその周辺における地質概略と美浪帯ジュラ系の層序区分

この図には今庄地域中央部~東部が含まれる. [ 1内は5万分の1地質図帽の地域名を表す.

今庄地域北東部(福井県，羽田)では，高倉層・今庄層・
いもがだいら

湯尾層からなる石炭系南条層群と芋タ平;層・東俣層か

らなるべ1レム系宅良層群が，また南東部(塚野・伊藤.

1965. 1967)では，柳ヶ瀬断層東側の下部ペルム系余呉

層・奥川並層と中部ペJレム系金居原層・草野川層 三国

獄層，並ぴに西側の下部ペルム系万根層と中部ペルム系

敦賀層が，それぞれ提唱された

これらに対し服部・育村(1982)の「相」は，岩相の

みに基づいた区分である そのため，隣接する「相」の

境界が定義されておらず，複数の「相」が部分的に指交

関係であったり上下方向で繰り返し分布するなどの産状

を示している 更に「相」の地理的名称として「高倉」・「今

庄」・「春日野」を用いているが.それぞれの模式地ある

いは模式層が設定されていない.従って，この相区分と

名称(高倉相・今庄相・春日野相)は層序区分としての

妥当性を欠き，これらの使用は極力避けるべきと判断さ

れる.

本報告では，今庄地域に分布する美議帯ジュラ系(付

加複合体)を岩相・分布・層序関係に基づき，徳山コン

プレックス・今庄コンプレックス・万根コンプレックス・

坂内コンプレックス・湯尾コンプレックスに区分する(第

4. 1図).最下部の徳山コンプレックスの下限は不明で

ある.最上部の湯尾コンプレックスの上限は低角断層を

境に，上位の超丹波帯ベルム系(東俣コンプレックス)

と接する.また，今庄地域中央部に位置する鉢伏山(761.8

血)周辺では新第三系の草津花尚閃緑岩が美浪帯ジユラ

-18-
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第4.2図徳山コンプレックスの模式層

今庄地域東部において北涜する日野川町西岸に沿って，徳山コンプレックスが模式的に露出する 図の位置

は付図1に示す

系に貫入している.そのため花筒閃緑岩のごく近傍では，

明瞭な接触変成作用を被りジユラ系の泥岩には微細な黒

雲母と白雲母が認められるが，広域的には接触変成作用

は軽微でホルンフェルス化は局所的である(塚野・伊藤，

1965) . 

今庄地域における層序単元(コンプレックス)の境界

については.コンプレックスを構成する岩相やその組合

せが異なる場所を境界位置と推定した。実際に露頭で観

察できる例は少ないが，確認できた場所ではコンプレッ

クス境界は低角断層である.

4. 3 徳山コンプレックス

定義友ぴ名称
いぴ

揖斐川上流域(東隣の冠山地域)に広く分布し，卓越

する砂岩及び砂岩泥岩互層とこれに付随するチャート・

泥岩から構成される層序単元は，梶田(19臼)により徳

山層として定義・命名された 本報告ではこれを，徳山

コンプレックスとして改称・再定義する 今庄地域に分

布する徳山コンプレックスを構成する特徴的な岩相は.

これまで高倉相(服部・吉村， 1982)と呼ばれていた(第

4. 1表)が，既述の理由に基づきこの岩相名称を破棄す

る今庄地域における徳山コンプレックスは，南条層群

(磯見 1955:福井県， 1955， 1969)の一部を含む(第4.1 

表)
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眉序関係

今庄地域における徳山コンプレックスは美議帯ジュラ

系の最下部に位置し，基底部が露出していないため下位
すげのた区

の層序単元との関係は不明甫越前町菅谷の南西にお

いて N660E，620Nの断層によって，本コンプレックスの

泥岩(付近の走向・傾斜=N3QoE， 5(tN -N問。E，720N)

と今庄コンプレックスのチャート(付近の走向・傾斜=

N490E，白。N-N730E， 750N)が接していることが確認

される(第4，7図の柱状11) このことより，徳山コン

プレックスの上位に今庄コンプレックスが低角断層を境

界として累重していると判断される.

-1;α氾血となり，最大層厚は少なくとも 2，500皿以上

と見積もられる(第 4.3図) また第4.3図に基づくと，

背斜の北翼での層厚は 1，創お-2，0∞回程度であり，場

所による変化があまりないことがわかる.

眉序

背斜の北翼では三層準において，側方に比較的連続す

る薄層のチャート岩体が挟在されている.これらを基底

として下部・中部・上部に便宜的に区分するが，境界は

徳山コンブレック見のルート柱状図

徳山コンプレックスは，背斜の南翼では湯尾コンプレクスに対し高角断層で接1...，北翼では上位の

今庄コンプレックスに対し低角断層で接する 点線は背斜軸の層準を示しているので，柱状Tlは甫

異に，柱状ロ~切については点線より上古可じ翼に，下が南翼に相当する 従って南翼部では，下

に向けて上位方向となる 柱状Tl-T7の位置は付図lに示す
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分布及び層厚

徳山コンプレックスの主要分布域は冠山地域に見ら

れその延長が横山地域並ぴに今庄地域に認められる

(第4.1図) 今庄地域では，中央部の南越前町突端.

話量.葉蓉から.東部の実情.李尋畠.最宣にかけて分

布する.本コンプレックスは，分布の甫縁に北西南東

~西北西ー東南東方向の軸をもっ背斜構造(第4.1図の

①)を形成するが，甫翼の大半は背斜軸にやや事院する

高角断層(孫谷断層)によって断たれている.

徳山コンプレックスの下限は不明であるが，層厚は

下部で850-1.1∞血，中部でお0-650皿，上部で350

模式地及び模式層

梶田(19臼)による徳山層の模式地は，岐阜県揖斐川
か ~I:・，

町(旧徳山村)同入~扇谷付近に設定された今庄地

域における徳山コンプレックスの模式層を，東部の日野

川西岸に沿う南越前町葉非から実情を経て芸品の北方に

至る地域に露出する部分とする(第4.2図)。ここでは

下位(南側)より，下部~中部に相当する砂岩，砂岩泥

岩互層(泥岩と砂岩を挟有)と上部に相当するチヤ」ト，

砂岩泥岩互層(泥岩を挟有)が，順に累重する
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第4.4図徳山コンプレックスを構成する主要岩柑の産状

(・)遠賀層と泥貧層の細互層からなる層状チャート(南越前町広野南方). (b)薬理貿泥岩(甫越前町高倉峠). (，) 

泥岩優勢の覇軍層理砂岩泥岩互厄{甫越前町高倉悼').(心 砂岩優勢の厚層湿砂岩泥岩互層(甫趨前町小倉容南方)

明確に定轟できるものではない(第4.3図)

下部では，チャートは4規模岩体として置かに分布

L.また中部上部と比較すると側方への連続性は低い

チャートの上位には砂岩優勢の砂岩泥岩互眉が卓量L.
泥岩及び砂岩が比較的側方に連続する薄層町中最撰岩体

として，繰り返し挟在される 中部は，基底部にチャー

トからなる薄扇町中量模岩体が位置する とのチャート

岩体は商越前町新進周辺で消揖L.車冊には連続しない

チャート岩体の上位では，泥岩恒勢の砂岩泥岩互層が卓

睡し泥岩及t吊岩が比較的個方に連続する薄層の中姐

模岩体として操り返し挟在される 下部と比較すると，

泥岩の割合が商い帽向にある 上部では，基底部に世置

するチャートの直上に泥曹が黒重L.両者合わせて個方

に15km以上連離する岩体を構成L.車院の冠山地墳に

まで追跡できる 層車は今庄地域中央部では量10m程

度しかないが，東端部で増大し3叩 m程度となる この

チヤ}ト岩体の上位では，泥岩橿勢町砂岩説法互層が卓

越し，泥岩並びに砂岩の中規模岩体が控在される 檀山

コンプレックスの全体的な恒向として，下位層準には相

対的に砂岩などの粗盤砕屑岩が卓越し，上世になるほど

チャートと細粒砕屑岩治噌大する室化が寵められる(第

4.3図)

下部~上部で韓り返し認められる層序(下位から上位

ヘチャート，砂岩泥岩互層!砂岩が黒重する)は，不完

21 

全ながらも海洋プレート層序(あるいは海洋底層序)に

対比可能なものである

岩相

植山コンプレックスを構成する主要岩相は，チャート。

珪賀泥岩，泥岩白砂岩泥岩互層。砂岩である これらの

うち砂曹と砂岩泥岩互眉が卓越しa チャートと泥砦が伴

われている 珪質泥岩の7)0:布は極檀かである

(1)チャート (TC)

チャートは，層厚量10mで側方に連続するシート状

の岩体として見られる 一世的に，珪賀層と泥賀薄層と

の律動的な細互層からなる層状チャート(第4.4図a)

として露出することが多いが，泥質薄層'1M'却し層理が

不明瞭である場合も認められる 珪質層の層軍は 1-5

回程度で，一般的に灰揖色~晴灰色を呈するが灰揖色

や蔀紫色をなす場合もある 泥質薄層は極細胞で暗灰色

を呈する 層厚は通常5mm以下であり，摩い場合でも

I四を越えることは稀である 鏡下観察により.隠徹

晶質~償晶質石英と大量の放散虫量酷から構成され，シ

ルト大且上の明暗な砕屑粒子は全〈寵められないととが

わかる(第4.5図， b) また，極置かに粘土鉱物F含

まれている



第4.5図徳山コンプレックスを構成する主要者相の薄片写真

(II)-(b)チャート 大量の総散虫遺依(叫破線円で岡まれた部分)と周醐品質石英から機成されている (，)-(ω 
遠賀泥岩微晶質石英と後細な粘土鉱物からなる基質中に極相粒の砕屑経子[石英斜長石など)を含む放散良

遺骸(""破線刊で岡まれた都世)も見られる (，) 泥岩粘土鉱物が車通する部骨と砕屑経子が単組する都世が

矢印方向の業哩を形成している(~砂岩円膚度が低〈角張った外形の砕屑悠子が卓越し基質がZしいアレナイト

砕屑粧子として石英斜長石が卓越しカリ長石雲母のほかチャートや火山岩の岩片を含む (11) ， (c) ， (e)下方ポー

ラー (b) . (，ω. (の 車交ポーラー
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(2 )珪質泥岩 (Ti)

露頭において分布が確認された珪質泥岩は，今庄地域

東端部に位置する田畑山 (648.9m)の北方のみである.

ここでは.チャートの上位に累重し更に上位の泥岩に移

化する.やや緑色を帯びた暗灰色~灰白色を呈する。ま

た細粒・均質で，葉理等の内部堆積構造が殆ど見られな

い.スレ」ト努闘が形成され，これに沿って薄く剥離す

る 鏡下観察によると，微品質石英と微細な粘土鉱物か

らなる基質中に極細粒の砕屑粒子(石英・斜長石など)

が含まれていることがわかる(第4.5図ιω

(3)泥岩 (Tm)

泥岩には，暗灰色~黒色を呈する細粒で均質な泥岩，

やや粗粒なシJレト質泥岩あるいはシルト岩~細粒砂岩の

葉理を含む葉理質泥岩など，岩相が異なる多様な泥質

岩が含まれる(第4.4図b). これらのうち，シルト大

以下の砕屑粒子からなる暗灰色~黒色の泥岩が卓越する

が，砂岩や砂岩泥岩互層の近傍では葉理質泥岩も多く見

られる 泥岩には軽微なスレート勢闘が形成され，これ

に沿って薄く剥離する 鏡下観察では，石英斜長石な

どの砕屑粒子と粘土鉱物が見られる(第4.5図e).また

微細な粘土鉱物は互いに平行な定向配列をなしており，

これによって弱いスレート努闘が形成されている場合が

ある シルト質泥岩では，砕屑粒子は比較的大きなもの

が多く.これらが葉理をなしていることも認められる.

(4)砂岩泥岩互眉 (Ta)

砂岩泥岩互層を，泥岩と砂岩の量比に基づいて泥岩優

勢互層と砂岩優勢互層に，また砂岩層の層厚に基づいて

薄層理互層と厚層理互層に識別した 薄層理互層は，層

厚 2-20cm程度の砂岩と層厚 5-30阻(あるいは 50

m 以上)の泥岩からなり，通常は泥岩優勢である(第

4.4図c) 厚層理互層は，層厚3Ocm-1m程度の砂

岩と層厚1O-3Oc皿程度(最大で約 70cm)の泥岩か

らなる砂岩優勢互層である(第4.4図ω場所により

厚層理砂岩は.幾つかの砂岩単層が癒着して非常に厚い

(約5-lOm)無層理で塊状の砂岩として産する 泥岩

は暗灰色~黒色を呈L...やや粗粒(シルト質)でシルト

岩~砂岩の葉理を含むことが多い しばしば砂岩から泥

岩に移化する級化構造も見られる.砂岩泥岩互層(特に

泥岩優勢互層)では，砂岩単層が延性的に膨縮，あるい

は勇断作用を受けて様々な程度で破断されていたり(破

断相).変形がより進行した場合には砂岩単層がレンズ

状の岩塊に分断されたり(分断相)している なお，他

のコンプレックスでは分断相を示す砂岩泥岩互層を独立

した岩相単位としたが.本コンプレックスでは地域的に

まとまった分布を示きないため，砂岩泥岩互層に含めた.

(5)砂岩 (TS)

砂岩は一般に暗灰色を呈し，粒径の淘汰は良くない

砕屑粒子としては石英が卓越し，次いで斜長石が多くカ

リ長石や雲母類を伴う 岩片(チャートや花両岩類など)

は少ない(第4.5図。 多くは基質が乏しいアJレコー

ス質アレナイトである(第4.18図)が，細粒~中粒砂

岩にはワッケ質なものも認められる これらの砕屑粒子

の円磨度は低く角張った外形をなし，特に粗粒砂岩では

その傾向が強い粗粒~極粗粒砂岩では一般的に，泥岩

からなる長径2mm-1cm程度(最大約3cm)の偽喋

(削り込み岩片)が層状に密集している 複数の砂岩単

層が癒着して厚層の塊状砂岩となることが多いが，層厚

10-回 m 程度の泥岩を普遍的に挟在する.

地質時代

泥岩から産出した放散虫化石に基づくと(第4.9節

参照)，徳山コンプレックスの地質時代は中期ジュラ紀

の初頭~中頃に及ぶと判断される

4.4 今庄コンプレックス

定義友ぴ名称

今庄地域北部から東隣の冠山地域北西部において，

チャート並びに砂岩を主体としこれに付随する泥岩及び

砂岩泥岩互層から構成される層序単元を，今庄コンプ

レックスとして定義・命名する 地理的名称は，模式

地の南越前町今庄に基づく この名称については，議

見 (1955)並びに福井県 (1955)の層序区分の基になっ

た喜田惣一郎氏の卒業論文にも「今庄層」として用いら

れているが，今庄層は南条山地に分布する層厚のチヤ」

トのみに限定して定義されたものである。従って，本コ

ンプレックスとは分布範囲並びに構成岩石種が異なるの

で，本来なら別の地理的名称を提唱すべきである しか

しながら，本コンプレックスが甫越前町今庄周辺に模式

的に露出することから「今庄」を地理的名称として用い

ることとする また今庄地域では，本コンプレックスを

構成する特徴的な岩相は今産相(服部・吉村， 1982)と

呼ばれていた(第4目 l表)が.既述の理由に基づきこ

の岩相名称は破棄する 今庄コンプレックスは，南条層

群(磯見 1955;福井県， 1955， 1969)に含まれる(第

4. 1表)

模式地友ぴ模式層

新たに模式地を，甫越前町今庄に設定する また上部

が欠如するが模式層は，今庄地域東部の日野川西岸に沿
ひうち

う南越前町今庄から燥に至る地域に露出する部分とする

(第4.6図) ここでは基底部(南側)に苦鉄質岩(玄武岩)

が露出L..，その上位にチャートと砂岩ないし砂岩泥岩互

層が繰り返して累重する
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第4.6図

f かJ 層重面の走肉・俵斜

戸ム/ 層理面の走肉・傾斜(上位方向不明}

J 少J 傍闘面の走向・傾斜

〆一一

今庄コンプレックスの模式層

今庄地域東部において，北流する日野川の西岸に沿って今庄コンプレックスが模式的に露出する 図の位置

は付図1に示す。

分布及び眉厚

今庄コンプレックスの主要分布域は今庄地域に含ま

れ，その延長が冠山地域にも認められる(第4.1図)• 
"・，. 

今庄地域では，中央部北寄りの越前市瓜生野町並びに甫

越前町菅谷・今庄から，東部の燈 A毒にかけて分布する

本コンプレックスは大局的には北傾斜の同斜構造をなす

が，分布の西縁部では北北西ー南南東方向の軸を持つ背

斜構造(第4.1図の①)を，また東縁部では西北西東

南東方向の軸を持つ一対の向斜ー背斜構造(第4.1図の

④)をなしている.西端は，高角断層(孫谷断層)によっ

て断たれている

層厚は下部で約 250-1，α)()m，中部で約 1，0∞ -1，閃O

m，上部で 1，400m以下である(第 4.7図) 最大層厚

は今庄地域北部の菅谷河内問(I1及びロ)において少

なくとも 2，6∞ m程度に達するが，東方に向けて減少し，
せ k

東部の甫越前町瀬戸甫方 (17:東隣の冠山地域内)では

約6∞血となる これは，上位の湯尾コンプレックスと

の境界をなす低角断層が，今庄コンプレックスに対して

斜交しているためである

眉序関係

今庄コンプレックスは既述のように，低角断層を境界
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今庄コンプレックスのJレート柱状図

今庄コンプレックスは，下位の徳山コンプレクス並びに上位の湯尾コンプレックスに対し低角断層で接する.これ

らの断層関係は柱状11の下限と柱状13の上限で観察される.また，上位の揚尾コンプレックスとの境界をなす低

角断層が今庄コンプレックスに対して斜交しているため，今庄コンプレックスの層厚は東に向けて減少する.柱状

16-蕗は冠山地域内柱状11-随の位置は付図1に示す

第4.7図

岩は，層厚が6∞血にも達し側方へ 20km以上連続す

る大規模岩体を構成している 更に，下部で認められる

この様な層序(下位から上位へ苦鉄質岩，チャート，珪

質泥岩，泥岩，砂岩泥岩互層，砂岩が累重)は，典型的

な海洋プレート層序(あるいは海洋底層序)を構成して

いると見なせる(第4.7図の 13).中部でも，基底部

と中位層準に層厚200-3∞m程度のチヤ」トが分布し，

その直上に珪質泥岩あるいは泥岩が累重する.更に上位

には，泥岩と砂岩からなる中規模岩体を繰り返し挟有す

る泥岩優勢の砂岩泥岩互層が累重する傾向がある 菅谷

北方で基底部と中位層準に見られるチャートは上述の様

に，今庄~燈周辺で一層に収徴する 上部も下部中部

と同様に，基底部にチャートが分布する このチャート

は層厚並びに側方への連続性がやや乏しい岩体であるも

のの，直下に珪質粘土岩を，また直上に珪質泥岩並びに

泥岩を伴う 更に上位では，砂岩泥岩互層が主体をなし.

薄層のチヤ」ト 泥岩砂岩からなる小規模中規模岩

体を繰り返し挟有する 上部において，チヤ」トが薄層

であることと砂岩の分布が少ないことが，中部・下部と

の相違点として挙げられる

今庄コンプレックスの全体的な傾向として，下位層準

には相対的に厚層のチャートと砂岩が車越し大規模な岩

体を構成しているのに対L.上位になるほど岩体の規模

が縮小し泥岩と砂岩泥岩互層の割合が増加する傾向にあ

る(第4.7図)

として徳山コンプレックスの上位に位置している(第

4.7図の11) 南越前町河内の南方ではN40W.430Sの
.だに

断層に.南越前町具谷の南方ではN250E.3QONの断層(第
"'のの

4. 19図)に，更に甫越前町奥野々の甫方ではN710W.

420Nの断層によって，それぞれ本コンプレックスの上

位に湯尾コンプレックスが累重していることが確認され

る これらの断層面は周辺の一般走向に対して低角に斜

交している

眉 序

今庄コンプレックスには，側方に連続する比較的厚層

のチャート岩体が挟在されている このチャートの分布

を基準とすると本コンプレックスは便宜的に，下部・中

部・上部に区分可能である.西部の菅谷(第4.7図の

11)において四層認められるチヤ」トのうち中部に属す

る二層は，東方の燈周辺(第4.7図の 15)で一層に収

飲する また上部の一層は，その東方延長が高角断層で

断たれ消滅する これらのため東部では，チャートの露

出は二層のみになる

下部では基底部に層厚400皿程度のチャートが位置

し，場所(第4.7図の14.15.!7)によりこの直下に苦

鉄質岩(玄武岩溶岩並びに玄武岩火山砕屑岩)が付随し，

直上には珪質泥岩あるいは泥岩が累重する これらが大

規模複合岩体を構成し，側方へ20km以上連続する。更

に上位には，泥岩優勢な砂岩泥岩互層と泥岩の小規模ー

中規模岩体を繰り返し挟有する砂岩が累重する。この砂
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岩相

今庄コンプレックスを構成する主要岩相は，苦鉄質岩・

珪質粘土岩・チャート・珪質泥岩・泥岩・砂岩泥岩互層・

砂岩である.これらのうちチャート・砂岩泥岩互層・砂

岩が卓越し，苦鉄質岩・珪質粘土岩・珪質泥岩・泥岩が

伴われている。

(1)苦鉄質岩 (Jg)

苦鉄質岩は今庄コンプレックスの基底部に位置し，甫

越前町今庄南方の二地点とこれより東方の実議自答に

沿った一地点のみで露出が確認された これらの地点で

は，苦鉄質岩は著しく風化しているため原岩の判定は困

難であるが，今庄南方の露頭では玄武岩火山砕屑岩と推

定され，大鶴日谷の露頭では玄武岩溶岩であると判断し

た大鶴目谷の玄武岩は鏡下観察により，短柱状~針状

の自形斜長石が単斜輝石に取り込まれたオフィティック

組織を示すものと，針状の斜長石が網目状に散在しその

聞を有色鉱物が埋める間粒状(インターグラニユラー)

組織を示すものが確認された(第4.9図a，b) また後

者には，二次的に晶出した石英が孔隙を充填した杏仁状

構造も見られるので，諸事岩であることがわかる

(2)珪質粕土岩 (Jy)

南越前町今庄北方の日野川沿いと菅谷西方の二地点で

のみ分布が確認された.いずれの地点においても珪質粘

土岩は，チヤ」トの下位に伴って露出する 極細粒の粘

土岩であり，灰色~灰緑色ないし青灰色を呈する珪質粘

土岩と黒色の粘土岩が3-lOcm程度の層厚で律動的な

細互層をなすことが多い(第4.8図a).微細な粘土鉱

物と隠微晶質石英からなり，シJレト大以上の砕屑粒子を

全く含まない.

(3)チャート (Jc)

チャートは層厚50-300皿程度(最大で約6∞田)

の中規模~大規模シート状岩体を構成L，側方へ5-

20回以上連続して分布する 一般的に，珪質層と泥質

薄層との律動的な細互層からなる層状チヤ」トとして露

出することが多いが，泥質薄層が欠如し層理が不明瞭で

ある場合も認められる(第4.8図b).珪質層の層厚は

1-5cm程度で，一般的に灰色~暗灰色または黒色を

呈するが，灰緑色や赤紫色をなす場合もある.泥質薄層

は極細粒で黒色を呈する層厚は通常5m血以下であり，

厚い場合でも 1cmを越えることは稀である 隠微品質

~徴晶質石英と極僅かな粘土鉱物から構成され，シJレト

大以上の明瞭な砕屑粒子は全く認められない.

(4)珪賀泥岩 (Ji)

珪質泥岩は，チヤ」トの上位並ぴに泥岩の下位に分布

することが多い.このことから岩相層序として，チャー

トから珪質泥岩を経て泥岩に移化することが示される

(第4.7図の柱状11及び13).珪質泥岩は，暗灰色~灰

白色を呈し;場所によりやや緑色を帯びた色調を示すこと

もある また細粒・均質で，葉理等の内部堆積構造が殆

ど見られない.軽微なスレート努闘が形成され，これに

治って薄〈剥離することが多いが，塊状無構造な場合も

ある 層厚3-5cm程度の珪質泥岩が泥岩と律動的な

細互層する層状珪質泥岩も見られる(第4目 8図c).鏡

下観察により，珪質泥岩は徴品質石英から構成されてい

ること古糟認され，微細な石英粒子と極少量の粘土鉱物

を含むことがわかる(第4.9図c).

(5)泥岩 (Jm)

泥岩には，暗灰色を呈する細粒で均質な泥岩，やや粗

粒なシJレト質泥岩あるいはシルト岩~細粒砂岩の葉理を

含む葉理質泥岩など，岩相が異なる多様な泥質岩が含ま

れる(第4.8図d) これらのうち，シルト大以下の砕

屑粒子からなる暗灰色~黒色の泥岩が卓越し.スレート

努闘が形成されている場合が多い.鏡下観察では.石英・

斜長石などの砕屑粒子と粘土鉱物が見られる.また微細

な粘土鉱物は互いに平行な定向配列をなしており，これ

によってスレート努闘が形成されている.シルト質泥岩

では，砕屑粒子は比較的大きなものが多く，これらが葉

理をなしていることも認められる(第4.9図d)

( 6)砂岩泥岩互層 (Ja)

砂岩泥岩互層を，泥岩と砂岩の量比に基づいて泥岩優

勢互層と砂岩優勢互層に，また砂岩層の層厚に基づいて

薄層理互層と厚層理互層に識別した.薄層理互層は.層

厚2-20cm程度の砂岩と層厚5-30cm(あるいは50

cm以上)の泥岩からなり，通常は泥岩優勢である(第

4.8図e)。厚層理互層は，層厚30cm-lm程度の砂

岩と層厚1O-30cm程度(最大で約70cm)の泥岩か

らなる砂岩優勢互層である(第4.8図的 場所により

厚層理泥岩は，幾つかの砂岩単層が癒着して非常に厚い

(約5-10皿)無層理で塊状の砂岩として産する 泥岩

は暗灰色~黒色を呈L，やや粗粒(シJレト質)でシJレト

岩~砂岩の葉理を含むことが多い しばしば砂岩から泥

岩に移化する級化構造も見られる.砂岩泥岩互層(特に

泥岩優勢互層)では，砂岩単層が延性的に膨縮.あるい

は勢断作用を受けて様々な程度で破断された破断相を呈

する.更に一部では，より変形が進行した分断相も含ま

れ，砂岩単層がレンズ状の岩塊に分離した産状を示す(第

4.8図g) なお，他のコンプレックスでは分断相を示

す砂岩泥岩互層を独立した岩相単位としたが，徳山コン

プレックスと同様に本コンプレックスでも地域的にまと

まった分布を示さないため，砂岩泥岩互層に含めた
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第4.8図今庄コンプレックスを構成する主要岩相の産状

(i) 珪質粘土岩(甫越前町今庄北東方). (b) 層湿が不明瞭なチャート(甫越前町河野東方). (，) 泥岩と綱互層

する建費泥岩[甫越前町河野東方). (d) 泥岩(甫越前町河野東方). (，) 泥岩優勢の薄層湿砂岩泥岩互層(甫越

前町河野東方). (~砂岩優勢の厚層湿砂岩泥岩亙層(甫越前町奥野々西方). (g)居還が分断された砂岩泥岩互眉

習を線は分断されたレンズ状の砂岩岩塊を示す(甫越前町河野東方) 仏) 塊品砂岩(甫溢前町河野東方}
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第4.9図今庄コンプレッタスを構成する主要岩相の薄片写真

(.Hb) 玄武岩孔隙{竃町)が石英で充填された杏仁状構造も見られる(爾越前町大崎日谷)， e.v 方解石凪

p1斜長石， "'"単斜源右 (，)珪質泥岩 徹品質石英と微細な粘土鉱物からなる基質中に総粧の砕屑滋子(石英

斜長石など)が含まれる{甫越前町今庄北東方). (d) シルト質泥者粘土鉱物が卓越する部分と砕屑粒子が卓越

する部分が薬理を形成している f商溢前町奥野~西方). (，)中泣砂岩(甫溢前町奥野々 西方). (の組濫砂岩 中盤

組泣砂岩とも，円唐皮が低い砕屑種子が卓越するアレナイト(爾越前町奥野々西方). (，四1)-{fl直交ポーラー (d) 

下方ポーラー
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(7)砂岩 (Js)

砂岩は，一般に晴灰色を呈する 徳山コンプレックス

の砂岩と同様に，粒径の淘汰は不良で，基質が乏しい7

Jレコース質アレナイトである 砕屑粒子としては石英が

卓越し.次いで斜長石が多くカリ長石や雲母類を伴う(第

4.9図e.f) 岩片としてはチヤ」トキ花嗣岩類が多く

見られ，含有量は少ないものの，徳山コンプレックスの

砂岩に比べると若干多い傾向にある(第 4.18図) こ

れらの砕屑粒子の円磨度は低く角張った外形を呈し，特

に粗粒砂岩ではその傾向が強い 一般に細粒~中粒砂岩

が多いが，粗粒~極粗粒砂岩もよく見られる 粗粒~極

粗粒砂岩では普遍的に，泥岩からなる長径 2血血~ 10皿

程度(最大約3岨)の偽喋(目的込み岩片)が見られる.

複数の砂岩単層が癒着して厚層の塊状砂岩(第4目 8図h)

となることが多いが，層厚 10~ 50 cm程度の泥岩を普

遍的に挟在する.

地質時代

泥岩から産出した放散虫化石に基づくと(第4.9節

参照)，今庄コンプレックスの地質時代は前期ジュラ紀

の中頃~中期ジユラ紀の中頃に及ぶと判断される

4. 5 万根コンプレックス

定義友ぴ名称

今庄地域南部並びに南隣の敦賀地域北部に分布する，

泥質混在岩と砂岩泥岩互層を主体とし苦鉄質火山岩・石

灰岩・チャート・砂岩などの岩体から構成される層序単

元の一部は.塚野・伊藤 (1965) により万根層として

定義・命名された(第4.1表).本報告では，余呉層の

一部を含めてこれを再定義し，万根コンプレックスとす

る なお栗本ほか (1999)は，万根層と共通の岩相でほ

ぼ同様の地域を占める層序単元に対して命名した万根コ

ンプレックスを新称とした しかしながら，この地理的

名称は刀根層として既に使用されているので，刀根コン

プレックスを新称として扱うのは不適切である

模式地友ぴ模式眉

塚野・伊藤 (1965)による刀根層の模式地は，福井県

敦賀市万根に設定された。本報告では万根層の先取性を

考慮し，万根より東方の柳ヶ瀬山周辺に設定された刀根

コンプレックスの模式地(栗本ほか， 1鈎9)を破棄する.

なお，今庄地域における万根コンプレックスの分布域が

狭いため，模式層を設定しない
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1965)の層厚は，約 3，300血に達するとされているが，

今庄地域内の刀根コンプレックスでは， 5∞血程度であ

る

層序関係

万根コンプレックスの下限は，今庄地域に見られない

ので不明である。露頭で確認されてないが，泥質混在岩

と砂岩泥岩互層からなる万根コンプレックス最上部と，

苦鉄質岩ーチャートからなる坂内コンプレックス基底部

との聞を，両コンプレックスの境界とする.付近の走向・

傾斜から，坂内コンプレックスが上位であると判断され，

また境界は低角断層であると推定した

層序

今庄地域における万根コンプレックスの分布は小規模

であり，詳細な層序は明らかでない 下位層準には，泥

質混在岩並びに泥岩が分布L，これより上位にチャート

泥岩・砂岩からなる小規模岩体を挟有する砂岩泥岩互層

が卓越する傾向が認められる.

岩相

刀根コンプレックスを構成する主要岩相は，チャート，

泥岩，砂岩泥岩互層，砂岩，並びに泥質混在岩であるー

なお本地域では，苦鉄質火山岩並びに石灰岩は分布しな

い これらのうち砂岩泥岩互層と泥質混在岩が卓越し.

チャート・泥岩・砂岩が小規模なシート状岩体として伴

われている なお南隣の敦賀地域ではこれらの他に，苦

鉄質岩・石灰岩・珪長質凝灰岩・珪質泥岩も含まれる(塚

野・伊藤， 1965;栗本ほか， 19鈎)

(1)チャー卜 (Zc)

チャートは，層厚 100皿以下の小規模岩体として分

布する 珪質層と泥質薄層との律動的な細互層からなる

層状チャートであり，珪質層の層厚は 1~5cm程度で，

暗灰色または赤褐色~暗赤色を呈する.泥質薄層の層厚

は通常 5mm以下であり，暗灰色を呈する 鏡下では.

隠微晶質~徴晶質石英と不透明鉱物から構成され，不明

瞭ながら放散虫遺骸が含まれていることが観察される

(2)泥岩 (Zm)
暗灰色を呈するやや粗粒なシルト質泥岩が卓越する

泥岩にはスレート雰閉または勇断作用による鱗片状努闘

が形成され，これに沿って薄く細かく剥離する 鏡下で

は，石英・斜長石などの砕屑粒子と粘土鉱物が確認され

る

(3)砂岩泥岩互眉 (Za)

層厚 5~30cm程度の砂岩と層厚1O~印 cm以上の

泥岩からなる泥岩優勢の薄層理互層が卓越する。勢断作
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用による破断を受けて砂岩層は膨縮1..-.側方への連続性

が乏しくなる破断相の砂岩泥岩互層が多い 泥岩には，

勇断作用による鱗片状勢闘が形成されている.

(4)砂岩包s)
暗灰色を呈する無層理・塊状なワッケ質砂岩である

砕屑粒子としては石英が卓越し，次いで斜長石・カリ長

石・黒雲母・岩片(チャートや火山岩など)が多い粗

粒~極粗J粒砂岩では，長径5血血-2cm程度の泥岩偽

楳(削り込み岩片)が多く見られる.

(5)泥質混在岩 (Zw)

泥質混在岩は，泥岩基質中に砂岩からなるレンズ状岩

塊が挟在される産状を呈する.これは強い勇断作用を

被ったことにより，元々泥岩と互層していた砂岩が分断

されレンズ状の岩塊を形成したものと判断される(分断

相の砂岩泥岩互層) 基質の泥岩には顕著な鱗片状勢聞

が形成されていることが多く，鏡下においても長径数

回皿の砂岩岩片を含んでいることが観察される.岩塊を

なす砂岩は，層厚3阻 -30c血程度で長軸5阻 -1血

以上の規模である 形状としてはレンズ状が多いが，よ

り不規則で不定形な場合も一般的である.

地質時代

本地域では，万根コンプレックスの泥岩から化石を産

出していない.隣接する敦賀地域(栗本ほか. 1999)及

ぴ横山地域(斎藤.20∞)における本コンプレックス相

当の泥岩から産出した放散虫化石に基づくと，万根コン

プレックスの地質時代は，前期ジユラ紀の前半~中期

ジュラ紀の中頃であると判断される(第4.9節参照)

4. 6 坂内コンプレックス

定義及び名称

揖斐川上流域(東隣の冠山地域並びに横山地域)に広

く分布1..-.苦鉄質岩・チャート・石灰岩からなる岩体と

それらを包有する泥質混在岩を主体とする層序単元は，

梶田(1963)により坂内層として定義・命名された.本

報告ではこれを，坂内コンプレックスとして改称・再定

義する.今庄地域に分布する坂内コンプレックスは，敦

賀層下部(塚野・伊藤. 1965)並びに余呉層・奥川並層

(塚野・伊藤.1967)の一部に対比され，また磁見 (1955)

の「南部地域石炭紀層」の一部を含む(第4.1表) 甫
かL塞がり

隣の敦賀地域においては 栗本ほか (1999)の樫曲コン
ずがなみ aぽなL

プレックスの一部と菅並コンプレックス・尾羽梨コンプ

レックスを一括したものが.坂内コンプレックスにほぼ

相当する.

模式地及び模式層

梶田 (1963)による坂内層の模式地は，岐阜県揖斐川

町(旧坂内村)に設定された今庄地域における坂内コ

ンプレックスの模式層を.南部の栃ノ木峠(福井一滋賀

県境)からその北東方に露出する部分とする(第4.10 

図).栃ノ木峠を南北方向に通過する柳ヶ瀬断層の東側

において下位より，苦鉄質岩とチヤ」トからなる厚層の

岩体を挟有する泥質混在岩，薄層のチャート岩体を挟有

する砂岩・泥岩が累重する.後述の様に，泥質混在岩主

体の前者が下部に，砂岩・泥岩主体の後者が上部に相当

する.

分布及び層厚

坂内コンプレックスの主要分布域は隣接の冠山地域・

横山地域・敦賀地域に見られ，その延長が今庄地域南部
いたどり うそごうち

の南越前町板取・敦賀市瀬河内から栃ノ木峠(福井滋

賀県境)を越えて長浜市(旧余呉町)に分布する(第4.1 

図) 南越前町板取北西方の柳ク瀬断層北端部付近では，

北西ー南東方向の軸をもっ背斜構造(第4.1図の③)が

認められる このため柳ヶ瀬断層西側においては，大局

的には北西ー南東~北北東一南南西の走向で西傾斜の構

造を示すが，南縁部(敦賀市瀬河内周辺)では小規模の

摺曲構造が存在する また柳タ瀬断層東側においては，

北西南東走向で北東傾斜の同斜構造をなしている.層

厚は，柳ク瀬断層西側では上部が約8OOm.東側では下

部が8∞-1.6∞回以上，上部が約1.∞Omと見積もられ，

最大層厚は今庄地域内で2.6∞m以上に達する(第4.11 

図)• 

層序関係

上述の通り坂内コンプレックスの下限は，低角断層を

境界にして下位の刀根コンプレックスと接すると推定し

た 露頭では確認できないが上限は，泥質混在岩と砂岩

泥岩互層からなる坂内コンプレックス最上部と.苦鉄質

岩チャートからなる湯尾コンプレックス基底部との境

界とする.層理面並ぴに勢関面の走向・傾斜から.湯尾

コンプレックスが上位であると判断され，また境界は低

害断層であると推定した また柳ケ瀬断層西部では，草

津花筒閃緑岩に貫入されている.

層序

柳ヶ瀬断層東側では相対的に，下位層準に苦鉄質岩・

チャートと泥質混在岩が卓越し，上位層準では砂岩と砂

岩泥岩互層が主体をなしチヤ」トを挟在する傾向が見ら

れる(第4.11図の84-88).この岩相的差異に基づいて，

坂内コンプレックスは便宜的に下部と上部に区分され

る 柳ヶ瀬断層西部では，砂岩並びに砂岩泥岩互層が卓

越し泥質混在岩をあまり含まない(第4.11図の 81-

83) これは坂内コンプレックス上部の特徴であり，従っ
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第4.10図坂内コンプレックスの模式層

J 会J 層理面同走肉・傾斜

戸ムJ 眉理面回定前傾嗣(上位口信向不明〉

--- !場開面の走肉傾斜

......畠推定健角断層

5帥 m 1 .. 岨 Om

.L....-・E ・;.，1

一
今庄地域南部に位置する栃ノ木峠(福井滋賀県境)周辺に坂内コンプレックス古犠式的に露出する 柳ヶ

額断層東側を坂内コンプレックスの模式層とする.図の位置は付図lに示す

て断層西部では下部は露出していないと判断される。

下部は，苦鉄質岩とチヤ」トからなる層厚約3∞ ~

5∞ m の大規模な複合岩体が基底部に位置し，その上位

に泥質混在岩，チャートと砂岩の小規模中規模岩体が

複合した大規模岩体，泥質混在岩が累重する 今庄地域

内における基底部の苦鉄質岩チャート複合岩体は広く

分布しないが，南隣の敦賀地域にかけて 15回以上連続

する.チャート斗酔岩大規模複合岩体は，層厚約5∞血

で側方に 10回程度連続する 上部では，破断した砂岩

泥岩互層が主体をなし.その中にチャート・泥岩・砂岩

が層厚 100m以下の中規模岩体として挟在され.繰り返

し露出する。坂内コンプレックスの全体的な傾向として，

苦鉄質岩・チヤ」ト・泥質混在岩の含有量は下位層準ほ

ど多く上位層準ほど少ない.また混在化の程度は相対的

に上位層準ほど低くなる(第4.11図)

岩 相

坂内コンプレックスを構成する主要岩相は，苦鉄質岩・

チャート・泥岩・砂岩泥岩互層・砂岩，並びに泥質混在

岩である。苦鉄質岩とチャートが集積した大規模岩体が

本コンプレックスの基底部に分布し，その上位にチャー

ト・泥岩・砂岩の中規模岩体を挟有する泥質混在岩が累

重する また上部は，チヤ」ト・泥岩・砂岩泥岩互層・

砂岩が集積した大規模岩体によって占められる傾向があ

る なお甫隣の敦賀地域では，これらの他に石灰岩も含

まれる(塚野伊藤， 1967;栗本ほか， 1999). 

(1)苦鉄質岩 (8g)

大規模岩体をなす苦鉄質岩の主体は南隣の敦賀地域に

分布し，今庄地域では南部の狭い範囲に見られる.暗赤

色~暗緑色を呈し，玄武岩溶岩・ドレライト並びに玄武

岩火山砕屑岩からなる。栗本ほか (1999)によると玄武

岩溶岩は，オフィティック組J織や問粒状組織を示す斜長

石と単斜輝石からなり，石英で充填された杏仁状構造も

認められる

(2)チャー卜 (8c)

チャートは，層厚数 10皿~数l∞血で側方に連続す
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坂内コンプレックスのJレート柱状図

坂内コンプレックスは，下位の刀根コンプレタス並ぴに上位の湯尾コンプレックスと，それぞれ低角断層で接する

と推定される 柱状S1-S3は柳ヶ瀬断層西側，柱状S4-闘は柳ヶ瀬断層東側に位置する 柱状S1-S8の位

置は付図1に示す.

第4.11図

(5)砂岩 (Ss)

砂岩は砂岩泥岩互層とともに本コンプレックスの上部

に露出するが，下部でもチヤ」トに伴って泥質混在岩に

挟在される 一般に，塊状・無層理で暗灰色を呈する中

粒~極粗粒のアレナイトが多い.砕屑粒子としては石英

が卓越し斜長石や雲母類を伴う.粗粒~極粗粒砂岩では

普遍的に，泥岩からなる長径2血血-1c:血程度(最大

約 3c皿)の偽様(削り込み岩片)が層状に密集する

b) るシート状の岩体として見られる。層厚 1-5cm程度

の珪質層と層厚 5mm以下の泥質層との律動的な細互層

からなる層状チヤ」トとして露出することが多い(第

4. 12図 a) 一般的に暗灰色を呈するが，一部で赤紫色

をなす場合もある.

( 6)泥質混在岩 (Sx)

泥質混在岩は，本コンプレックスの下部に卓越する

基質の泥岩中に，苦鉄質岩・チャート・砂岩などの岩塊

を包有する産状を示す.黒色~暗灰色を呈する泥岩基質

には鱗片状勢闘が形成され，泥岩が薄く細かく剥離する

傾向がある この泥質混在岩と砂岩層が分断された砂岩

泥岩互層(分断相)は密接かつ複雑に分布するため，地

質図では一括して泥質混在岩として表現した.

(3)泥 岩 (Sm)

泥岩は晴灰色~黒色を呈1....砂岩泥岩互層や砂岩に

伴って分布する 細粒で粘土質な泥岩，シJレト質泥岩あ

るいはシJレト岩~細粒砂岩の葉理を含む葉理質泥岩な

と岩相が異なる多様な泥質岩が含まれる.通常.スレー

ト努闘が形成され，これに沿って薄く剥離する.なお，

露頭では層状の珪質泥岩も認められたが，分布が極めて

少ないため地質図には表現していない

地質時代

本地域の坂内コンプレックスからは，放散虫化石の産

出報告は無い.南隣の敦賀地域(栗本ほか. 1999)の泥

岩から得られた放散虫化石に基づくと，本コンプレック

スの地質時代は，中期ジュラ紀の前半であると判断され

る(第4.9節参照)。
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(4)砂岩泥岩互層 (Sa)

砂岩泥岩互層は砂岩とともに，本コンプレックスの上

部に多く分布する.砂岩泥岩互層を，泥岩と砂岩の量比

に基づいて泥岩優勢互層と砂岩優勢互層に，また砂岩層

の層厚に基づいて薄層理互層と厚層理互層に識別した

薄層理互層は泥岩優勢で.層厚2-20cm程度の砂岩と

層厚 5-50cm以上の泥岩からなる.厚層理互層は砂

岩優勢で.層厚3Ocm-1m程度の砂岩と層厚 10-30

m 程度(最大で約 70cm)の泥岩からなる互層である。

泥岩は暗灰色~黒色を呈1....やや粗粒(シルト質)でシ

Jレト岩~砂岩の葉理を含むことが多い.砂岩泥岩互層で

は，砂岩単層が延性的に膨縮，あるいは勇断作用に受け

て様々な程度で破断された破断相を呈する(第4.12図



第4.12図坂内コンプレックスを構成する主要者相の産状
(.) チャート(長浜市栃ノ木峠). (b) 層理が破断きれた砂岩泥岩互層 破.，ま高度断されたレンズ状の砂岩岩塊

を示すハンマー右側は岩lIl(甫越前町榎取〕

4. 7 語尾コンプレックス

宜轟亙世名祢

今庄地域北部から車生賀潟東岸を経て甫東部に至る地

壇，並びに束院の冠山地埴北部に分布し，苦佐賀岩石

灰岩・チャート・砂岩などの岩体を挟有する泥質椙在岩

を主体とした層序単元を，揖属コンプレックスとして定

轟。命名する 地理的名称は，模式地町南越前町湯尾に

基づ〈 この名誌は.確見 (1955)及。福井県 (19日.

1田9)の眉序区分の基になった喜団組一郎氏の卒業論文

において レンズ状石灰岩を棋有する黒色泥岩&11'砂岩

からなる「揖尾層」として用いられたが，その岩相的特

債は揖尾コンプレックスと共通するまた今庄地域ではa

湯尾コンプレックスを構属する特世間な岩相は春日野相

(服部官村. 1岨2) と呼ばれていたが.既遣の理由に

基づきこの岩相名称を破棄する

今庄地埴における沿尾コンプレックスは，晴見 (1955)

及び福井県 (1拓5.100的の揖尾層と苧ヶ平層を含むと

ともに「南部地域三畳紀層」に含まれる 更に，盈賀層

上部(塚野・伊聾. 1岨5)と余呉眉・三園緑層(塚野・

研葺.1967)の一部に対比される(第4.1表) また甫

降の量賀地瞳においては，栗本ほか (1田9)の樫曲コン

プレックスの一部iJ'.揖尾コンプレックスに相当する

模式地車。壇式圃

樹齢，商量町蝿日通知るまた樟式層は.

甫越前町揖眉から闘岐を桂て東大道町北方に至る地域に

露出する部分とする(第4.13図) ここでは下位(甫個)

より，苦鉄買岩ー石灰岩 チャートならなる小規模岩体

を挟有する泥置混在岩，チャート岩体を挟有する砂岩泥

岩互層，チャート岩体を挟有する泥質揖在岩F累重して
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いる

骨布亙び圃車

場尾コンプレックスの~;布域は.今庄地壇と隣接の鯖

江地域冠山地揖・韓賀地域に含まれる 今庄地壇では

北部町模式醐辺のほか甫越前町奥野々 λ桂 信
雄 a 醐湾岸沿いの輔前町禍鰐，醐市完

晶画.在員.白品.結晶，南東部の南越前町竺:Oii主.λ
宮、

甑から構立にかけての南方に分布する(第4.1図) 北

部では，西側(甫越前町商内具幸子周辺)において北東

一甫酉走向があるものの，東個(甫越前町奥野々ー圃桂一

中小屋周辺)では北西南東走向が卓量1.-.北東に傾掛

している艶賀湾東岸沿いでは北北西南南東走向

酉個掛が卓越している 南東部では一般走向は北西南

東であり，北東傾斜が卓越する しかしながら，局所的

に同方向の槽曲構造が形成されているため.甫酉傾掛で

ある場合も認められる

北部での最大層軍は 3.300m以上に遣する(第4.14

図.) 南東部での層厚は.5剖~且縦訓Qm程度である(第

4.14図b)

圃序聞樽

本地揖北部では既通町通り 甫越前町河内具谷奥

野々周辺において，今庄コンプレックス町上位に語尾コ

ンプレックスが唱角断層で累重している また南東部で

は!下位の塩内コンプレックスに対して揚届コンプレッ

クスが上位であると判断され，また境界は世角断層であ

ると推定した 一方，湯尾コンプレックスの上限につい

ては，本地壇北東部に露出する超丹法帯ベルム*(東慢

コンプレックス)の砂岩の基底部とした北西部から南

東部では高角傾掛の諦普断層によって，揖尾コンプレッ

クス円分布が断たれている 中央部付近では.軒第三系



第4.13図湯尾コンプレックスの模式層

今庄地域北部において，湯尾からその北方の東大道周辺に湯尾コンプレックスが模式的に露出する図の

位置は付図 1に示す
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湯尾コンプレックスのJレート柱状図

(.) 北部では，下位の今庄コンプレタス並びに上位の超丹波帯東俣コンプレックスと，それぞれ低角断層で接する

(b) 南東部では，下位の坂内コンプレックスと低角断層で接すると推定される.分布の北限は，高角断層(孫谷断層)

で断たれる 柱状Yn1-Yn7及び柱状Ys1-Ys7の位置は付図lに示す
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第 4.14図



の杉津花嗣閃緑岩に貫入されている.

層序

湯尾コンプレックスでは他のコンプレックスと異な

り，岩相的特徴に顕著な差異が明瞭でないため下部・上

部などに区分できない.全層準を通して泥質混在岩と破

断分断された砂岩泥岩互層が卓越し，苦鉄質岩・チャー

ト・泥岩砂岩からなる小規模~中規模岩体が比較的多

く挟在されている.

苦鉄質岩は，層厚50-200血程度で側方に 3-7km

程度連続する中規模岩体として，今庄地域の北部・敦賀

湾東岸・南東部において普遍的に分布する チャートは，

層厚田皿以下で側方に 1-3回程度連続する小規模岩

体として普遍的に認められるが.北部の湯尾周辺では層

厚200m以上の比較的大規模な岩体として分布する.砂

岩並びに砂岩泥岩互層からなる岩体は，層厚50-1∞
m程度で側方へ1-3km程度しか連続しない.これら

の岩体を包有する泥質混在岩と破断分断砂岩泥岩互層

の聞に明瞭な岩相境界を設定するのは困難であり，両者

は不規則な互層・指交関係にあると判断される 湯尾コ

ンプレックスの全体的な傾向として，系統的な岩相の累

重関係が認められず，他のコンプレックスよりも混在化

の程度が顕著である(第4.14図)

岩相

湯尾コンプレックスを構成する岩相は，昔鉄質岩・石

灰岩・チヤ」ト・珪質泥岩・泥岩・砂岩泥岩互層・砂

岩，並ぴに泥質混在岩である.これらのうち泥質混在岩

が卓越し，普鉄質岩・石灰岩・チャート・珪質泥岩・泥

岩・砂岩が小規模~中規撲のシート状岩体として挟在さ

れる

(1)苦鉄質岩 (Yg)

苦鉄質岩は，層厚数10血~数l∞m程度で側方に数

100皿-5km程度連続する小規模~中規模のシート状

岩体として産する.一般に苦鉄質岩は著しく風化してい

るため，原岩の判定が困難なことが多いが，塊状または

枕状を呈する玄武岩溶岩(第4.15図a.b).塊状のドレ

ライト，並ぴに玄武岩火山砕屑岩が識別される.鏡下観

察により，短柱状~針状の自形斜長石が単斜輝石に取り

込まれたオフイティック組織を示すものと，針状の斜長

石が網目状に散在しその聞を有色鉱物が埋める間粒状

(インターグラニュラー)組J織を示す玄武岩が認められ

る(第4.17図a.b). 

(2)石灰岩 (YI)

石灰岩は泥質混在岩中に，層厚数10m程度の小規模

岩体として包有されている.乳白色~灰白色を呈し，一

般に結品質で無層理塊状である(第4.15図c) 結晶化

が比較的軽微な石灰岩では無数の紡錘虫などの化石が含

まれているのが，薄片観察で確認された(第4.17図c)

また石灰岩には，礁質石灰岩が伴われることがある(塚

野・伊藤. 1965) 

(3)チャート (Yc)

チャートは一般的に，珪質層と泥質薄層との律動的な

細互層からなる層状チャート(第4.15図d) として露

出することが多いが，泥質薄層が欠如し層理が不明瞭で

ある場合も認められる.珪質層は，層厚 1-5cm程度

で一般的に灰緑色~暗灰色を呈する.泥質薄層は極細粒

で黒色を呈し，層厚は通常5皿皿以下である。鏡下では，

再結品化により徴品質石英の粒径がやや大きくなり，放

散虫遺骸も完全に再結晶化石英で置換されているのが確

認される(第4.17図d) また石英脈が多数認められる

(4)珪質泥岩 (Yil

珪質泥岩は，今庄地域南東部の宇津尾谷上流域や中央

部の南越前町孫谷周辺などの数箇所の露頭で確認できた

が，地質図には孫谷周辺のみに表現した 珪質泥岩は，

やや緑色を帯ぴた暗灰色~灰白色を呈し，細粒・均質で

葉理等の内部堆積構造が殆ど見られない.より泥質な薄

層と細互層した層状珪質泥岩も見られる(第4.15図e).

(5)泥岩 (Ym)

層厚数10皿-300皿程度で側方にあまり連続しない

シート状小規模岩体として分布する.細粒で粘土質な泥

岩，シJレト質泥岩，あるいはシルト岩~細粒砂岩の葉理

を含む葉理質泥岩など，岩相が異なる多様な泥質岩が含

まれる 細粒な泥岩の場合，黒色~暗灰色を呈しスレー

ト勢関や鱗片状勢闘が形成されていることが多く，これ

に沿って薄く剥離する(第4.15図。 シルト質泥岩や

葉理質泥岩では，色調がやや明るく暗灰色を呈すること

が一般的である 鏡下観察では，石英・斜長石などの砕

屑粒子と粘土鉱物が見られ，粘土鉱物が卓越する部分と

砕屑粒子が卓越する部分が葉理を形成している(第4.17 

図e)

( 6)砂岩泥岩互眉 (Ya)

砂岩泥岩互層を，泥岩と砂岩の量比に基づいて泥岩優

勢互層と砂岩優勢互層に，また砂岩層の層厚に基づいて

薄層理互層と厚層理互層に識別した.薄層理互層は，層

厚2-20cm程度の砂岩と層厚5-30cm(あるいは50

cm以上)の泥岩からなり，通常は泥岩優勢である(第

4. 15図g) 厚層理互層は，層厚30岨 -1血程度の砂

岩と層厚 10-30岨程度(最大で約70阻)の泥岩か

らなる砂岩優勢互層である.泥岩は暗灰色~黒色を呈し，

シJレト岩~砂岩の葉理を含むことが多い.また一般に，

砂岩単層が延性的に膨縮あるいは勇断作用を受けて様々

-36-



第4.15園 揚尾コンプレックスを構成する主要岩籾の産状(1)

(.)-(b) 玄斌砦からなる枕状漕砦(.甫越前町河野.b 甫鎗前町八飯南方). (，) 石灰砦(商越前町人飯南方)

(d) チャート(宵越前町壮谷). (，) 層状珪質泥岩(甫越前町孫谷). (O 泥岩(商組前町奥野々). (g) 泥岩優

努の砂岩泥岩互層(商越前町中小屋). (ω 塊状無層建な砂岩(甫魅前町請曜)
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第4.16図 語尾コンプレッタスを構成する主要岩相の産状(s)

(.) 居還が破断きれた砂岩泥岩亙層(南館前町字樟尾南方). (b) 層理が分断された砂岩泥岩互居(甫越前町人飯

南方). (1:)ー(・)砂岩からなる礁状岩塊を含む泥質混在岩(o-d甫舗前町字樟尾南方，・甫越前町赤萩). (fうー(，)

レンズ状のチャート岩塊を含む泥質混在岩 (f甫越前町河野 g甫勉前町中小屋) 仙)砂岩 (g)チャート(ぬ)

警鉄質岩(伊)からなる様状岩塊を含む泥質混在岩(甫越前町八飯甫方)
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第4.17図湯尾コンプレックスを構成する主要岩相の薄片写真

(心玄武岩(甫越前町人劇 (b) ， Yレライト(甫越前町字津尾甫方)， (，)石灰岩中期制唖の紡錘虫化右(爾

越前町八銀')， (d) チャート(甫越前町奥野~). (cu 薬理質泥岩粘土鉱物が卓越する榔分と砕屑位子が卓越す

る郁分か業理を形成している(甫越前町奥野 )々， ("紙粧砂岩(陶越前町教谷).pl斜長宥. ""単斜偉宥 (.) ， 

(b) • (d) • (" 直交ポーラー (c) ，(c) 下方ポーラー
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第4.18図 徳山・今庄・湯尾の各コンプレックスにおける砂岩のモード組成

Q 石英， F 長石， L:岩片， p 斜長石， K カリ長石小鍛冶 (1銘5)による

な程度で破断された破断相を呈することが多く(第4.16 

図.)，成層構造が保存された互層は少ない傾向にある.

(7)砂岩 (Ys)

砂岩は一般に暗灰色を呈1..-，塊状無構造で細粒~中

粒の長石質ワッケが車越する(第4.15図h).砕屑粒子

は徳山コンプレックスや今庄コンプレックスと比較する

と岩片に富み(第4目 18図)，やや円磨度が高く，基

質が多いのが特徴である 鏡下観察からは，石英と斜長

石が卓越し，カリ長石・黒雲母・岩片(チャートや玄武

岩・安山岩などの火山岩類など)が含まれることが確認

できる(第4.17図的。

(8)泥質混在岩 (Yw，Yx) 

泥質混在岩には，岩塊として砂岩のみを含む泥質混在

岩 (Yw) と多様な岩相からなる岩塊を含む泥質混在岩

(Yx)に細分できる更に砂岩のみを含む混在岩は，砂

岩泥岩互層の砂岩層が分断された混在岩(分断相)と，

砂岩岩塊が更に喋状化した様質泥岩に識別される.分断

相の泥質混在岩では，砂岩岩塊はレンズ状の形体をない

し泥岩中に孤立した産状を示すが，元来の層理がある程

度認識できる連続性を保っている(第4.16図b).喋状

化した泥質混在岩では，泥岩基質中に中喋大~大磯大の

砂岩からなる亜角様~亜円礁が不規則に混在しており，

基質支持された産状を示す(第4.16図日) 多様な岩

相からなる岩塊を含む混在岩では，砂岩とチャートの岩

塊のみを含む場合と苦鉄質岩・石灰岩・チャート・砂

岩などの岩塊を含む場合がある.どちらの場合でも，岩

塊の形状はレンズ状~不定形であり中喋大~巨諜大まで

大きさは様々である (第4.16図ιh) いずれの混在

岩においても，基質の泥岩は黒色~暗灰色を呈し，砂岩

岩塊を取り囲む様に鱗片状勢闘が形成されている.露頭

において確認できていないが，砂岩のみを含む混在岩と

多様な岩相を含む混在岩とは明瞭な境界であるかどうか

不明である 地質図では，卓越する方の岩相で表現した

地質時代

湯尾コンプレックスの泥岩から産出した放散虫化石

は，保存が悪く同定できる属種は僅かであるが，その中

に一般的に下部ジユラ系から多産する Canop陶mspと

Archaeodictyomi加申 A (後に Parahsuumsimplumに同

定された)が多く含まれている(梅田・田賀， 1997， 

2000) しかし，チャートと珪質泥岩から中期ジュラ紀

の初頭を示す放散虫化石が得られているので，本コンプ

レックスの時代は，中期ジュラ紀の初頭ないし前半に及

ぶ可能性がある(第4.9節参照)• 

4. 8 地質構造

ここでは，美濃帯ジュラ系のみに変位・変形が認めら

れる地質構造について記述する.この地質構造の形成は，

ジュラ系の原岩が沈み込みー付加作用とその後の変形作

用を被った時期から，巨視的な分布形態が成立した時期

までと推定される.主要構造としては，コンプレックス

内部で見られる海洋プレート層序の繰返しからなる覆瓦

構造，コンプレックス境界である低角断層，ジュラ系全

体の分布を規制する摺曲構造，並びにこれらの構造を切

断する高角断層が挙げられるが，本節では低角断層と摺

曲構造について記述し，高角断層については第9章で扱

う

4.8. 1 境界断層(低角断層)

コンプレックスの境界は露頭で観察できる限りにおい

て，付近の一般走向・傾斜に対し平行あるいは低角に斜

交する断層である.また地質図におけるこれらの境界は

一般的に，コンプレックス内部の走向や岩体の延長方向

にほぼ一致している場合が多いが，斜交している場合も

認められる.
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第4.19岨今庄コンプレックスk揚尾コンプレックスの境界断層

断層下盤には砂砦優勢の砂砦世砦互層からなる下位の今庄コンプレックス眠上盤には湯尾コンプレックスのチャー

ト'"位置する との低調断層lえよ下のコンプレックスの走向傾斜に対して併交している(甫越前町具谷南方)

'陣頭の位置は付図 1に示す

柱状園から読み取れる各コンプレックスの層厚につ

いて見ると!笹山コンプレックス(第4.3図)，柳ク

橿断層東側の塩内コンプレックス(第4.11園町田~

88) ，並びに揖尾コンプレックス(第4.14図aのYn5

-Yn7)には。高角断層による失如を除外すると顕著な

層車町増刷雪認められないことがわかる つまりこの様

な層厚の不宜性は境界断層とコンプレックス内部の走

向刺引間帯であることを喪付けている これに対L令官

コンプレックスでは，王子布城西部で最大層厚(約Z岡国

となり車個に向けて明瞭に層厚が減少している(第4.7

図) 基底部には分布金壇にわたり苦鉄質岩を伴う一層

の大規模チャート岩体が位置し下部中部・上部それ

ぞれ自体には層摩の顕著な増揖はない従って，この層

厚の減少は車閣における上部並びに中部の欠却に起因L

ており，境界断層は今庄コンプレックスと上位の揖尾コ

ンプレックスの走向に対して明らかに掛交して形成され

たと判断できる

境界断層は，一部のコンプレックスに対して掛宜して

いることと植述の摺曲構造に書加していることに基づく

と，その軍属時期は「原岩の骨加治~掴曲車成前」に限

定できる 本地域のみならず美撞帯金胡のジュラ系の原

岩が付加されたのは前期~桂期ジユラ紀(一部で白亜紀

初頭)であり(剖えば， W;血包， 19皿)，相聞の形成は

桂述の通り前期白亜紀である 従って前期白亜紀のあ

る時期までには，境界断層の車成は終了していたと考え

られる

これまでに確認された境界断屠は，以下町通りである

(1)徳山・今正コンプレックス境界

甫越前町菅谷町南西前1.31m地点で確認される 断

層(断層面~N田'E， 62・N)によって，下盤(下位冊)

の泥岩(檀山コンプレックス)と上盤(上位側)のチャー

ト(今世コンプレックス)カ鳴する 周辺の走向・恒斜は.

下盤ではN田・~田'E，田・-72"N.上盤ではN73'-田・E，
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62・'-70・Nで，断層面とほ日平行である

(2)今庄・掴尾ヨンプレックス壇界

甫量前町奥野々の甫方的21m地点(断層面-N71司

42・N)，草。甫越前町具幸子の甫方的 21m地点(断層面

~Nお・E，却・N) などにおいて確認される 奥野々では

断層によって，下盤の泥岩(下位の令官コンプレックス)

と上盤に位置する分断された砂岩泥岩互層(上位の揖尾

コンプレックス)カ鳴する 具谷では，低角断層が今庄

コンプレックス上限の砂岩泥岩互眉を輯断している露頭

が見られ邑角断層の上盤には破断された揖尾コンプ

レックスのチャートが累重している(第4.19図) 断

層面は，今庄コンプレックス(砂岩泥漕互層)の走向・

傾斜 (N昭・E，2O'N)に対して明睦に掛吏している

4.8.2 槽幽構車

今正地埴の聾檀帯ジュラ系は大局的には北西南東

~西北西東南東の軸を持つ帽曲構造に支配された分布

静態を示している 世ってジュラ系町一位走向は同方向

を示L，北東及。南西に低角度~中角度に傾斜している

しかしながら局地的に見ると，誼賀務東岸沿いでは北咽

で南北方向甫個で東西方向の走向を示している 主要

な楕曲構造は，①今正地揖北部から中央部を通り車部

に至る背掛，@敦賀揮東岸沿いから日野川上流埴に至

る向斜，③山中峠南方から草取に至る背斜!④北東部

田宮川流墳の一対の背斜。向斜，である ①~③は互い

に並走しており.壇背掛を構成している(第4.1図)

①の背輯は植山コンプレックス骨布壇町南西輯に位置

し。植山コンプレックスと上位の今庄コンプレックス並

u'に揖届コンプレックスを槽曲させている 背剖軸は!

北部町南越前町菅寄付近では北北西南南東方向である

のに対L，中央部の大桐付近で西北西一東南東方向へと

屈曲し，更に東方町冠山地揖まで追跡できる

②の向輯は敦賀務東岸沿いに北北西南南東方向の



軸を持ち山中峠付近で一旦途切れるが，大桐南方で軸が

西北西東南東方向に回転し，孫谷・八飯を経て橋立南

方に至る この向斜により湯尾コンプレックスは，敦賀

湾東岸沿いでは東翼は南西傾斜，西翼は北東傾斜が卓越

し，大桐~橋立では甫翼が北東に傾斜する 北翼の大部

分は高角断層(孫谷断層)によって断たれ欠如している。

③の背斜は，山中峠南方から板取にかけて認められ，

北西ー南東方向の軸を持っている.背斜軸の北西延長は

杉津花筒閃緑岩の貫入によって，また南東延長は柳ヶ瀬

断層によって断たれている.しかしながら柳ヶ瀬断層の

東西で坂内コンプレックスの傾斜方向が逆になっており

(東側が北東傾斜，西側が北西傾斜).このことから背斜

軸の位置と柳ヶ瀬断層の位置が一致していると判断でき

る

④は両翼の長きが異なる左ずれのセンスを示す非対称

摺曲であり，①~③の摺曲に先行した構造である可能性

がある。

4. 9 産 出 化 石

今庄地域(一部はその周辺地域)から産出した化石に

ついて，従来の研究報告に従って各コンプレックスごと

に記述する 各コンプレックスにおける岩相とその地質

時代の関係を第4.20図に示す また産出化石種の一覧

表を，紡錘虫については第4.2表に，放散虫について

は第4.3表~第4.22表に掲載し，産出地点を付図2に

示す(ただし，出典論文において地点が正確に定まらな

い化石産地は省略した). 

4.9. 1 紡錘虫化石

(1)万根コンプレックス

本地域の万根コンプレックスからは，紡錘虫化石の産

出化石の報告は無い甫隣の敦賀地域では，万根コンプ

レックス相当の泥賀混在岩に包有される小規模な石灰岩

岩体から.Triticit，田sp.cf. T. yayamaぬke由民抗加tes甲・

cf. T. oppar管出品S，Fl山 uli醐 biconicaなどの中期石炭紀の

後半から後期石炭紀を示す種，更に Ps印 d田ch糊許可制

。府n師/e. Triticites sp. cf. T.如糊noboriensisなどの前期

ベJレム紀の前半を示す種の産出が報告されている(塚野・

伊藤. 19白)

(2)坂内コンプレックス

本地域の坂内コンプレックスからは，紡錘虫化石の産

出化石の報告は無い 甫隣の敦賀地域では，本コンプ

レックスに対比される菅並コンプレックス(栗本ほか，

1999)の泥質混在岩に包有される小規模な石灰岩岩体か

ら.PseudQμu/i削 sp.cf. P.刷 所 Pseudo..ル叩I刷 sp.cf. P. 

m信a巾並びに Schubertellasp. cf.旦giraudiなどの前期ベ

Jレム紀の前半から中頃を示す種， Neoschwagerina cheni 

湯尾|坂内|万根|今庄|徳山

-
Z
四
回一山
田
閤調講系炭石

第4.2Q図今庄及ぴ竹波地域の美濃帯ジュラ系の地質時代

本地域には刀根コンプレックスの苦鉄質岩・石灰

岩並びに坂内コンプレックスの石灰岩は分布しな

いが，これらの地質時代は周辺地域からの研究報

告に基づいた

並ぴに Ne田chwagerinasp. cf. N. mal宮.arttaeなどの中期ペ

ルム紀の後半を示す種の産出が報告されている(塚野・

伊藤. 1967). 

(3)湯尾コンプレックス

これまでに，泥質混在岩に包有される石灰岩，あるい

は苦鉄質岩に伴われる石灰岩から，紡錘虫化石の産出

が報告されている(第4.2表) 本地域南東部の南越前

町八飯・宇津尾・橋立の南方(地点番号F1-F7.F9. 

FlO)では.中期石炭紀を示すF削 u/i，問 lIa属.前期ベJレ

ム紀を示すPSeudlゆsuli即属と Triticit，田属，並びに中期

ペJレム紀を示す Schwageri・回属と Ne，田'chwage吋間属が

産出した(磁見.1955:西回. 1962). また，北東部の

甫越前町中小屋(地点番号F8)より前期ベルム紀を示

すTriticit，田属(西田.1962).更に南部の敦賀市団結・

話芸.白毘.義貰・江良(地点番号Fll-F16)から中

期ベルム紀を示す Schwagerina属，始。Ischwagerina属，
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第4.2表 湯尾コンプレックスから産出した紡錘虫化石

属種名は引用文献に基づく

地点番号 Fl 1 F21目 1F41田|田 1F7 四|四 IFlOFlll FI21 F131 Fl41 FlSI F16 

産地 橋立| 入飯 岨|字輔 図結|酬明日|醐

N .. 即加河'~Tina craticulifora但chwager) + 
N.四chM吋'~Tl皿 sp. cf. N craticulifora (Schw略同 + + 
Neoscm帽!gerinasp. cf. N. akasa血ensisMorikawa and Suzuki + + 
Neosc伽 >agf!Tllltl叩 cf.N.申villei(Ozawa) + 
N.四chM吋'eTUJD.sp. + + + + + 
SchM吋閉間'" + + 
Sc，伽由市助'p + + 
p"，湾陶.，.凶 'P + 
Staffella op + + 
品世間ellasp + + 
p，曲 do，見醐白出削酔ris(SchcU明阻} + 
Pseudo.ル.'"回sp.cf. P. japoni皿 (8出wage<) + 
p，四dofo.刷rUnasp. cf. P. kr可問(ScheUwi胆』 + 
PseudofusuUna sp + 
Dぜ紘ヨU'"叩 cf.T. SjωIplex (Schellwi阻) + + 
目前ilessp. cf. T. mo醐'P'"相。曲cller) + 
Triticitu sp + 
F~叫'jne11aps，閣崎bocki (Lcc血 dChon) + + + 
Fwuline11a sclrM.噌四由時前(D.... ') + 
H棚 ljnellabi，四切除a(Haya醐b) + 
FusulineJla sp. cf. F. cola副阜 届 皿dCh<担) + 
FlISIdine11a甲・cf.F. i，加.JOzawa + 
F.皿11・ellasp + + + + 

地質時代 柵叫岨|醐叫魁| 鴨脚 醐 叫 起1::. ..ペルムa巳

"血.， IL<且lll L<血，，~幡、121Lc且""且""抽Z 泊施均 "臨~， ~ι.71 Lc掴""凪.， ILc血lOILc且u

文献(地点番号)

sc加 be吋'ella属など(塚野・伊藤， 1965)が産出している.

南隣の敦賀地域では上記の他，敦賀セメント鉱山

(敦賀市輔自甫方)の石灰岩から，後期石炭紀を示す

D也記cit，田 yayama血ke国 ia，P1匂師自'citesSp. aff. P. ma師 lmotoi，

Qu四角u/，臼alongi苫'Slmaや，中期ベJレム紀の前半を示す

Neoschwager加。'ati叩 Iすも'ra，Yabeina globosaなどが産

出している(塚野伊藤， 1965;山際・窪田， 1鉛0)ー

なおこの石灰岩からは，三畳紀を示すコノドント化石

(治ogondollellasp.及ぴGondo/ella?sp.)の産出も報告さ

れている(木戸， 1987). 

4. 9. 2 放散虫化石

今庄地域においては徳山・今庄・湯尾の各コンプレッ

クスから，これまでに多数の放散虫化石の産出報告が

なされている(例えば，吉村ほか， 1982;服部・吉

村， 1982;服部， 1987， Ma阻lOka，1991;梅田・田賀，

1997， 2∞0， 2∞1， 2∞2， 2∞3， 2∞5など).また，万

根コンプレックスと坂内コンプレックスについては本地

域からの報告例は無いが，周辺地域では若干の産出報告

嘩見(1955) 西国 (1962) 車野・伊藤(1965)

(栗本ほか， 1999)がある 産出種の生存期間について

は.最近の研究成果を基に再検討を行った また報告さ

れた放散虫化石の一覧を，徳山コンプレックスについて

は第4.3表~第 4.6表に，今庄コンプレックスについ

ては第 4.7表~第4.20 表に，湯尾コンプレックスにつ

いては第 4.21表~第4.22表に，それぞれ掲載した

以下では特に引用を示きない場合，ベルム紀放散虫

種の生存期間については凶iga(1990)，三畳紀放散虫

種の生存期間については Sug;ya皿a(1997)，ジュラ紀放

散虫種の生存期間については Baumga血 eret a/. (1鈎5)

及ぴ臼Z国 eta/. (1998)，また属の生存期間については

O'Dogb町tyet a/.包庇淘)を採用した なお属・種名に

ついては原典で使用されたものを踏襲するが，その後に

改名されたものについては必要に応じて括弧([ l)内

に明記した

(1)徳山コンプレックス

チャー卜

服部・吉村 (1982)は4地点(叩1，叩5，T07， T'ω)か
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ら d陀 haespongoprunumjaponicum [Pseudostylosphaera 

japonical や Tri酎 'so回mped.側岬聞などの産出を，高

村・早見 (1985) は 3地点 (OC2，OC3，配4) から

d町初出'J'Ongopru.削 msp目と Triasso四mped，即自明の産出

を報告している(第4.3表) これらは，おおよそ中期

三畳紀を示している.また梅田・田賀 (20∞)は， 1地

点 (T81042306) から Triassocampesp. cf. T. myterocorys 

など，中期三畳紀の前半を示す種の産出を報告している

(第4.5表)

珪質泥岩

珪質泥岩から産出報告された放散虫化石は，前期ジユ

ラ紀から後期ジュラ紀までの長期間にわたる生存期聞を

持っている しかしながら梅田・田賀 (20∞)が記載

した主要な化石群集は，Parahsuum simplum， Parahsuum 

S師nl，り即日'e，Eucyrtidie11um gujoe即'is，Tricolocapsa plicarum 

[Striatojaponocapsa plicarum] ，Tricolocap叩 sp.cf. T. 

n凶 i，Tricol，田中畑?戸lSiformis[Japonoc，甲'safusiformis 1 ， 

Dictyomi的 Ua?kamoensisなどから構成され，前期ジユ

ラ紀の後半ないし中期ジュラ紀の初頭~前半を示してい

る(第4.5表，第4.6表) また，服部・育村 (1982)

並びに服部(1987)が報告した化石群集も上記に類似す

るが，やや新しく中期ジユラ紀の前半~中頃を示してい

る(第4.3表，第4.4表). 

泥岩

梅田・田賀 (2∞0) によって泥岩から得られた化石

群集は.上記の珪質泥岩とほぼ同様の種構成であり，

Parah沼uumsimplum， Parahsuum stan/.ξyense， Eucyrtidiel-

lum開 oe帥， Tricoloc，中 saplicarum [Si前 回 叩aponocapsa

plicarum] ，Tricolocapsa sp. cf. T. rusti， Tricolocapsa? 

fusiformis [Japonocapsa fusiformisJ ，Dic抑間的11a?

白脚e田おなどが認められる(第4.6表).従って時代

は，中期ジユラ紀の初頭~中頃である なお，高村・早

見(1985)は珪質泥岩と泥岩の岩相を区別していない

が9地点から，Tricolo四rpsaplicarum [助叫ザaponocapsa

plicarum] ，Tricolocapsa sp. cf. T. rusti， Tricolocapsa? 

fusiform臼 [JaponocapsafusiformisJ ，Dic砂oml帥 lla?

白脚ensisなどから構成される化石群集を報告している.

これらは，珪質泥岩から得られた化石群集(服部吉村，

1982:梅田・田賀， 20∞など)と同様の種構成であり(第

4.3表，第4.4表)，中期ジュラ紀の初頭~中頃を示す

と判断できる.

(2)今庄コンプレッヲス

チャート

吉村ほか (1982) は， 2地点 (F03，F04)から中期

三畳紀ないし中期三畳紀~後期三畳紀の初頭を示す

Archaespongoprunum japonicum [Pseudostylosphaera 

j叩 'nica] 並ぴに1)畑町a叩 ed，開閉'と 1地点

(K!ω)から前期ジュラ紀~中期ジュラ紀の初頭を示す

d陀 ha田dictyom昨 a甲 A [Parahsuum simplumlの産出を

報告している(第 4.7表).また，服部吉村(1982)

の4地点(叩12-叩4，TlO)及び高村・早見(1985)の

2 地点 (HC1 ， oc1)からは ， Aπha田rpon~中間n間Japon

Z叫 m [Pseud叫 'lospha捌 j伊 ，nica]，A陀'ha出rpongoprunum

compac，印m [Pseudostyl，ω;phaera compactal， Tri酎 'socampe

d印 刷e吋のほか，Yeharaia sp.が産出している(第 4.7

表，第4.8表，第 4.10表).これらは，中期三畳紀あ

るいは中期三畳紀~後期三畳紀の初頭を示すと判断でき

る 梅田・田賀 (1997)の2地点からはそれぞれ，中期

三畳紀~後期三畳紀と前期ジュラ紀~中期ジュラ紀の中

頃の範囲内の時代を示す種が産出している(第4.13表)

梅田田賀 (2∞1)は2地点から，1)畑町間戸sp.cf. T. 

corona師，Trlassocampe sp. cf. T. dew町'eri，Ps田uJostylosp，加era

japonicaと， Parahsuum sp. cf. P. simplum， Parahsuum 

蜘 !)Io附 e，Tricoloc，伊 asp. cf. T. minoe，鵬 [Helvetocapsa

ml即ensislなどの産出を報告し(第4.14表)，それぞ

れの共存関係から中期三畳紀の前半と前期ジュラ紀の後

半を示すと判断される.

一方，田賀 (1997)及ぴ梅田・田賀 (2003)による

と， 27地点から前期ジュラ紀~中期ジュラ紀の前半を

示す化石群集が産出している.田賀 (1997)が記載し

た化石群集は附加 elj励。間四回，Parahsuum officer明暗

Dictyomi師 11a?kam四回is，1)加 /oc呼四plic田明[品加物

F棚町中四p/icaruml，Tric%c，中四?角siformis[Japa即cap，四

βlSiformお]などで構成され，中期ジュラ紀の前半を示す

(第 4.13表，第4.14表)ーまた梅田・田賀 (2003)が

報告した地点、の大半からは，前期ジュラ紀の前半~中期

ジュラ紀の初頭を示す化石群集が得られているが.その

うち 5地点でPara帥 umsimpll聞と Parahsu酬 sp.cf. P. 

ovaleが共存する前期ジュラ紀の中頃~後半を示す化石

群集が認められる(第4.19表，第4.20表).

珪質泥岩

吉村ほか (1982)並ぴに服部・吉村 (1982)は， 5 

地点(U02，Y04， KK27， KY02， KY03)から前期ジュラ紀

の前半~中期ジユラ紀の初頭ないし前半， 5地点 (K05

Y03， KY01， KY04， KY05)から中期ジュラ紀の初頭~前

半， 6地点、(KK23，KK24， KK26， KY06 -KY08)から中

期ジュラ紀の中頃を示す種を報告した(第 4.7表~第

4目10表).また田賀ほか (1999)は.前期ジュラ紀の後

半~中期ジュラ紀の中頃を示す化石群集を報告している

(第 4.14表). 

梅田・田賀 (2∞1，2∞3， 2∞5)によって記述された

24地点の化石群集を見ると，種構成の異なる二つの群

集に識別できる(第4.14表~第4.16表，第4.20表)

一方はParahsuumsimplum， Katroma? sp.， C問中畑m?sp.な

どで構成され，前期ジユラ紀の前半~後半を示す.他

方は Parahsuumsimplum， Parahsuum ovale， Parahsuum 
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岩相鼠料番号産地 化石種 地質時代

岨ー四 百 1 困銅山西方 1HcolIX均四限切cf.T. riisti 中銅山ラ紀?

必曲a酎 dic駒 mih'a早 C

'"叫a回 dic秒omiT沼早D

b曲a回世加mitrasp. 
E同柑dium?串
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徳山コンプレックスから産出報告された放散虫化石一覧 (2)
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今庄コンプレックスから産出報告された放散虫化石一覧 (13)第4.19表

伽甲酎脚""
Orbiculiform(，l串

Hom却炉開naellaIu蜘岬

Hom問oporo掴 .11.早 ciH e/.帯=

Hom問oporo回 ella?sp. 

H"'"似m'可抗
p~皿曲?sp.A

P也ronaella?略L

H相欄a四阿W飢相制

町出四国師?早

Thrt曲"'"早A

T"施畑bs串 B
"'"血/Ja早

Pm中世'"白
血 曲 酬 串A
s.伽四早B

M￥~~串 cí N. n凱'POnU:a
Napora~ 平A
b官 7sp.

Hilar曲師x1，..
Farcus sp. cf. F. Ia沼Wぜ
昂辺四u，，.
Dお01，配布nam初四郎記s

Mi即崎四cyli曲賞沼

Stichoα事M'，.
Eucyrlidi<lんm?di￥nuile

"''''''王子
uiwmo串 cf.U. 1)71.由四

Katroma? sp 
め刷噌田中sa?sp 
Podom‘rsa?甲

B匂'"似m?sp.
必叫醐odic加m抑留昭E

C~中直~，早 cf. C anulat四
C~中島冊?sp. cf. C. lubri，αm  

p，町臨時ula?sp 
P ....... 醐 simplum

Parahsuum sp. cf. P. ol椙k

p"，官hsu岬，10.噌な開山，..

j円出血四 ... 伊聞e
P ....... 醐串

p"匂狗刷dlum串

1Hroloc喝p3~Sp巴 前期~よけ相前半~中期ジュヲ餌初頭
S1ich=胆 a7sp. cf. S. 阻司~OI.四面 倒助釦混血国国一舗X卸血1阻胤
p.，叫拙酬S同pli岡

相頬三蚕記長議蘭三昼記
ch YT82I主姐204 • 'lHa.r，四~sp. ~vAm由n ~，彊dvN困血

爾爾ヲ』ヲ]記柄匝李副司両扇ヲュラ記語頭[
由叩鏑111716 久喜 p，回 hsu醐 S坤回 一

儲 Z防血四回国一闘世yAolm白血

Stido師事m7sp. 前期ジュラ組中頃ー後半

Pa問 hsuam，台首，1，回' 凹阻.b.出陣n~ Toore!岨
PONhsunm曙仇ct:P. 0四 1，
Kau醐 0'" 前期h ラ紀中頃唱苧
h四 hsu胴 S師自pli間 町田b.品回-

p，卸可，..... 四 sp.cf. P.納得k
;証二一一 川 町品ゐゐ珂?由 醐$j;'ヲ)副トホ扇ジュヲ彰幅[

一 一日 Pa国hsuam，初当，10m 伺rly釦理皿.m回一伺rly品1~国

前欄~:;:ーヲ信前平-ホ郷ヲュヲ寵姫躍Z
曲 咽冊0314田 久喜 j同回復hsu酬 S伽spli酬

舗 rly割--舗rlyA<l""" 
町周ジュラ組前半~中期クュラ餌初"

曲 四時国14田 久容 p.，叫組問踊割pli間 _Sin四回国一個rlyAoJ.血

M勾'JOra?sp目 前期ジュラ紀前半~中期ジユラ紀初頭

Eu明制'iellum?d均開地 伺rly鎚_.m回一伺rlyA山岨

p.，叫'''''''''坤h問
前翻る'::，0:ーヲ結前平-ホ嫡ヲュヲ厳活躍Z

ch TG96031棚久喜 P....... …内均 的血哩典明A<lm坦

叫， 1抽沼1m理psaminoensis -Hel開""得田 mOw四 sis，申10:stich皿等旭'ona原田nsis-Heh砲a即時間聞がo.悶"
...，チャート，抽"栂泊中のマンガシ"塊

文献
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N
O
O
N
)

岡
田
・

E
瞳

.， 

地質時代

前期ジュラ絶後半

τ-.. 

イ目指種産地

一

菅谷峠

鼠料番号

τ沼02餅抱013

岩相
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(
m
g
N
)

嗣

E

・E
瞳
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f机中oro?串

品。m叫 'iellum?sp 

P<u叫醐"'，，'岬似m
POroIUU間宮略).cf. P. oval旨

F由権問問?'P 前翻ジユラ組前事~中崎ジユラ紀初頭
E加のn税減ellum?sp 

回 ySin田町一lateAIIlenian 
i ....... 鍋 lIIIaimplum

M中ora?sp 
品。伊耐'iellum?dis，戸市

島町砂訪iieJlum?gfljoensis 
jR官官....~早 cf. p..bm抑即e

1HIIUS早

E""Y'甜泊施ellum?disparik 
E同 袖 曲 恥m?'P

C切開p飢m?電丸

Pm官加，~早 cf.P. kanyoen.se 

Elo<蜘m?'P

命。噌曲瞥山?早

N "副lariag且 ctsp. indet. 

sil MY81111411 鍵 S凹皿ellariagen. ct sp巴mdet.

晶同情?'P.

町田h有伊国1.p
StichOCl.事M?早cf.S皿司師四"

hdweod同~mi師 .p.
口mop似m?串 cf.C.副ulatum

cm悶I[Jtum'l昭弘

Pm官....醐S坤加
R切官hsuumsp. ct: P. ovale 
P.回....醐耶cf.P. kan抑皿.. 

h 噛 uum.p

思姐明盟副II田 . Canoptwn?耶 前期ジュラ記~中'J:I~.!J，ラ紀

""'紘o.苦札 前期~ょaラ杷中頃 w中欄ジュヲ館前半
島ido叫 p8t11sp. 館市pli醐 b島咽血泊施耐岡田

C迫田，ptum?51' 
白骨iculiforma'l早

晶胡似有抑留?早

Katromo'/ .p 

伽 ingoc時期a?叩 E

伽向。CDl"a?串

Archa即曲加m却沼町P
Canop似m?sp
j'"，官.... 醐 早cf.P.simp，加・

Canop飢m?串

1Hlonche? Sp 
Hexalonche?早

P.醐 nelh胴早

Emilu由?早

Hom問>paro帽低血?p
O羽田助'?ap
s.曲四?'p
f向wt'asp. cf. N. n包伊n帥

E同哨馳仇un?disparile 

EuC)柑泊Uellvm? 早 cf. E.?di哩~曲

G問中飽m?早

Pan<尚早血?sp
p"，官.... 間宮崎甲加g

P.附加醐早cf.P. s伽当pli帥
Porolu鍋棚早 cf.P.lo噌師明師四

P.四....醐白羽卯冊沼

PoroIuu酬平cf.P. kan;抑醐e
E抑制品m'lsp
P.切有pyridium?sp 

・10:StiCJWC呼加咽司抑制."・He.伽 ω叫 'ISQlUlIfio同'"
出チャート."珪質泥岩.~涜出.M凪宛岩中のマνガシ団塊

今庄コンプレックスから産出報告された放散虫化石一覧 (14)第4.20表

文献地質時代化石種産地鼠料番号岩相

前期ジュヲ施中頃~後半

岡山山一τ岡山
久喜τa田31409曲

前期ジュヲ施中頃~後半

1曲四回岡田一叫τ回-

久喜

久喜

τ'G9603141O 曲

出
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鍵Y"I"820411田a姐

前期ジエ丸ラ紀前半~後半

early Slnemurlan -earlyτ.""'" 

前翻~.ラ組踊苧~中期ヨタュラ餌街頭

削 yS凶山一l脚A&岨m

.. τ四国間934.il 

'虚τ沼田町田".il 
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O
N
)

掴
E

E
瞳

前期ジニ"紀~中原ジュラ記
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固 -τ回出血館南AoIomm

.. 

.. 

T沼0507田沼
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国
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第4.21表。湯尾コンプレックスから産出報告された放散虫化石一覧(1)

岩相訴料番号産地 化石種 地質時代 文献

S祖 国 1 藤畑 加問蜘岬 2富
国L02 土刷所 p，.."ωhelj，叫fiscus串 ~中期!-，，，，，，記? 事ミユ

岨 P02 盤宮 PseudoalbaiJlella u-fonno. 前期ペルム紀前半

Á~"町伊昭明割問早

型型竺型空l

Trlllus sp 
A~加<Cdkl)ゆ明itTa sp.A 

SJiCh皿等旭a?宣告L

d陀 haeodic，伊師同"，.A
D台。IOmJtrellasp. C 
C問中肉問?早B
Stic，恥C時沼a?op. B 

昂副総neUI陶m"， 前期ジユヲ飽前半~

d陀加eodictyomiu官"，.A 中.wュヲ証由自民

p，加師 叫伊I.?串 A Siner皿且血-

Z予定~Ioc管沼'QSP

Amp'収W叫'""'" 
A.叫a四dic脚聞向'"

DicI)<四 itrellasp. C 
S凶t.胤m質p.C

SJicho<有pstlls払

d附加"岨c加 mi加"，.C
Dic⑫咽mitre11a?sp. C 
Saitoum sp. C 

，;1 剛 18 融関 畑町内暗 中期h ヲ館前半叶醐h ラ師事4
醐"'"幅削m?~is ~防 Baj(岡田 e!ll"ly 0Xf0nI.皿

mKM19  久喜 島町岬晶棚.， sp.B ジaヲ紀

即日'..."，

can申似m早

2円切........"'.
島町刷'diellum昭E

stic恥C甲..早

岨 MY別醐407 瓜生野 Pan飢.，11醐."，

園田1051413 瓜生野 C国中旬訓早 前期ジュヲ飽~中郷ジュヲ範

Follj，凶 oml"，晶加畑tic醐
Fo/Ucucu11U8 mo阻 C閣訪山

品 llicucullusc，曲"'"

Follu.鳩山llusb抑出師

品 lIicuculllJ.!早 cf.F. venT'IC四回

Follicucullw sp. 
p"卸必aIbailJel，ω平 A
p，融通..必ai1Jella早 B

PseudoalbaillelIa op. 

Follj，凶 oml"，皿加畑tic醐
Fo/Ucucu11U8 mo阻 C閣訪山

品 llicucullusc，加"'"

Follic町 ullusbi，炉m甜由

民'o1lu.沼田11...甲

Pseudoalbailklla串 A
p，同協おalbailJ国百a串 B
p，~血必aillella 早

FolU，四 cu11U83cho阻止国

FollicucuIlus sp. ct: F. ven帥園町
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1'ria.uo四mped，四四四ぜ l由AnWan-lll旬'"幽血且

ZF加 官 時 四 甲e串 A

... 4 : Eucyrtidl郎副聞四回f!1ISI3-Euの柑'diellumumunae田 4・5:Arch血 odictyom加盟早A-Parah.t醐 maimplUll眠

時 b叫届ospa叫間P四醐m四叫四ctum-Ps，叫 d.，秒'IOS}幼. .，沼田叩acta

'"チャート.01珪質泥岩，田据皆

中期三墨書，-後畑三塁忽初頭八集τ"06 曲
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第4.22表湯尾コンプレックスから産出報告された放散虫化石一覧 (2)

岩相鼠料番号 産地 佑石種 地質時代 文献

'" 0も.. 栂尾 p，.剖 doheliodbCWI早 A

23222叫 B E 
d 052' 久容

MV':;L，~街頭~後事Pm曲四~m吋lca ~柵d~...

= ，司1042702 山中

品 τ唱曲曲1411 八乙女

p.，..加岬・4問問.... ， 
p.，哨'"聞19p.B

ca田 p似m1"，

p.，曲紺田."，

Entactinia'l sp 

空些些坐些T里:

包囲YAalenian -earIY callα羽血

前期9.ラ夜討防啄~中期ジユラ館中頃

回 iyHe幽'"皿臨B固』阻皿

後期ペルふ飽(~前期三塁犯街頭}

E 

g組問1凪 1蜘八日 SpwnoIlaria酔岬凶乱 軍宙
Stido師事，.?叩

周辺岡山醐 醐 P吋~甲山畑戸間e 棚 h ヲ範明噌単 車s
Pm也hswm司p. Iate PIieI理.... オ1ian-middle Toarcian 

N回副h血感抵 etsp. indet. 

'"チャート."糧費事揖.m.組轡

加nyoense，Tricolocapsa minoensis [Helvetocapsa minoen-

sil'J， Stichocapsa nanjo世lSiI' [Hel同師C中'sa聞 njoensil'Jな

どで構成され，前期ジュラ紀の中頃を示す

泥岩

泥岩には，一般に広く分布する黒色泥岩と僅かながら

露出している赤色泥岩がある。高村・早見 (1銘5) と

服部 (1987)はそれぞれ l地点 (KM3及びF)から，

Eucyrtidium? unumaensis [Eucyrtidiel1um unumaense] ， 

Pantanellium fov.田畑J，Un棚 aechina加などからなる化

石群集と， C叩中加mrugosum， C.制op血mprae，叩ula加m，

Pa;附仙rnalil'diplocyclil'などからなる化石群集を報告し

た(第4.10表~第4.12表) これらは，中期ジュラ紀

の前半と前期ジュラ紀の後半~中期ジュラ紀の初頭を示

している

梅田・田賀 (2002)によって報告された6地点の黒色

泥岩と 2地点の赤色泥岩から産出した化石種は，前期

ジュラ紀の中頃から中期ジュラ紀の前半に至る期聞を示

1.-，種構成が若干異なる群集に識別される(第4.16表

~第4.18表) 黒色泥岩から得られたのは， Parahsuum 

simplum， Parahs師 unsp. cf. P. ovale， Tricolocapsa minoe間 U

[Helve臼capsammo四lSiI'J，Stichocapsa 即時joe.出 is[Helveto-

C伊 an明loe.附]などから構成される前期ジユラ紀の中

頃を示す群集と，Higum師向同・ntere吋"Napora nipponica， 

などが共存する前期ジュラ紀の後半~中期ジュラ紀の初

頭を示す群集であるまた赤色泥岩から得られた群集は.

前期ジュラ紀の中頃を示している.

なお高村・早見(1985)は珪質泥岩と泥岩の岩相を区

別していないが， 4地点 (KS2，OS2， HS2， KM3)の珪質

泥岩ないし泥岩から，おおよそ中期ジユラ紀の前半~中

頃を示す種を報告している(第4.10表).

マンガン団塊

珪質泥岩または泥岩中にはマンガン団塊古咲在されて

いることがあり，一般的に保存が良好な放散虫化石を含

むことが多い 服部 (1987)は5地点(A-E)の泥岩中の

マンガン団塊から，Ac叩tho口町山h田gonus[Hi目""a加malis

heJ<伊田l. Can叩血mrugos棚 ，Pa間 'aturnalisdiplocyclis， 

EuC}材記dielll間開削a四四などの産出を報告した(第4.11 

表，第4.12表) これらの共産関係は前期ジュラ紀

の後半~中期ジュラ紀の初頭を示している M.ts田，ka

(1991)は，珪質泥岩中のマンガン団塊から Archic，中sa

pachyderma， Con叩脚'1poissoni， Ka何"目白rusuensisなど

を報告している.梅田・田賀(筑lO2，初日5)は泥岩中の

マンガン団塊から，前期ジユラ紀の後半~中期ジユラ紀

の初頭を示す化石群集を報告した(第 4.18表~第4.20

表)

(3)万根コンプレッヲス

本地域の刀根コンプレックスからは，放散虫化石の産

出化石の報告は無い.しかしながら南隣の敦賀地域で

は.本コンプレックスに対比可能な栗本ほか (1999)の

万根コンプレックスと樫曲コンプレックスの一部から，

放散虫化石の産出が報告されている 栗本ほか (1999)
ヲぽきぎか

によると，長浜市(旧余呉町)椿坂北方の泥岩から

Pantanelli酬属，Bagotum属， C加op酬 属.Parahsuum 

属の種が.また阿南東の泥岩からはd町 hicapsapachy-

de畑aのほか Trico/，田中叩属 .Stichocapsa属.正面uum属，

Parvicingula属 ，Un酬a属の種が産出している これら

の共存関係に基づくと，前者は前期ジュラ紀の前半~末，

並ぴに後者は中期ジユラ紀の前半を示している また
しも巴・う

旧余呉町下丹生近傍の珪長質凝灰岩からは， H叩間 sp

cf. H. hil'uiかoense[Transhsuum sp. c王T.hil'uikyoe間 eJ， 

正面闘mrosebudl開seなどの Hsuum属 ，A町h田odictyomi加

がifUensil'などのd町-haeodictyomitra属のほか Stichocapsa

属などの種が共産1.-，中期ジュラ紀を示している.更に

南東に隣接する横山地域では.本コンプレックスに相当

する久瀬ユニットの珪質泥岩及ぴ泥岩から Tricolocapsa

plicarum帯 ~ 別ω100.明 a棚田a帯下部 (Ma回 okaand 

Y回， 1986)を示す放散虫化石の産出が報告されており(斎
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藤， 2∞0)，前期ジユラ紀の前半~中期ジユラ紀の中頃

を示すと判断される

(4)坂内コンプレックス

本地域の坂内コンプレックスからは，放散虫化石の産

出化石の報告は無い.南隣の敦賀地域では，栗本ほか

(1999)の樫曲コンプレックスの一部，並びに菅並コン

プレックスと尾羽梨コンプレックスを合わせた部分が本

コンプレックスに対比可能である 以下の記述は，栗本

ほか (1999)の報告に基づく

長浜市(J日余呉町)議免及ぴ白長の大規模チャート岩

体からは，中期ベルム紀末~後期ベJレム紀を示すFol/i-

仰向11，削属と Albaillella属の放散虫化石が産出している.
陰口 かわ

旧余呉町針川・尾羽梨では泥岩より ，D臼canthocapsa

normalis， StichocQ，伊 'Qjaponica， Stichocapsa conv，田'a，Trico 

locapsa plicarum [S帥 t仰 onocapsaplicarumJ など中期

ジュラ紀を示す放散虫化石が産出している.教賀市池河

内の泥岩からは Tricolocapsaplicalum [Striat叩中onocapsa

plic四百mJとZartus叩などの放散虫化石が産出1..-，こ

れらの種の共産関係に基づくと，中期ジユラ紀の前半を

示すと考えられる

(5)湯尾コンプレックス

チャート

服部・吉村 (1982) によると，今庄地域の 2地

点(P02，T6) から Pseudoalbaillellauプorma，並びに

A町'haeospongoprunumsp.と抗国S田ampesp.が，それぞ

れ産出している(第4.21表) 更に北隣の鯖江地域の

1地点 (POl)から Pseudoalbaillellasimpl，田が，東隣の

冠山地域の地点(Tl2)から Cap即 doce叩と C回 op加m?

sp.が，それぞれ産出している 地点 P02とP01は前期

ベルム紀の初頭または前半 (Hol也W町也岨dJones， 1980 ; 

Ishiga姐 dImo旬， 1980)を，また地点叩6は中期三塁紀

~後期三畳紀の前半， Tl2は中期三畳紀の中頃~後期三

畳紀の中頃を示す 田賀 (1997)及び梅田・田賀 (1997，

2003)によると，中期ベルム紀の末~後期ペJレム紀の初

頭並びに後期ペルム紀を示す可能性のある放散虫化石が

産出している。更に中期三畳泥の前半~後半，前期ジュ

ラ紀の初頭~中期ジユラ紀の中頃にかけての生存期間を

もっ放散虫化石が産出している(第4.21表，第22表). 

珪質泥岩

服部・育村(1盟)及び梅田・田賀@溜)による

と前期ジュラ紀の中頃~中期ジュラ紀の初頭を示す

AA加倒秘事刷曲旬sp.A[Par叫醐開府仲間l，p，留袖醐OIISP目ct:

P. ka町田町eのほか，Trillus属.Pantanellium属.

Canop加m属，Tri叩 loc中.. a属.Stichocl叩.. a属などの

産出と，これより時代の新しい中期ジユラ紀の前半

~後期ジュラ紀の初頭を示すE叫柑dium?unumae肌 S

[Eucyrtidiell，棚田Z棚田町eJなどの産出を報告している

(第4.21表，第22表). 

泥岩

2地点から産出した Parahs削msp.とC側 op血mspの

報告に留まる(梅田・田賀， 1997， 20∞) .これらの共

存期間は前期ジュラ紀~中期ジュラ紀の前半ないし中頃

に及ぶが.泥岩の詳細な地質時代は限定できない(第

4. 21表，第22表).
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第5章古第三系花岡岩類

5. 1概要

今庄及ぴ竹波地域に分布する古第三系の花岡岩類は，

託事〈花岡岩と斑状花樹岩からなる岩脈に区分される.

江若花岡岩は，今庄及ぴ竹波地域とその南方の敦賀地域・

西津地域・竹生島地域に分布している(第5.1図) 原

山ほか(1988)は，琵琶湖北岸から敦賀平野甫方に位置

する岩体を「江若花両岩J.敦賀半島に分布する岩体を「敦

賀花筒岩」と呼んだが，栗本ほか(1999)と中江ほか(2∞L
2002)は，両花筒岩が共通の記載岩石学的特徴を有する

ことから，両者をあわせて「江若花筒岩」と呼ぶことに

した その上で，江若花闘岩の分布域が大きく二分され

ることから，それぞれを江若岩体と敦賀岩体とした 本

報告ではこのような名称の使用法に従う.従って今庄及

ぴ竹波地域には，敦賀岩体を構成する江若花岡岩のみが

分布する。

今庄及ぴ竹波地域の江若花樹岩は.20万分の l地質

図幅「宮津J(巨智部. 1894)と同「教賀J(大築清野，

1919)によってその分布と概略的な地質記載が示された

その後.20万分の l福井県地質図(福井県.1955)では

【竹渡】

若狭湾

第5.1図今庄及び竹波地域周辺に分布する花尚岩類

(高橋裕平)

先第三紀の花岡岩類に含められ，また 15万分の l福井

県地質図(福井県. 1969)では中生代末から第三紀初期

の黒雲母花岡岩からなる新期花岡岩類として扱われた

土地分類基本調査による表層地質図「竹波・今庄J(福

井県.1986)では，敦賀花筒岩質岩体とされた.これら

に対し津田ほか (1997)と栗本ほか(19鈎)は，敦賀

地域中央部に分布する在若岩体の江若花商岩を岩相の

相違に基づき，粗粒黒雲母花嗣岩，中粒黒雲母花嗣岩，

及び細粒斑状黒雲母花嗣岩に区分した 更に津田ほか

(1997)は，中粒黒雲母花筒岩を頂部相と周縁相に細分

した.また，最近出版された 10万分の l福井県地質図(福

井県.2010)は，江若花岡岩を白亜紀花岡岩として扱っ

ている 本報告では江若岩体と同様に，敦賀岩体の江若

花嗣岩を岩相の相違に基づき，粗粒黒雲母花嗣岩，中粒

黒雲母花岡岩，細粒黒雲母花尚岩に区分する.

江若花商岩の放射年代として，河野・植回 (1966)
及び栗本ほか(1鈎9)が黒雲母K-Ar年代(60Ma前後)を，

回結庄ほか (1鈎9)がRb一勧全岩アイソクロン年代(約

57Ma)を報告しており，いずれも古第三紀初頭(暁新世)

を示している.

本地域西部(竹波地域)には，紅若花筒岩に貫入する

黒枠は今庄及ぴ竹波地域を，【]内は国土地理院発行5万分の 1地形図の区画名を示す
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斑状花尚岩の岩脈が認められる

5. 2 江若花両岩

名称は，育回源市氏による滋賀大学教育学部卒業論文

で使われた「江若花尚岩」を，藤本 (1979)が引用・使

用したものである 今庄及び竹波地域においては，西部

の敦賀半島に分布する.岩相の相違に基づき.粗粒黒雲

母花両岩・中粒黒雲母花尚岩・細粒黒雲母花両岩に区分

される.

5.2. 1 粗粒黒雲母花商岩 (Kgc)

分 布

敦賀岩体を構成する江若花向岩の主岩相で，分布の過

半を占める すなわち，敦賀半島西部の美浜町竹波から

落合川に沿って，北東端の敦賀市請島こ至る一帯より南

側に分布する 本岩の南方延長は，西津地域北東端と敦

賀地域北西端に分布する

岩相

主成分鉱物の粒径が0.5-2cmの黒雲母花商岩であ

る一般に等粒状の組織を示すが，敦賀市浦底付近の海

岸沿いでは，径0.5cm前後の鉱物からなる基質中に径

2cm程度の石英の集合体や自形のカリ長石が含まれる，

斑状組織を呈する カリ長石は一般に淡桃色を呈する.

色指数は2-4である 本岩中には，まれに長径1m程

度のベグマタイトプールが産する 幅lO-30cmの小規

模な7プライト岩脈に貫入されるところがある

5. 2. 2 中粒黒雲母花商岩 (Kgm)

分 布

敦賀半島西部の美浜町竹波から落合川に沿って，北東
たていし

端の教賀市立石に至る一帯よりも北側に分布する

岩 相

本岩は，中粒(所により粗粒となる)の黒雲母花両岩

とこれに伴われる細粒黒雲母花筒岩が混在した岩相を示

す.この中粒黒雲母花尚岩は，上記の粗粒黒雲母花両岩

に比べ粒径がやや小きくなる以外は，両者の特徴にほと

んど差異はない.細粒黒雲母花商岩は，主成分鉱物が径

1-2mmである 本岩と粗粒黒雲母花筒岩の境界は，

美浜町竹波の落合川沿いから敦賀市浦底に至る地域で認

められる この南北に分布する粗粒黒雲母花商岩と中粒

黒雲母花尚岩の聞において，細粒黒雲母花樹岩が頻繁に

伴い始める付近を両者の境界とした

5. 2. 3 細粒黒雲母花嗣岩 (K副)

分 布

敦賀半島東部の敦賀市韓両2議昔の西0.5-1kmの

山塊東斜面に，南北約3.5k田にわたって細長く分布する...ぇ
また，蝶蝶が岳山頂の北西にも比較的まとまって分布す

K・う

る 更に，敦賀半島北西端の美浜町丹生西方と北端の敦

賀市立石南西方では.本岩が北東一南西方向に伸長した

分布をもって中粒黒雲母花尚岩中に見られる。このほか.

小規模なものが粗粒黒雲母花尚岩中に散在して分布して

いる。これらの細粒黒雲母花商岩は，粗粒黒雲母花筒岩

に対し水平または低角でシ」ト状に貫入している 常宮

から縄問の西にまとまって分布するものは，分布と地形

との関係から西側へ傾斜していると推定できる

岩相

主成分鉱物の粒径は 0.5-2血血である.3血血前後

の石英が斑品状に散在することもある 優白質で7プラ

イトとしてもよいものもある。

5. 2. 4 眉序(貫入)関係

江若花商岩中の岩相相互関係

粗粒黒雲母花商岩と細粒黒雲母花商岩の接触部は，幾

つかの場所で観察できる 両者の境界付近の転石では，

急激かつ明瞭な岩相変化を示さず，むしろ漸移的に移化

する岩相が見られる(第5.2図a) 従ってこの転石の

関係は，両者の貫入関係を示す明確な証拠とはならない.

しかしながら. (1)細粒黒雲母花岡岩が粗粒黒雲母花

筒岩に岩脈状(厚き 1m以下)に貫入する. (2)細粒黒

雲母花嗣岩中に粗粒黒雲母花尚岩の岩片が取り込まれて

いる(第5.2図b)，そして(3)粗粒黒雲母花尚岩中のシ」

ト状細粒黒雲母花商岩の上部にベグマタイトが部分的に

発達する，などが観察される 従って，細粒黒雲母花筒

岩が粗粒黒雲母花商岩に貫入していると判断できる た

だし明瞭な急冷縁がないことから，両者の形成時期には

大きな時間差は無かったと考えられる

江若花商岩とジュラ系との関係

竹波地域から南隣の西津地域にかけての海岸では，江

若花両岩近傍でジュラ系が露出している しかしなが

ら，商岩が直接する露頭は確認されていない。西津地域

や敦賀地域における江若花尚岩とジュラ系の分布状況か

ら，両者の境界(花商岩の貫入面)は南側へ傾斜し，本

花商岩は地下でジユラ系の下位に広がっていると推定で

きる ジュラ系には，接触変成作用によって白雲母と黒

雲母が生じている

5. 2. 5 節理

今庄及び竹波地域における江若花岡岩の節理が，海岸

沿いで良く観察できる(第5.2図c) 敦賀半島北端の

立石岬より東南側の海岸と西南側の海岸に露出する江若

花崩岩の節理を測定した結呆を，ロ」ズダイアグラムに

表した(第5.3図).東南側では北北東南南西方向の，
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百甫舗では怠京商圏方向の傭理が阜唱している

H6岩石E・
江若雅嗣脅のそ-'"虫垂鮪...聞に僻*".の

党学前佐賀を第"表"示した以下に組盤属. .  

花尚砦と纏柱罵... 桂樹告の毘厳密行う

場署名粗粒・. .  :花蘭岩

曲 師 岡 町 丹生!帥lト，，*.11-の醐醐E

主庫分鉱物は笹3-7--.で石英(3，叫斜長沼".

紛 アル.リ量元日 ω'"パ』サイトのアルバイト

ラメラを舎む以下関制的・a/J(2.6%)からなる

そのほか!不透明鉱曽!白".を少量含み。更K・a伴
"・Kして掲れん~， 9ルコン幌医方を合令石糞

はしばしぼ気譲二柑の院体包有・e含む僻長石は

自習院~宇宙瓢 ..u肱10-eJレ%前後でるる核

'脚明〈ソ』シzライ'"している アル3・')畏石拡
充漢状でパサイトである カリ糞右 t正義右)憶は

若干..ている究湘角lま平均でE である属... 

畔自…ιz臨時嗣胞で""'1'で

ある 館現石化したものが多い

岩署名 綱同位・... 号花筒潜

a施錠浜岡町丹生!白木トンネルの甫豹.h上司区

紅差花防省の-写真
ω岨嗣師岡崎肝特】，闘
属..:花刷費{写真の上半b】の境界関宥@
醐 l主制簡でとM 四 λ酬は臨時
ない{貧民間北北東Uillm'lJ皇陵叫ら

れる旨石) 色} ・....花陶器中の租継m
g軍施崎暑の岩陀.雄漏B・北附砦.に温怠
…問叫蜘摘)が

取司込まれている(薦議町骨割問団出国@
丘陵中に品川田〉 ω時欄酔@
.着陸⑩由市.，砲の東方梅島町

酬抑制.，でd嘱農に虚する

主成;安湖底・ほ径0.5-2mm前後で!石英'"，.，. 
併髭宥惜，)アル.リ長沼田，)掴'"母"，)

からなるその胞か少量の不透明・E・白書惨を合

む 石英は気披ニ相の漉体包有・を含む働長右は

自移~字歯形で..Il成ほ"モル%粛後である ア

ル泡リ養右は克波状のパザイトであるカ')援活L正
長石}鶴松若干...ている 兎輔角は平-で..であ

る開明日現肘Z即艇である

しばしば淘曜副Eしている

5. 2. 7雄樹年代

河野構図()鍵蛸 Kよると...賀市常宮の繍撃黒雲

零花崎岩(復.院科うの鳳S露骨IJ1:-&年代孟 59Ma(lI 

，の俄衝しい境安定畿で再耐同車すると船""である

甫..フaヨ岡地域{栗本砥か L民紛の包粧厩aJJ:花‘岩

の黒雲母忌M 隼代..笛回全".凪である 図鮪産

隠か()挺裕.)1主義賀地域色付盆局地越の賦桝から 5U 
金.，~の... 也会場アイソクロン傘代金得た これ

らから位進花闘岩民伺..前畿の雄創年代を示しl 古

鱒三紀初置⑩色紙世)に貫λ E厳した花嗣場であると

輔副『で曇る

一舗ー



(a) (b) 付

w ， w E 

《紛

第5.3園む若花削岩中の節湿の走肉(ロ』ズダイアグラム}

(心 投資学島東南側海舟沿いにおける飾湿の定防止 (b) 殺賀半島西南側梅津沿いにおける館湿の定肉 ソ

フトウヰアは〈榛)地質工学のフリーソフト rMO回 S憧m.冨l.lOJを使用

(・} (b) 
軸

.-剛
O圃岨・

"凶再 吾幅目E ・.. 商事面+暗

..旦 4図 Eヨ皆花闘岩のモードu
作聞には西岡芳晴氏作成のソフトウ"ア r.甲信罰則を使用した

第5.1表江携帯隔岩の情威厳司・の光学的性質

併長石の消売角tま・輸に垂直な樽片唄010泊客なす'開鈍から翻ったX方向でω10)と(∞1)

の縛周線の鋭角倒の槽党を立とする 馬第母の完結角はヨノスコープ像をもとにマラー

の定象を使い倒噂で求めた その岨かの先勅角は盲在回転台を周いて測定した

斜長石
摘光角x'̂  (010) (.1叫

党軸角 (2Vz)

カリ長石 光輪角笛Vx)

JII¥雲母
E愉色

光軸角但Vx)

5.2. B 帯様車

携帯周測定器を用いて在若花陶岩の帯諸事を測定し

た設賀半島東部の紅若花樹岩では 1-2xHn町以

下である

5. 3 E笹状花岡岩 (p，)

奮状花陶岩玖故賀半島商標の美浜町竹波踊方の弁天

時付近Eこ露出している 本場は在若花尚岩の糧滋鳳露母

粗粒黒雲聖母花筒岩 掴粒JII¥雲母花岡岩

-7 ..... -14" -8" ..... -14 

91.5" 96" 回・ .. ・

53" 56'" 59" 41" 53" 59・63"剖・

(平均時i" ) [平均 5~ ) 

帯縁悟色 縁縄色

ア

花尚岩に貫入する '"輔は豹1∞ m.走向は北西甫東

方向である 岡地において本岩は新第三系と考えられ

る安山岩一閃緑岩(，<.)に貫かれている

提出醐岩はI 表面は白色新鮮な面で現A胞を呈す

る基質中に径1-3mmの石英や5_程度の自形の畏

右産湯が散在Eする 健下では!被花筒岩質基質に長石績

と石英治唖晶として倣在しているのが融事できる 斜長

石，.渇は変質し絹雲母化している アルカリ長石はパー

サイトである

一回一



第6章新 第三 系

6. 1概要

福井県嶺北地方の甫部に位置する丹生山地や越前中央

山地には，基盤の中古生界を不整合で覆う新第三系が

広範囲に分布している(第2.1図).それらの甫縁部に

位置する今庄及び竹波地域では，敦賀湾東岸の敦賀市諺

義付近と南越前町市象品周辺に新第三系が分布する 本

報告では，主に堆積岩火砕岩から構成される新第三系
にLたに いと

を岩相及び層序関係に基づいて，西谷層とそれを覆う糸

主層.並びにこれらに岩脈として貫入する安山岩閃緑

岩に区分する.これらは，丹生山地から南条山地周辺に

分布する新第三系の最下部に相当する.主な岩相は，西

谷層が喋岩 (Ng)及び珪長質火砕岩 (Nr).糸生層が安

山岩火山岩類とその再堆積物(rv).岩脈が糸生層とほ

ぼ岩質の同じ輝石安山岩ないし細粒閃緑岩 (Ao)である
はちぷぜぞま

新第三系のうち敦賀市杉津東方の鉢伏山北方尾根に分

布する磯岩については，当初は上部白E系定者層群に対
色k ひだ

比され，元比四喋岩層と呼ばれた(木戸・福田. 1985. 

1988) .この諜岩が下位の杉津花筒閃緑岩の接触変成を

被っており.この花岡閃緑岩の地質時代が後期白亜紀

と考えられていたためである.その後木戸ほか (1989)

及び木戸 (2001)は，野外での産状から甫越前町甲楽

城周辺に分布する磯岩を新第三系と考え，富山県太美

山山地に分布する新第三系最下部の万利様岩層(須藤，

1979)に対比している.一方で，化石等の証拠はないも

のの，敦賀市杉津付近の礁岩は依然として上部白E系と

している(木戸.IDll).しかし，杉津花岡閃緑岩から約

al!池の7イッション・トラック年代が報告され(伊藤，

2006).その地質時代が新第三紀の前期中新世であるこ

とが明らかとなったため(第7章参照).この様岩が上

部白亜系でなければならないという制約はなくなった

木戸・福田(19筋)は既に，この様岩が万利喋岩層(須

藤. 1979)に対比される可能性を述べている.本報告で

は，喋岩が新第三系分布域の最下部付近にのみ産するこ

と，万利磯岩層の産状(基盤岩類を不整合に覆う喋岩か

らなり，上位に溶結した厚い珪長質火砕岩を伴う)とも

良く一致することから，本地域の磯岩を新第三系の基底

部に相当するものと考え，西谷層に含める

敦賀市杉津西方の岡崎付近に分布する安山岩火山岩類

も杉津花岡閃緑岩の接触変成を被っているため，当初は

後期白亜紀の火山岩類と考えられ，岡崎山安山岩と命名

された(木戸・福田. 1985) しかし上述したとおり.

(吉川敏之)

現在ではこれが白亜紀の火山岩である論拠は失われてい

るうえ，その産状や岩相・岩質は新第三系の糸生層と共

通である.従って本報告では，岡崎山安山岩を糸生層に

含める

なお，西谷層は従来「西谷流紋岩J(河合. 1956) と

して知られていた地層である しかし現在では，層

住町四世田)の層序単元名称に岩相名を使用しないこと

が推奨されている(日本地質学会.2∞1)ので，本報告

では「西谷流紋岩」は用いずに西谷層と呼称する.

6. 2 西谷層

名称

河合 (1956)の命名した西谷流紋岩を改称.

模式地

河合 (1956)は模式地を指定していない 層序単元名

称の由来となった大野地域内の旧西谷村(現大野市)鼻
はら

原に模式的に露出しているので，ここを摸式地に指定す

る

分布友ぴ眉厚

今庄及ぴ竹波地域では，甫越前町河野から北方に分布

するほか，敦賀市杉津東方の尾根にも礁岩のみが小規模

に分布する 層厚は，河野北方では最大約5Om.杉津

東方の尾根では 40回以上(上限不明)である 河野北

方の本層は，北隣の鯖在地域へ連続して分布する.

層序関係

本地域内では新第三系の最下部に位置する.鉢伏山北

方の尾根では，本層とその下位の美議帯ジュラ系との層

序関係は観察きれなかったが，分布形態から不整合に覆

うと考えられる また，鯖江地域内では美議帯ジュラ系

を不整合に覆う露頭が観察された.

岩相

西谷層は，下部の磯岩及び上部の流紋岩火砕岩からな

る

(1)穣岩 (Ng)

杉津東方の喋岩は，塊状無構造である.磯経は 10個

以下で多くは 3cm以下，円磨度は一般に円亜円で，

場所により亜角礁を伴う 礁種は，チャートを主とし珪

長質溶結凝灰岩を伴う.まれにオーソコーツァイトが含

-70ー
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巴'."掴一一~ f)f:'fi9)./II . .IIII~.~HTIIfffl~当 L ， "-;t"'''*-NIlf):iI'';tItI::.tt .... ~…最下
‘凪外で捻浩司・していあこと.. い A::t-プVニロ... タロA'::';:'JI<， 

まれる(木戸価回限切迫常陸通費支持で~質

は極経4極組艦砂暑からなる移樟花筒閃・憎の実λ‘=

よる週明険度E障を後り テャ ト相院は白色化しているこk
が多い

糟腎北方の・雄主通量管掴献舗網閥量円t'"， a:析により麗厚

.10....以下.掴位・君事シルト暑を.. 有する .随量は

-I!に"個以下で多<1;1;3_以下でおるがまれに

個個以上に及ぶことがるる円胸漢方まE同程度である

割 問掴哨掛からなる阻まチマ』札

差長貴裕舗雛灰岩.借金どからなる

(2)塗敏勉史碑岩 (Nr)

施日銀理火剤噌は阿m北方・0株軍司降、いで!下怖の・踏を

整舎に遭うこ色が視壊できる 盛合商直上旬岩相は非.. 

舗の夜灰辱"X山司瑚眠替であり 反鰻縄色または波賀

灰色を呈する より上位になると港備して..で塵〈な

り 横静儒色または横滑褐色を昼する ただし E優賞金

受けて嵐$ラス化しているこk事惨が温調官片(長当日

個以T.:O角~宣同}並びに謹B.火山場の石質岩片，.

・'"・E以下!重角角}を含む鋤晶片"石英司虚r11~

>> ')畏酒を含む

指若E・a
岩石名波S定着火山-灰岩(団111.lO!Il描江.""

第<1圏)

車旭甫撞前町河野

.，実 質唱曲:I'!'.，..ラ粛を雇う火剤噌りS荷物

..片石英(<1.5 tlIII:U. '11リ長石 (<2....，)石

美肱副会議を呈する

岩片 --J・...平刊した寝司王削』禽み.崎重品

に乏しい諸鍍岩ヂイサイトを伴う

a‘.: "，，7.片.細企舗晶M片

~侭
酉客層からは!中島眼か〈盟関)により 21.7金..... 

2山主o.6Wa.Z1.2企師抽のフィッシEン トラヲ

ク年代が報告きれている ただしこれらの年代値除

草 Z伽叫(取粉によるヲイッ νーシ トラヲタ年代稲

定のぜータ厳正棒鋼防告以前に倫咽温で欄定きれている

こ.!:I~留意する蝿刷る(A 出器 x1(r"，同ま

た 前三和訓幌市{悶美山町)捜矧町付涯のほほ胃巴

即輔さ吋，.舶の町一 両

宥陶年代益準'"の.. 陸怯考慮しなければならない M臨時
限か(区沼"は値爾町d4ehi化費濁陣梅捕縄峨内}と

椿井市l!晶町出・叫臨傘旗開区分布する奮谷婦か

ら!回全国抽~U出金目胞の7イヲシ闘ン

トラヲタ年代位<D>'を根告している これらの年代健

から本層は前期中断置に怒噴きれた極ーであると築史

される

6.3 糸生層

省"
...三泊(J賂4)_!~よ旬命名.... =1・ t袋刻

はa民生肩舎下簡の"機農火山場周と上留の天了下視灰岩金網

"二分しており 本地域炉、分宥する.生・は叩習院娘火山

岩層Sこ相当する

総式組

*-爾町市来:IIt(Q. =1II， 1900 

分布at1.• 厚
本.，.内では縁賀市移給付近在甫盤前町甲策蜂周辺

のa聴い範囲に分布する 後者の分布蜘ま細紅姐峨へと遥

.躍し ... 務担舵治周ト→"を占める また掴紅地組出

胃から更に北方の椿井泊峨=かけての丹生山旭と 被葬

帽の酬に広がる抽出分布している叩

-n-



第6.2図来生屑の安山岩火山角様岩斗提灰角様岩

10皿大，所により 25皿大の角擦を多量に含み!

そのー慨は不明瞭ながらジグソー角様砦様の産状

(大型の砦揮が割れたのちにあまり分権していない
角裏磐)を呈する(畿賀市阿曽の海岸)

での層厚は，杉津村宜で1却 m以上.甲楽揖周辺で140
m且上(いずれも上限不明)である

眉序関樺

鹿野ほか(宜即)によれば，糸生層基底部の離岩F下

位町西普層を不藍合に覆う ただ1...本地域では両層の

境界都を観察することはできなかった桂量の安山岩

閃揖岩に貫入される

岩相

本地域周辺町糸生層 (Iv)は主に安山岩火山岩からな

るが，一般に聖賀が著1..<.揖泥石・輯れん石などの三

I!<拡物を生巴ている

韓賀市杉樟付近では，塊状安山岩・安山岩火山角様岩

安山岩凝灰角嘩岩安山岩火山曹凝灰岩からなり いず

れも背灰色ないし青褐色を呈する 杉樟花両閃揖岩に近

接する場所では!聾触重成を極り黒色級曹のホルンフェ

ルスになっている 壷質及。接触賓成のため判別が困難

なこともあるが!各岩相は漸移的に相伴っていることが

多い 一般に塊状で.顕著な庇層構造あるいは面構造が

寵められることはない含まれる岩塊の規模は通常12=

且下，所により話回に遣することもある (第6.2園)

甲楽揖周辺では，安山岩藁灰岩轟灰角嘩岩並びに火

山角嘩砦からなる 安山岩凝灰岩凝灰角離砦は。灰輯

褐色・暗赤褐色を呈1...一般に塊状である まれに庇層

構造が認められることがある 含まれる火山離は，最大

径 2.5cm程度 円磨置が亜角ないし亜円の措泡不良の

石賀岩片を主体とし，基置も同置の瞳砕物からなる(第

6.3園) 安山岩火山角嘩岩は角張った岩塊とその亜砕

物からなり，プロック溶岩の誼動角離岩と考えられる

園江輔内町甫越前町恥近では，眉車田m以上に及

ぶ喋岩砂岩前軍い安山岩火山角様岩の聞に控在される

のが観察された

72 

第6.3図糸生掴の安山砦火山禄凝灰砦

努泡の悪い石賀砦片物とその破砕物からなる(宵

鐘前町甲業域同海岸)

岩石配曹

岩右名輝石安山岩 (0町R1田176/Th副第6.4図)

産地甫越前町今泉の海岸

量状火山角礁措C-lI!IJ<角車岩不定形の凝灰岩を含む

斑品掛長石(<1 =).錬石(くO.5mm).不畳明

鉱物(く 0.1m皿〉 輝石は完全に聖置して揖泥

石・撮れん石に置換されている

右基輩質したガラス，掛畳石，不謹明鉱物輝石

(完全に壷質)からなる填問状組臓を呈する

年代

今庄及。骨量地域の糸生層からは，地質時代を推定

できるデータは得られていない鯖在地壇内町本層か

らは前 18.6Ma (広岡ほか. 1972).前 19.4抽(中島ほ

か.19田l.18.7士1.4拍車び却2士1.3Ma (鹿野ほか，

mllのフイツシヨン・トラック年代檀帆また 17.1:t 0.4勘h

町会岩KトAI年代憧(中島ほか，国初)が報告されている

ただし前三者四フィッシヨン・トラック年代値は。 H国"'ro
(19!犯)によるフイツション トラック年代測定のぞータ

較正法勧告以前に計測されているためI その確度は判断

できない一方本層を貫〈安山岩細粒閃輯岩貫入岩

及時間E両閃揖岩からは，世述のように誤差は大きい

ものの却Maよりも古い年代値が報告されている こ

れらのデータに基づくと.本地壇白糸生眉の形成年代は

およそ田Ma前桂と考えられる

6.4 安山岩一閃緑岩(岩脈)

骨布車び揖槙

砦脹は安山砦ないし掴粧の閃輯砦からなり，敦賀穂東

岸地域周辺に卦布する $くが崎直方向に近い貫入形態

を示1...幅量mから 10m程度のものが多い(第6.5図)

甫越前町河野甫抑醐市舗では多量の岩脈がほ日
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n闇値

本経"は美観脅ジよ£ラ漏j 衡第三"冒各層糸生層

を貫ョている象賀市穆揮東方"おいて西谷層に寛人す

る小包畿な若様は直下に位置する修薄右側I'l'，銅踏の捜

創虚...受けている ーヌf".穆割問医嗣肉.場を貫《も

のは繍擦できなかった

岩綱

本場"(<0)のIE晶量俊民績賞異質砦擁の各種

含荷量は多種で岩民解をなして査する岩Itでも岩相炉

提なるととも多い

雌叩丸山の削岩とほぼ岡閣叫

がらなり灰緑色綱嶋色金量する貧λ帽1.6-3m.

・"'"ものが多いー鍍に...，な僻長石の車晶に富む酒匹

以温織を昼し斜長石の長轡は均所により 1圃を盆え

るとともある曹般質.滑としては皐斜綱同及U鴨方源

右を含むが表質により俣個院になヲて、るこ，が多い

観賞異質署塊に富む居"も.. 博寄れる(第..薗}

岩脹の凱慣が大"なる左右基は岨鍵かっ集品質にな

吻...，岡市黒崎で却晒方向に貫入する最式漏1∞mの砦

B農民租a症な僻長方建晶に富む謹湖晦濫I'l'，鳳婚である

岩君臨凪

場有名草枕溜晩生肉繍靖 (0釦u慣旭町】曲面E・，.， 

闘)

塵姐依賀市編時酉進8号梧いのltIt

酎即 日薄明ーの制

着の撹界都に"λ
".餅長石 (<Zm.凶
石a‘併長右集者(完全に蓑::I[l不謹m鉱物岡

粧4愛車織金量する

年代

育館前町事。取において費調開ジュヲ;Til~貫入する楓盤

脱届薗畑町;f，1:.AT"輔

" ' " 日 時 間 風 岡 同 時 い問問

混とそれに直交する輔闘帽帖t¥..f..，、
......-t>*-，..， I~約h叩叩棚)

-~-



腕 咽務恩主計同醐

ω 審決舞若宮陸山砦砦昆ド舎まれる奮録賞銅賞砦鎗〈暗色細0ω .宥司監.智麿'.1:舎ま札る*ルンフ"'レス化した
脚輔の醐醐叩)吋川棚闘の陣

腕 7置一一本噛噂m砦.では右省繊細.. 陸‘.. "訟岩石で舞宥から変質した左場えられる.れん右.混'"不温咽・a輸が併曇Z
帽闘を副-c~.r.. A トプシニコ似 B 問スニコル

周醐聞のアバタイトから皿金U 抽目制金

<1副1a(1.，.)のフイヲシヨY トラヲタ年代;.(E到0"

..同町河野の梅鮮では費量帝ジユラ系に貫入する.

盤閃健岩岩.. のクルコンから...ま 1.9Wa(1.，.)の

フィッ ~a シ トラ，タ年代償色沼】， .. 報告きれてい

る(伊_，2:鵬Jまた ....・.，肱曙網開。α淘〕肱

設賀市黒'で築設滞ジユラ~に貫入する安山磨署腿か

ら".叫主a細胞及。18.99主"凶..の金岩Z企Z

年代金報告し。'"同董質の程度...して実年将ほと

れよ切やや古川‘のと考'している これらのデタか

ら安山積』館経開館婦の買λ年代はおよそa..前後

'*えられる
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第7章新第三系花両岩類

7. 1概要

今庄及び竹波地域に分布する新第三系の花商岩類は，

岩株状の幕議花尚閃緑岩と小規模岩脈として分布する閃

緑岩に区分される 杉津花尚閃緑岩は，花樹閃緑岩を主

体としトーナル岩と斑れい岩を伴う岩体で敦賀湾東岸

沿いの敷賀市商品.杉津付近から滋賀ー福井県境のお
め

芽峠付近にかけて分布する(第5.1図参照) また斑状

閃緑岩は.小規模な岩脈として杉津花樹閃緑岩に貫入し

ている。

杉津花尚閃緑岩は.20万分の l地質図幅「敦賀J(大

築・清野. 1919)では石英閃緑岩.20万分の l福井県

地質図(福井県. 1955)では先第三紀の花嗣岩類. 15 

万分の l福井県地質図(福井県. 1969)では中生代末な

いし第三紀初期の新期花筒岩類に含められる角閃石花商

岩とされた嫡・伊藤 (1蜘)は，鍛百周辺に分布

する角閃花両岩として図示した また，土地分類基本調

査による表層地質図「竹波・今庄J(福井県. 1鎚6)で

は.花尚閃緑岩からなる鉢伏山花尚岩質岩体とされた.

その後，杉脅西方の海岸沿いでは，新第三系糸生層に対

比される岡崎山安山岩(本報告ではこれを糸生層に含め

る 第6章参照)に貫入する花筒閃緑岩が報告された(木

戸・福田. 1985). 20万分の l地質図「岐阜J(脇田ほ

か. 1992)ではこれらの成果に基づき，この花商岩質岩

を本地域の東方約35固に分布する揺謡首首花尚閃緑岩

(第5.1図参照)に相当する花岡閃緑岩及び閃緑岩とし

て.前期~中期中新世に位置づけられたこれまで杉津

花両閃緑岩の年代に関する資料は公表されていなかった

が.最近になって約20抽 の7イッション・トラック

年代が報告された(伊藤.2α渇)

7.2 杉津花筒閃緑岩

本岩についてはこれまで詳細な調査・研究が行なわれ

ておらず，そのため単に岩石名で呼ばれることが多かっ

た敦賀湾東岸から鉢伏山にかけて分布する本岩を，福

井県 (1986)では「鉢伏山花闘岩質岩体J.Ho曲i岨 d

Takagawa (2∞9) では「白血加町岨a白加吋jori"恒J.
更に福井県 (2010)では「鉢伏山花筒岩」など，様々な

名称で呼ばれた しかしながらこれらの報告では，固有

の名称としての明確な命名・定義がされておらず，模式

地の設定・岩石記載なども示されていないため.これら

(高橋裕平)
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本報告により，杉津花岡閃緑岩と命名する.

模式地・分布・眉序関係

敦賀湾束岸沿いの敦賀市杉津を模式地とし，阿曽及び
お お ひ だ

大比四周辺から東方の鉢伏山を経て木ノ芽峠付近にかけ

て，北北西南南東方向に約 8km.東西方向に約 5km

の範囲に分布する 阿曽の東方では，比較的低角な境界

をもって糸生層の安山岩(木戸・福田. 1985)に貫入す

るが，その他では周囲の地層に対して高角な境界をもっ
すげの

て貫入している また福井県 (2010)は.南越前町菅

島世に分布する小規模な花嗣岩質岩(小鍛冶. 1985) 

を杉樟花崩閃緑岩に対比している

産状・岩相

杉津花崩閃緑岩は，斑れい岩 トーナル岩花筒閃緑

岩に区分できる 斑れい岩は，比較的狭い範囲に露出す

る トーナル岩は，花尚閃緑岩の周縁に沿って分布する

花筒閃緑岩は本岩の主体をなし，敦賀湾東岸の敦賀市杉

津から鉢伏山山頂にかけて広く分布する 次項に，斑れ

い岩・トーナル岩・花岡閃緑岩の詳細を記述するととも

に，第7.1図にモード組成を，第7.1表に構成鉱物の

光学的性質を示す。

7.2. 1 斑れい岩 (Sdt)

分布

杉津花崩閃緑岩の南東部，東縁部，南西縁部において，

後述のトーナル岩に取り込まれて小規模に分布する す

なわち，木ノ芽峠南方，鉢伏山山頂の北東1.5km付近，

敦賀市阿曽の南東から東南東 1-1.5kmに分布してい

る。このほか岩体西側の敦賀市杉津の海岸では，閃緑岩

中の捕獲岩として産する。

岩相

主成分鉱物の径が1-4m皿程度の暗灰色な岩石であ

る概して堅硬である色指数は 14-37である斜長

石が比較的暗い色を呈するため，数値よりも色指数が高

い印象を与える.概して暗色を呈するが，阿曽南東l.lkm

の北陸自動車道の近くでは変質のため白色を呈する 普
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(a) 石 (b) 嘗録軍鑑絢

。花闘関緑岩

O トナル岩

.軍れい岩

• -q 
O 0αコ

アルカリ是有 働曇有働量宥 7ル均I};a;石+石裳

第7.1図杉津花両閃緑岩のモード組成

作図には，西岡芳晴氏作成のソフトウェ7 fSup目'PlotJを使用した

第7.1表杉津花商閃緑岩の構成鉱物の光学的性質

斜長石の消先角はa軸に垂直な薄片で (010)古宮交わる努開線から測ったx'方向で， (010)と(∞1)

の努開線の鋭角側の消光を正とする.光軸角は自在回転台を用いて測定した.

斑れい岩 トーナル岩 花岡閃緑岩

斜長石
消光角lC八 (010)(よa) 十26" ........十36' 十30. .......十40' 十25".......十33"

光軸角 (2Vz) 83' 75・ 78・78.5・

普通角閃石
Z軸色 淡青緑色 緑褐色 淡緑色

光軸角 (2Vx) 82" 67.5' 

単斜輝石
Z八c 45' -50' 

光軸角 (2Vz) 57' 64' 64・

黒雲母 Z軸色 赤褐色

カリ長石 光軸角 (2Vx)

通角閃石単斜輝石斑れい岩斜方輝石黒雲母普通角閃石

斑れい岩などからなる 帯磁率は 15-閃 xlO""SIUと

多くは高い値を示すが，変質して白色を呈するものは 0.2

x1~SIU と低い.

岩石記載

斑れい岩(敦賀市杉津)

暗灰色堅硬，主成分鉱物は径 1-4mm程度である

斜長石 (81%)と単斜輝石，斜方輝石.普通角閃石，黒

雲母及ぴこれらが変質したと考えられる白書事母，それに

不透明鉱物からなる.苦鉄質鉱物と不透明鉱物を併せて

モード組成で 14%となる 更に少量の石英 (3.5%)と

アルカリ長石(1.6%)を伴う このほかに極少量の緑

れん石，燐灰石，ジルコンを含む不透明鉱物はモード

組成で2.9%を占める.磁鉄鉱とチタン鉄鉱それに極少

量の黄鉄鉱からなる斜長石は自形を呈するものが多い

7JレパイトーカーJレスパド双品が目立つ An組成は 55

モル%前後である.苦鉄質鉱物は，鉱物種ごとに独立

して産することはまれで，矩形域内に，単斜輝石，普通

角閃石，不透明鉱物，雲母類が入り混じっている.単斜

輝石と普通角閃石は，長軸を共有した連晶として産する

褐色 赤褐色

44・46'47' 54'。

(平均 48'・)

ことがある。普通角閃石の Z軸色は淡青緑色，黒雲母

のz軸色は赤褐色である 単斜輝石の光軸角は 57-64
0である.白雲母は淡い緑色を帯び，弱い多色性を示す。

7. 2目 2 トーナル岩 (Stn)

分布

杉津花筒閃緑岩の南西部と南縁部を構成する すなわ

ち，敦賀市阿曽の東方に細長く分布し，更に木ノ芽峠付

近から南方へ分布する.

岩相

主成分鉱物は径 1mm前後で，ほかに径2-5mmの

苦鉄質鉱物が散在している.細粒~中粒普通角閃石黒雲

母トーナル岩で，単斜輝石を含むこともある.色指数は

25程度である.帯磁率は 15- 25 x lO-'SIUである

岩石記載

ト ナル岩(敦賀市新保)

主成分鉱物は径 1mm前後で，径2-5mm程度の苦

鉄質鉱物が散在している.色指数は 25である. 主に斜

長石 (57%)，石英 (18%)，黒雲母，単斜輝石，普通
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角閃石及びそれらが牽質した緑泥石やアクチノ閃石から

なる昔佐賀鉱物(併せて 18%) 離れん石 (3.1%) 不

量明鉱物からなり，更に少量のアルカリ長石，白書母，

購灰石，ジルコンを含む不畳明鉱物は，主に磁鉄鉱

とチタン量鉱からなり，極少量の黄鉄鉱と黄銅鉱を含

む 掛長石は半自形~由形で，An組底i主主に55モル

%前挫であるが 75モル%位のAn組庫に富む部分が

散在している アルバイト麗晶とアルバイトカールス

パド宜晶が目立つ 普通角閃石は，壷置を免れた部分の

Z軸色が輯褐色を呈L先輸角は田・である 黒璽母のz
軸色は褐色である

7.2.3 花嗣閃揖岩 (Sgd)

骨布

#樟花嗣閃揖岩の北半部を占める すなわち，艶賀市

大比回付近から杉樟。阿曽にかけた一帯から東個の山鹿

を経て，鉢伏山とそれから北聞に伸びる山稜近〈にかけ

て分布する

岩相

主成分鉱物が1-7mm程度の中粒~祖粒黒雲母普通

角閃石花尚閃揖岩からなる 色指量は 15前桂である

本岩がいくらか聖質した岩石では，輯長石町自形結晶が

よく目立ち.斑状組臓であること前容易に認められる

特に鉢伏山よりも北側の山韓付近でこの相臓が目立つ

77 

移樟花儲閃鰻岩のIl琢写実

同 トーナル岩中に径数岨の'11れい岩片(中央部の暗

色の砦石)合唱り込まれている(敦賀市新制回.111an
の小沢の転石). (b) 花尚肉緑岩中にトーナル岩質岩

石{中央の暗色な岩石)が取り込まれている(木ノ芽

時北4OOm). (c) 杉樟花嗣閃緑岩と糸生層の境界近

傍では，花嗣閃緑砦中に糸生層安山岩由来の火山岩片

{ハンマーの下の角ぼった暗色の岩塊)が取り込まれ

ている(教賀市杉樟1

このほか，最大径却田町暗色包有物が散在している帯

磁撃は 10-団 xl~S町である

岩石記幅

花両閃蝿岩(藍賀市杉津)

主成卦鉱物は，種1-5mm.程度で.色指数は 16で

ある 掛畳石 (47%J.石英 (19%)，カリ長石(17%)，

普通角閃石及。それが壷質した揖泥石 (9%J.黒雲母

及r1'その賓質した揖泥石 (4%)，不畳明鉱物(1.9%) 

からなる そのほかに輯れん石や農園陸塩量物などの賓

質鉱物(1.1%)と随伴鑑物の揖灰石，ジルコンを伴う

不量明鉱物は磁鉄鉱とチタン鉄鉱からなり，極少量の黄

鉄鉱を伴う 掛長石は半自軍~由形で量動車帯帯遣を示

すことがあるAnM!鹿は団-55モル%である 石英

中には気龍二相の流体包靖物が目立つアルカリ長石は!

パーサイトである カリ亜石(正長石)部は曇っている

ことが~ぃ先軸角は 44-54・.平均 48・である 石英

とアルカリ長石はしばしば横文象構造を呈する 黒雲母

は半自軍で z輔色は赤褐色である 多少あるいはほと

んどが輯泥石化している 普通角閃石は半白車を呈1.-，

z 馳色は波踊色で光輪角は67.5・である 部分的に離泥

石，無色圃艦状角関石に畳化している

7. 2. 4 年代

脇田ほか (1田2)は 未公表資料に基づき本岩体の貫
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.7.311抑制即明暗肉(トズグイア グ，.， 
ゾヲトウ.7は{鯵〉泊費工学のヲリ ソフト

山町山H醐

入時慣を前期一中街中斬置と掴憶し，岩輔の爾似性と年

代から・'"園東方に分布する怯鏑自.右側閃練場に

相当するとみなした伊厳'"雌)は本響の."闘閃.

岩から...，主....のクルコン町(フィ7.ョン ト

ラヲタ】象代金報告L との値舎貫入傘代と判断した

これ民基づ<> 穆槍花筒閃蝿婚の賀入局姻ぽ首相市新

世である

7. 2. 5 .w (銅山陽保

岩4・@欄互園保

杉捧花陶閃線治区おける脅岩石の直接の境界を見山す

ことはできなか。た玖境界近〈における岩石の包有閑

蜘哨醐耐離で曇る岡市撤回国 1.1回
の聖水い暑とトーすル砦の境界付近で".ト』ナル普K

盛れい場移q削込まれている(第7.211.) 嘗賀斗墜井

県穫の木ノ芽帥から北仮沼温で".花闘同様場中にト』

ナル岩貨の暗色包有・方噌・"で..(第7.，園>， 以

上から移棒程附閃舘崎の開場柑の関係 t台円いものから順

"牽れい盤トナル位花湾問・婚主なる

... 棺歯医調蹴告とジ1ラ漏・..三援との圃偏

杉捧花陶閃緑舗は ~;I. ~~XU新傭三3再来金属の安

山岩'"事割増U酌トZ貫入している境界近〈でほ移.花

陶閃緑婚にこれらの樟'"久治領の婚埠が司"込まれてい

る(館u 闘.，

.，.咽開叫..噌明幽

曲・0蹴 .• 醐"'f:.ft櫨柏、費時，.，
れている'"賀市穆障}

7. 2. tI掴撤愛慮作用

極貧λ治領民境界'"傍では次のように明瞭な捜剣康

成作周唱を司度。ている 移咽'"闘.. 配監のご<~・のジュ

，~糧費省に民...属..彦左自.母が奮する ..生
局安山普K1:1:，・回闘な黒雲母宕噌財宝している抱負・回闘

な録色角関宥も.められる

7.2.7鏑翠

杉桝包鵬閃緑婚の旭日置を樽鼻咽ぃ⑩附肺移耐と

..出が連銀している鉢依山東舗の這路沿いで姐注した

その縛a院を.7.3置に示した北東南奮闘肉の館理，

U t...iI若沼蝿岩〈第，....の節瑳，同調院予.. 

7. 3 閃緑砦(岩服}

肉細蛤魯.は'"岡市取締ーの機帰』おいて瀞樽唯陶

肉鱒越の牽れい岩を貫〈岩Ilとして分布L内刻旬がft北

E 粛清東で花に傾斜して産自する表高は白色を量し

斬偉な薗では現ぷ伺胞の繍艦な著石である 間保暑の帯

橿寧は9-14xlO"可思3である 発品質観粧の岩石で

僻長沼!石英!凋'"・h鰻れんA百，売週間紙駒からなる

働長右肱径2-3...・9自費惨を星し 盗品主して'障をす

る 買銅機利』径"'-程度の董れい告が輔"きれてい

る(.1.01，闘) 周囲には広〈花側関鰻婚が泊帽するが}

肉繍婚との直通院の関係を..  できなかヲたi
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第8章第四系

8. 1 研究史

今庄及ぴ竹波地域には第四系が断片的にしか分布して

いないこと，並びに層序学的研究に適した連続的に堆積

した地層が陸上に分布しないことから，第四系に関す

る調査事例は多くない しかし，本州中央部の重要な

構造線として捉えられている敦賀湾伊勢湾線(岡山，

1956)が存在することや，原子力発電所が立地すること

から. 1990年代後半以降，活断層評価を目的とした第

四紀学的な研究が盛んに行われ，その成果が公表される

ようになっている

第四系の分布は，はじめ巨智部(1894).大築・清野

(1919) ，福井県 (1955，1969)などの 20万分の lない

し15万分の l地質図によって示されたが，それらには

第四系の層序に関する記載が充分になされていない。そ

の後，岡田 (1978)は，敦賀半島の浦底低地と丹生低地

の沖積層の層序並ぴに年代測定結果をまとめて，海水準

変動を考察した 海上保安庁水路部 (1鎗0)は若狭湾東

部海域の海底地質構造を調査し，本地域周辺の海底に活

断層が存在することを示した 更に福井県 (1犯6)及び

滋賀県 (1990)は5万分の l表層地質図及ぴ地形分類図

を作成し.本地域の第四系を高位~低位の海成及ぴ河成

の段丘堆積物，沖積層.緩斜面堆積物などに区分した.

1990年代後半には福井県によって，甲楽城断層，山中

断層及び柳ヶ瀬断層の活動履歴調査，並びに甲楽城断層

に関する詳細な海底地質構造調査が行われたほか，中位

段丘堆積物を切断する柳ヶ瀬断層の露頭が記載されるな

ど，本地域における地殻変動や段丘編年に関する多くの

知見が得られた(例えば，福井県， 1997， 1998) 同時

期に山本ほか (1996)は，甲楽城断層の隆起側に位置す

る海成中位段丘群の火山灰編年及び地殻変動関連の調査

を行い.本地域北端部の海成段丘菌群の年代を明らかに

している また， 2006年に原子力施設の耐震基準が改

定されたことに伴って，活構造の存否や活動性に関する

詳細な調査が行われ，膨大な量の新たな資料が得られて

いる.

8.2 段丘堆積物

本地域には断片的ながら，中期更新世の堆積物である

高位段正堆積物，後期更新世前期の堆積物である中位段

丘堆積物，後期更新世後期から完新世の堆積物である低

(小松原琢)

位段丘堆積物 (I，II)が分布する 後述する埋谷緩斜

面堆積物とは，河成段丘堆積物では掃流堆積物を主体と

し平坦面を構成しているという違いがあるが，所によっ

て両者は漸移関係にあると考えられる

8.2. 1 高位段正推積物(廿，)

定義

鎌などで容易に削ることが出来る程度に著しく風化し

た磯(くさり様)を含み，基質が赤色~褐色風化し，か

つ平坦面を形成する段丘堆積物を，高位段丘堆積物とす

る。

層序関係

新第三系以下を不整合に覆う

分布
いのがいW

敦賀市ウツロギ峠付近，及び敦賀半島北東部の猪ク池

周辺に断片的に分布する。また野坂山地東部の古期埋谷

緩斜面堆積物の下位に断片的に分布する

層相

ウツロギ峠の本堆積物は，径2-10岨程度のくさり

磯状のE角礁を主体とし，褐色~赤褐色のシJレトが充填

する 堆積物の厚さは露頭で確認できていないが，数血

と見積もられる 猪ヶ池周辺の本堆積物は，くさり礁か

らなる砂礁からなり，猪ク池の北岸では葉理をもっ砂層

が認められる(日本原子力発電株式会社， 2010). また.

野坂山地東部ゃ敦賀半島の古期緩斜面堆積物の下位に認

められるものは，不明瞭に成層した砂混じりシルトを

主体とし，くさり礁の円~亜角喋を含む(第8.1図a)

古期埋谷緩斜面堆積物とはしばしば区別しがたい場合が

あるが，高位段丘堆積物では礁が円磨されていること，

細粒分を多く含むこと，並ぴに成層していることが多い

ことから，両者を区別した

地形面の形状

ウツロギ峠と猪ク池の南では，関析の進んだ平坦面(高

位段丘面)を構成する。他の場所では，古期緩斜面堆積

物に覆われる

8. 2. 2 中位段正堆積物(加)

定義

黄褐色~褐色のローム層(マンセJレ色表示で 7.5YR5/8
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先
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長沢
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(c) 

段丘堆積物及び古期埋谷緩斜面堆積物の柱状図

(a) :高位段丘堆積物 (b)。中位段丘堆積物 (0)。低位I段丘堆積物 (d)。低位E段丘堆積物
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第8.1図



第&2図低位I段丘地積物古畑及び新知垣谷緩斜恒雄積物赤色ローム肩の屑楓
(調。 低位I段丘推積物と新潮握谷後斜面堆積物{甫越前町語尾の露頭位置は第8.1閲cの柱状闘T1 1-1) 鍬の柄の

長きは約田CIn. (b) 古期坦谷後斜面堆積物差盤岩iま砂岩(畿賀地域内の露頭). (，) 古期垣谷後斜閣を覆う赤色ロー
ム暦(義賀市馬背降西方の露麗). (d) 新期埋谷後斜園地積物 露頭上部のスタッフの長さは3m(きを賀市杉事債の露頭}

程度)に覆われ，若干風化した砂層層などにより構成さ

れる段丘堆唖物t 中位段丘堆積物と定義する

眉序関係

新第三系且下を不整合に覆う

分 布

教賀湾東岸の甫越前町平楽揖~河野付近の海岸沿い

と，日野川上寵都の同町輔立骨近，'&.1.F木ノ芽川上靴都

の量賀市葉原に分布する

眉 相

平楽揖~河野付近の海岸拾いでは，三段目韓正面を構

成する これらの海底段丘面の構底層を本地瞳内で直接

確認するととはできなかったが 山本ほか(1996)によ

ると I このうち上位のM1段丘堆輔物は一般に薄いが，

越前岬北方では場所によって厚さ量m を越える砂鉄質

業理を挟む粗粒~中粒砂層玖また瞳前岬町商では円嘩

眉.粗~中粒砂層及。シルト眉が寵められる 一方.こ

れより一段下位に段E面を作るM2瞳E構成層は.シル

ト層，砂層，円様眉からなり，最上部のシルト層中に

10阻程度の責樫色町軽石層を挟有し これらを褐色町

ローム層:0'11う この軽石屑は山本ほか (1鋭裕)により，

81 

周折率が低い(n=L4田-1.4圏)パミス型亙びパプル

ウオール型の火山ガラスを含むことや高温亜石英を多〈

含むことから，三車木次テフラ (SK: 110 -115b ;年

代値は町田新井， 2003による，以下同巴)に対比さ

れている

日野川上流部の楕立付近では堆積物を直接確認するこ

とが由来なかったが!目本原子力発電株式会社(却10)

によると，段E堆輔物を覆うJJさ紺1mのローム層中にt

上世から順に措良-Tnテフラ (AT 部一盟b) 大山

倉吉テフヲ (0回注目b)，鬼界耳原テフヲ (K-Tz

95ka)に由来する火山起置物置が含まれるとされている

また祷立の下硫に位置する荒井では.段丘地植物基底と

瞳正面の比高から.堆積物の層車は7-8mと考えられ

る(第8.1図b)

一方I 杉津花園閃輝岩亙び証書花両岩の7l':布壇ではI

古期埋普緩斜面堆積物と層相や地車面の特離が漸移1.-，

嘩交巴りの砂を主体とする属層した堆植物が尭遣する

地形薗由形状

聞析された段E面を構属する 甲車揖ー河野付近の段

正面は，典型的な海底段E面の形状を示す両野におけ

るM1'&.1.FM2の旧打線商置は，それぞれ開m'&.1.F国
m である(山本陪か， 1田6) 日野川町普沿いでは，孤



立した河成段丘面を構成する 特に杉津花筒閃緑岩及び

江若花筒岩の分布域では，中位段丘酉と背後の古期坦谷

緩斜面堆積物の堆積酉とが漸移する.

8. 2. 3 低位段正堆積物

本報告では，暗褐色(マンセル色表示で1OYR2J3-

3/4程度)の表土に覆われた段丘堆積物を，低位段丘堆

積物として記載する 低位段丘面は二段に区分すること

ができる 古期(高位)のものを低位 I段丘堆積物，新

期(低位)のものを低位E段正堆積物に区分して記載す

る

低位I段正堆積物 (tl，)

定義

二段の低位段丘面のうち高位の段丘面を構成する堆積

物を，低位 I段丘堆積物と定義する.

層序関係

新第三系以下を不整合に覆う.

分布

日野川上流部に断片的に分布する.

層相

砂磯層を主体とし泥層を挟む(第8.1図c及ぴ第8.2

図a) 層厚は 5m以上に達する.礁の風化程度は低く，

低位E段丘堆積物と区別が難しい.甫越前町人乙女の本

堆積物は，スギの球呆を産する腐植質シルトを挟む堆

積物上を暗褐色の礁混じりローム層が覆う この様混じ

りローム層中には，姶良 Tnテフラに由来すると考えら

れる火山ガラスが含まれる.

地形面の形状

支流に入りこむように分布する地形面を構成する.し

ばしば新期埋谷緩斜面堆積物と滑らかに連続する.

低位E段正堆積物 (tI2)

定義

二段の低位段丘面のうち低位の段丘面を構成する堆積

物色低位E段丘堆積物と定義する.

層序関係

新第三系以下を不整合に覆う.

分布

甫越前町河野~甲楽城付近と敦賀半島北東部の海岸

部，及び日野川や河野川などの河川流域に，断片的に分

布する

層相

敦賀半島北東部では，海面からの標高2血付近の基盤

岩上を覆って大小さまざまな径の円礁が分布する.河川

の流域では，厚き 1-3皿程度の亜円礁を主体とする砂

様層からなる(第8.1図d)

地形面の形状

海岸部のものは，完新世海成段丘面を構成する.海成

段丘面のうち河野付近のものは，敦賀湾東岸の甲楽城断

層沿いと教賀半島北部に分布する 河川沿いのものは，

背後の山地斜面との境界が明瞭な河成段丘面をなす

8.3 埋谷緩斜面堆積物

本報告では，堆積性の坦谷緩斜面とその下流の小扇状

地を構成する堆積物を，塩谷緩斜面堆積物として記載す

る これらは段丘堆積物とは異なって，土石流などの集

合運搬作用によって運搬・堆積した径の大きな礁を多く

含み，数度以上の勾配をもっ堆積面を構成する またと

ころにより，段丘堆積物及ぴ沖積層と漸移し，両者と指

交関係にあると考えられる.構成する礁の風化程度や被

覆するローム層の特徴と地形面の形状から，古期埋谷緩

斜面堆積物と新期埋谷緩斜面堆積物に二分して記載す

る

8.3. 1 古期埋谷緩斜面堆積物 (v，)

定義

山地を関析する谷を埋めて幅広い緩斜面を構成する堆

積物及びその下流の小扇状地堆積物のうち，礁の風化程

度が著しいもの.

分布

敦賀半島と野坂山地の山間部に分布する

層相

最大径数lOcm以上に達するさまざまな大きさの角~

亜角礁の聞を，不淘汰な砂混じり泥の基質が充填する(第

8.2図b).一部で，上方に粗大な礁が密集する逆級化

層理が認められる.江若花嗣岩並ぴに杉津花嗣閃緑岩の

分布地域では，様々な大きさの亜円礁が黄褐色~赤色を

呈する砂混じり泥からなる基質中に散在する.ところに

よって，堆積物の上部は成層した砂及ぴ泥を主体とし，

明褐色ないし赤色のローム層に覆われる(第8.2図c)

日本原子力発電株式会社 (2010)によると，このローム

層からしばしば，鬼界葛原テフラ (K-Tz : 95ka)に由

来すると考えられる高温型石英が得られるとされてい

る
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第&3図 頂部組斜面堆積物の露頭
礁は下部ほど風化程度が滋しい(設賀帯蘭越前町境界の鉢伏山付近)

対比

高位lW中位段正堆積物に対比される

地形面白形状

聞析された段丘状の置掛面をなす

8.3.2 新期埋普穣斜曜E雄積物 (v，)

定義

山地を聞析する谷を埋めて幅広い腫刺画を構庇する堆

積物及。その下流町小扇状地堆積物のうち，離の風化程

度が弱いもの

分 布

本地域内の随所に分布する

膚 相

最大産量10咽以上に遣する様々な大きさの角~亜角

離の聞を。不淘汰な砂担巴り泥の基質治守t嘆する(第8.2

図d) 場所により様園町一部には.上部に粗大な離が

容な遭級化眉理が寵められる 褐色ないし暗褐色のロー

ム層に覆われる 離は弱風化ないし未風化なものが主体

をなす段正堆積物と比較すると笹の大きな離が多く含

まれることa 桐誌が悪いこと，などの特置が挙げられる

対比

世世直正堆植物丑び沖積層に対比される

抽形面白形状

一部の海岸沿いでは段正化した量斜面をなすがa 大部

卦は沖積面と連蹟する緩斜面ないし扇状地をなす
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8. 4 沖積層

本地埴の沖積層はま層部が構庫する地形に対応して!

寄底低地及。樟背極地堆積物，旧河遭堆積物，浜畢堆積

物に区分される

8.4. 1 谷底低拍車び後背湿地地積物(副

谷底世地及び後背湿地推植物は洪水持に河遭から溢

流して抵地に堆積した砕屑物からなる堆積物である 日

野川中寵部と海岸沿いの低地では，主として砂や泥から

なるが，扇状地周辺や山岡部白河菩では離を多〈含む

本地棋の中で沖積層が'JJい地壇iま.①H野川中班壇(商

量前町甫条周辺)の沖積世地②量賀半島北東部の量賀

措置所敷地が立地する低地，③監賀半島北西部の敢賀市

白木周辺の低地，の三箇所である ①では，沖積層の厚

きは 10m前桂で，主として砂離ないし玉石混じり砂離

からなり，場所によりシルトや砂を主具有する また湯尾

北方では，砂離からなる車さ量mの沖積層の下位に固

結した植物片を含む固結粘土カ弔在するが，これは陸上

に露出する堆積物と未だ対比されていない ②には，早

さ30m以上町第四系が存在する(岡田， 1肝'8) このう

ち海按却 m付近から敷mには，神唖層中部層に相当

する貝般を含むシルト眉!11F砂層が卦布L，それを上部

砂層が覆っている ③ではI 白木}丹生断層の評価に関

連したポーリング調査により 厚き約40mの第四車が

存在することが確置されている(原子力安全保安院

却l曲)

8. 4. 2 旧河道雄積物(田)

旧荷量権輔物は かつて沖積世地内を班れていた旧河



道上に堆積した堆積物である 場所によって，大磯主体

の砂礁から泥主体のものまで様々な層相を示す特に日

野川本流沿いの河谷低地によく発達するが，圃場整備に

伴って客土されたものが少なくない.

8. 4. 3 浜堤堆積物 (d)

浜堤堆積物は，海岸に沿って細長く分布する砂ないし

砂礁からなる堆積物である.特に背後の山地に，杉津花

筒閃緑岩及び江若花商岩が露出する海岸によく発達す

る 最も高い場所で5血程度の微高地をなす

8. 4. 4 盛土 (m)

盛土は，人工的に水域ないL自然地盤上に土砂を盛っ

て造成した堆積物である.本地域内では敦賀原子力発電

所敷地内と敦賀港フェリーターミナルに広く分布する.

8.5 地すべり堆積物

地すべり堆積物は，地すべりによって基岩から分離・

移動した堆積物である.通常割れ目が多い岩体からなる

が，破砕の程度が進むと磯岩ないし礁混じり泥岩のよう

な外見を呈する 小規模な地すべり堆積物はいろいろな

場所で認められるが，地質図上で示すことが出来る程度

の分布を持ち，かっ破砕の進んだ大規模な地すべり堆積

物は認められない.地質図上には地すべり及び大規模崩

壊に伴う崩落崖を記入している.

8. 6 頂部緩斜面堆積物

頂部緩斜面堆積物は，山地の稜線上に分布する緩斜面

の一部を構成する堆積物である.露頭が少なく観療でき

る地点は限られているが，鉢伏山北方の稜線では第8.3

図に示すような，成層したくさり礁を主体とする角磯層

と赤褐色砂質シJレト層の互層が観察された 礁は周囲の

山地に露出する砂岩の角礁を主体としており，露頭上部

ほど風化程度が温い このような層相から，本堆積物は

もともと広い堆積面を構成していたとは考えにくく，山

地稜線部における風化・削剥j作用に伴って短距離を移動

して再堆積したものである可能性が高いと考えられる.
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第9章地質構造

本章では，超丹波帯ベJレム系及び美濃帯ジュラ系の摺

曲構造形成以降に，地質系統を変位させた高角断層につ

いて記述する.今庄及び竹波地域の調査研究においては，

断層あるいは断層破砕帯の露頭から幾つかの高角断層の

存在を確認した また，地質図上における地質系統の明

瞭な変位からも，同様の断層が推定できる 本地域に認

められる高角断層はその延長方向に基づいて，北東一南

西性，北西南東性，北北西南南東性の三種に分類で

きる これらのうち幾つかの断層は，活断層またはその

一部となっている.なお，活断層としての活動について

は第 10章で扱う 以下に，主要な高角断層について記述

する.

北東一南西性の高角断層

今庄及ぴ竹波地域でのこの方向の高角断層は小規模で

あり，全長は 1km-3km程度である敦賀半島北西部の

美浜町匙・竹波周辺，間半島東部の醐市忌害時付

近.本地域南部の敦賀市語草・栃ノ木峠周辺.北部の足

谷山周辺など.その分布は多くない.地質図における地

層の分布形態から，その変位量は大きくないと判断され

る露頭が確認された足谷山南東では，断層面はN54"E.

73"Nの走向・傾斜をもつが，変位量は小さい.

馬背峠付近の断層は馬背峠断層(推定活断層)である

(第 10章参照) また越坂周辺には平行する三条の断層

がある そのうち東端の断層は伏在の活断層として，南

西方(敦賀地域)の敦賀断層(推定活断層:栗本ほか，
3旨@・'"'げ

1999) に連なり，全体としては木ノ芽峠断層(塚野・

伊藤. 1965) と呼ばれた断層の一部に一致している.

北西南東性の高角断層

今庄及ぴ竹波地域では，三方向のうち北西甫束性の

高角断層が最も卓越し全域に分布している.比較的規模

が大きく，全長が 10kmを超えるものが多い また露頭

が確認された断層は多くないが，走向の急変，地層・岩

体の不連続性あるいは分布のずれから，断層であると判

断した 顕著な断層は，甲楽城断層・柳ヶ瀬断層の西側

では敦賀市議詰角並びに葉原周辺.東側では南東部の福

井一滋賀県境付近や日野川上流域沿いをはじめ多数分布

する.

(1)iE3請内断層
蜘・伊藤 (1蜘)により，敦賀市宣幡・回財閥

河内を経て池ノ河内・杉箸に至る全長 16回の断層に対

(中江訓)

して命名された。五幡から瀬河内までは，活断層である

ウツロギ峠断層(岡田・東郷.2目∞編)に一致する

っち〈らだ"

(2)土蔵岳断層

福井一滋賀県境付近の宇津尾谷源流部において，断層

露頭(N26"W.8O"N)が確認される この南東延長は，

横山地域の土蔵岳断層(斎藤・沢田，筑間)に連続する.

(3)謡番断層
西田 (1962)は，日野川上流の南北で美濃帯ジュラ系

の岩相・地質時代・地質構造が明瞭に異なることから断

層の存在を想定し，これを日野川断層と呼んだ.福井県

(1986)では，甫越前町孫谷から東南東方向へ日野川上

流部に沿う断層を「孫谷断層」として表記している ま

た岡田・東郷(反則編)は，孫谷から北西方約4k血の

区聞を「主なリニアメント」としている

本地域東部の南越前町橋立から西北西方向で日野川上

流に沿って八飯・孫谷を経て，中央部の山中峠北東方で

北北西方向に屈曲し.北端の赤萩に至る.南東延長は.

冠山地域西部の広野で柏山断層(後述)の南東延長部に

収飲する。全長約20固に達する.断層露頭は，橋立南

東ωOm(走向・傾斜=N73"W. 62"N).孫谷甫方4∞m(走

向・傾斜=N58"W. 85"8 ;第9.1図).大良東方 1km(走向

傾斜=N42"W. 3O"8W).赤荻(走向・傾斜=N25"W. 

75"NE)などで確認された橋立南東600血の地点では，

断層面上にほぼ水平の条線が見られ，断層破砕帯内部の

非対称変形構造より左横ずれのセンスが復元される し

かしながら既に磯見 (1955)並びに西田 (1962)によっ

て指摘されたように，断層の南北では美濃帯ジュラ系の

異なるコンプレックスが分布している.つまり，断層北

東側には徳山コンプレックス及び今庄コンプレックス

が，南側にはこれらの上位に位置する湯尾コンプレック

スがそれぞれ露出している これに基づくと，断層北側

が相対的に上昇したと判断される。なお日本原子力発電

株式会社 (2010)は，日野川上流部にあたる橋立付近の

中位段丘面が孫谷断層による変位がないことから，後期

更新世以降の活動は認められないとしている

北北西ー南南東性の高角断層

本地域中央部と東部に，顕著な高角断層が数条見られ

る これらは上記二種の高角断層を切断する傾向が認め

られることから，より新期の断層であると判断できる。
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第9.1図孫谷断層
幅5-6m程度の断層帯として甫舗の湯尾コンプレックス偶者)と北側の徳山コンプレックス(砂岩)の境界を

なす露頭の位置iま付図1に示す

(1)t絞首断層

新種主鉢伏山東方から南南東の栃ノ木峠にかけて認め

られる，全長約 31anの断層である 断層露頭は，樹ノ

木峠から今庄スキー場に至る林道沿いの3地点で確認さ

れ，断層面の走向 個掛はNl0・-3CJ'W，岨・~町・wで

ある この断層によって，杉串花岡閃揖岩が見かけ最大

1回程度左横ずれしたと推定される

(2 )岨ヶ瀬断層

山崎多国 (1927)により命名長浜市柳ク輝から滋

賀J福井県墳の樹ノ木峠を経て甫越前町板取から更に北

北西に伸びる，全長約 281anの断層である このうち草

取から甫の区聞は明瞭な左横ずれの活断層である(杉山

ほか， 1田4:1帯10章参照) 本地壇南部において.断層

西佃では華謹帯塩内コンプレックス上部の砂岩破断相

砂岩泥岩互層 チヤ}トからなる層準が露出するのに対

L.，東側では下部にあたる泥置混在岩卓越の層準が露出

しているまた梅誠周辺では，断層両醐の塩向コンブレッ
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クスの露出層準には大きな遣いは無い このことから，

柳タ甑断層に沿って東倒が相時的に上昇したがf その車

位量は甫ほど大きく，本地揖向では最大ao-300m程

度と推定される 既に断層間冊における山地町小平坦

面に 200-300mの標高差があることが指摘されている

(村井・金子， 1975) 

(3)描苫断層

脚本地輔部において晶姉肘近から柚山 (492

ml西方を経て松尾山 (5四回)南方に至る北北西南南

東性の断層であり，南側E長は冠山地壇の南越前町広野

から南方の岩菩JIIに至る全長抽出回である 断層露

買は!柚山西北西800mの地点(走向。慣軒-N38・W，

83"SW)と.松尾山町甫甫東方約 llanの林道沿い(走向

傾斜=N16・W。田・)で確認される 聾揖帯ジュラ系の

分布からは この断層に沿う壷位は北部で前 llanの

左横ずれあるいは断層北東側が相対的に上昇したと推定

される



第 10章活構造

10. 1 概要

一般に我が固において，活断層とは，第四紀の後期に

累積的に活動した構造として定義されている 今庄及び

竹波地域においては，陸上で「第四紀の後期(数10万

年前以降)に活動した確実な証拠があるもの」を活断層，

「その証拠が不確実なもの」を推定活断層及びリニアメ

ント. I表層を新規堆積物に覆われている部分」を伏在

活断層として記述する 地質図には，活断層と伏在活断

層を赤紫線で，また推定活断層を黒線で表記した これ

に対し海底では. I後期更新世以降に活動した証拠がな

いものを含めて第四紀に活動したもの」を活断層・撹曲

とし，表層まで変異させていないものも含めて青紫線で

表記した.これらの違いは主として，陸域と海域におけ

る調査手法と編年制度に起因するものであり，従って読

図や解釈に当たってはその点を考慮する必要がある な

お海底の活断層は，日本原子力発電株式会社ほか (2012)

及ぴ産業技術総合研究所・東海大学 (2012)を引用して

地質図上に示した
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第 10.1図

(小松原琢)

今庄及び竹波地域周辺は.近畿三角地帯 (n阻凪

1962)の北端部に位置し，活断層の分布密度が日本列島

の中でも高い地域に相当する.特に本地域東部を北北

西南南東に横断する甲楽城断層と柳ヶ瀬断層を結ぶ断

層帯(柳ク瀬 関ヶ原断層帯)の西側には，東西方向の

圧縮場を反映して共役横ずれ断層系や逆断層が発達する

(例えば，岡田.2∞9) 一方，柳ク瀬・関ヶ原断層帯以

東では，本地域内に確実な活断層は認められていない(第

10. 1図)

本地域周辺の活断層に関する研究は，小川(1906). 

辻村 (1926).市)11(1929).福井県 (1969).岡山 (1956)

などの，断層崖や断層谷地形についての記載・考察に始

まる その後，杉村 (1963)は地質構造から柳ク瀬断層

が左横ずれ断層であることを指摘した. 1970年代以降

には空中写真を用いた変動地形研究が本格化し，岡田

(1973) .東郷 (1974).村井・金子 (1975).松田ほか (1976)

によって，甲楽城断層や柳ヶ瀬断層などが第四紀の後期

に活動した活断層ないしはその可能性があるものとして

認定された 活断層研究会 (1980，1991)は既往調査成

果を取りまとめるとともに，山中断層や白木ー丹生断層，

，，E
B
E
E
S
'
 

•• • 
A.'.‘
 

•• 
i
 

•••. 〆，.-
A

・

一----
..' 一・3 ・F-. . 
ー

下

-as--

、.¥l、、•• 

J

ン

・

ん

/

¥
「
I
I

-
-
ト

1
¥

¥
 

帯地角畿近

-87-



第10.2図断層地形

(・) 甲楽横断層の断層温(甫越前町大谷南方から北北西を望む). (b) 榔ク慣断層(今庄お5スキー場から宵を望む)

捕底断層を新たに記載した 同時期に海上保安庁水路部

(1岨0)は若挫骨東部の海底地質構造探査を行い.多く

の断層が量賀半島周辺海域に存在することを明らかにし

た このほか海底地質構造に聞しては山本ほか (2000)

が広埴を記載している また，武藤ほか(1981)は甫障

の敦賀地雄内における柳ヶ横断層について，活断層露置

を記議している 更に杉山ほか (1四g)は敦賀地域内で

トレンチ闇査を行い.柳..漸断層が歴史舟代に活動した

可能性を示し杉山ほか (1田4)は甲聖域断層から伊勢

湾岸の聾者断層に至る断層系のストリップマップを豊行

している

l四5年の兵庫県南部地量を契機として.主要括断層

の活動履歴調査と空中写真の再判読，)1ぴI原子力発電所

周辺町活断層評価に関連する詳細な地質調査が帝われ.

本地壇周辺の活断層に闘する知見は飛車的に増加した

福井県 (1開7，1曲8)は柳ク瀬断層，山中断層丑び甲楽

揖断層の地質調査を行い，山中断層は括断層である証拠

がないこと，)1び朝夕瀬断層では動 10万年前以降に活

動していない可能性があることをまとめた また吉岡

杉山 (1田8)，書岡ほか (1田8)は柳ヶ瀬断層北部の椿

軍陣北方(韓貿地域内)でトレンチ闇査を行い その量

新梧勤時期は鬼界アカホヤテフヲ (K-Ah)降下直前で

あり，柳..横断層南部とは括動時期が異なることを示L

た 一方，山本}まか (19由)は越前海岸田海底段丘酉を

圃年L，その隆起連度が最大で1凶 1，000年を越える大

きなものであるととを示した 山本木下 (1田9)は完

新世睦起海岸地車や海曹生物化石町分布商度と年代に基

づいて!甲楽揖断層の最新活動時期は 15-16世紀ごろ

と認定L，山本ほか(田10)は更に多くの年代殖や考古

学的責料よりその最新活動時期を 17世紀中期，断層活

動間隔を2政)()年とした本地墳の牽位地形の再判読は

岡田東輝償問圃)や中田ー今皇 (2皿2踊)によっ

てなされ従来から指摘されていた活断層が追認され

新たにウツロギ峠断層の存在世指摘された

原子炉設置許可申楕に聞遣して行われた地質調査は.
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第10.3図 甲楽域断層の音波探査記録

マルチチャンネル音波探査による(福井県1

1冊7).P1は完新綾~更新続四-P4は更新続

Bは先第四系と考えられる

活断層の存膏を厳密に置定することに主眼を置き，海埴・

陸埴ともに詳細なデータを提示した 日本原子力籍軍樟

式会社(却10)，原子力安全保安院(田10..b)，原子

力安全署員会耐震安全性評価特別委員会(却10)などは，

既往研究によって指摘されてきた活断層について網羅的

に見直すとともに，活断層の詳細な位置を示した 更に

椙山ほか(却12)は，浦底断層延長の海底断層の活動置

匿を詳細に検討している
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第10.4図鑑前岬周辺の穣水揚食地形 中位康正爾の高度分布と香住沖層群(中新線)上商の深度分布

離水海食地形k中位段丘函の示す旧汀線高度はいずれも越前僻付近で最も高〈。南北に向かって低くなる傾向がある ま

た!いずれの旧汀線高度も古期のものほど高〈なっており。後期更新世以降の嚢f立が累積しているこkを示す(山本ほか，

19!渇から引用)

10. 2 活断層

ここでは第四紀の桂期に精勤した証艶が確実な5つの

括断層について，位置と聖位センス，断層量.&11活動

履歴などに関して得られている知見をまとめて記す

10.2. 1 甲業揖断周

名鞄・宜轟

掛伊藤 (1臨)による鞘蜘層は，北隣の梅

開地域内の越前岬神から海岸線に沿ってその沖合の海

底を通り本地域内町南越前町大普に至る，長さ動辺国

町北北西南南東走向.東側隆起の遣断層である この

断層に関する地軍学的な研究は古くから行われ d川

(19価)によって「敦賀湾東岸町断層量J.岡山 (1956)

によって「量賀湾断層」と呼ばれていた しかし福井県

(19田)が定轟命名して以降。広く「甲楽揖断層」町

名前で呼ばれるようになっているため，本報告では甲楽

城断層の名を用いる

分布・特種

甲事裁断層の北端は，日本原子力措置株式会社(却10)

などによる調査結呆から.rく」の字型に曲がって北北

東南南西走向の「晶晶竿最蕗沖断層」に連続し!九

頭竜川河口沖に準!るとされている(山本ほか. 2(10) 

一方，甫薗前町大谷集蕎爾方町北北西南南東に延ぴる

直純状谷町中と その酉個斜面を掘削した回避8号線量

賀伏谷)トンネル(掘削時聾睦書道路局士木研究所。

19曲)において断層の存在市噛寵されているものの，そ

の商延長には聖也地車・リニアメントとも寵められなく

なることから，断層爾端は同集帯育方と考えられる 甲

楽埴断層町商半都は本地揖中にあり.この区聞は本断層

町中でも特に車総肢の断層屋地形が揖遣する(第 10.2

図.)

音龍探査記輯によると，甲楽横断層は車冊餅の逝断層

であり第固系を累積的に聖位させている(第10.3園，

89 
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第 10.51M 柳ケ横断層の露頭

8層(基盤砦の破砕帯)と 6層(支涜性中位段丘縫積物)民高角の逆断層成分を伴う横ずれ断層で接する(福井県.

1醐からヲ開)

福井県， 1田7) 本断層の隆起(東)個には桂期更新世

から完新世の海成段正(山本ほか，1鋭渇)，龍宜撞(山本。

木下， 1田9)や海宜桐(伊車ほか， 20(2)などの碓水地

形が5)-;布L，地般車動の指揮とされている 桂期更新世

様車産正の旧汀融商度から 本断層の上下車位速度は

越前岬周辺で最も大きく O.6-0.8m1千年以上に遣し，

そこから甫に向かつて小さくなっている(第 10.4図.

山本ほか， 19!ぁ) また，完軒世の離水地形と海橿生物

化石町調査(山本・木下， 1999 山本ほか， 2010) よ

り.最新の活動時期は暦年補正年代値でADl.6田年前桂.

その l目前の活動は8田年BC前挫とされ，断層活動間

隔は駒2.5叩年と推定されている(山本ほか 2010)

10. 2. 2 柳ヶ瀬断圃

名称・定着

山崎多国 (19Z7)による積1晶断層は!本地域東

部の甫畠前町下草取付近から長浜市木之本市街に重る長

き盟国町北北西南南東走向の断層である この断層

は本地埴の中では，甲楽揖断層とともに長大な惜断層の

一つである柳ヶ横断層は山崎多国 (1田7)且降，置

線状替や三角末端面などの断層地躍が持遣することから

地帯学的観点より注目されてきたが，地質学的圏点から

も#村(1製剤や武藤ほか (1弼1)，杉山ほか (1田4)

などによって全体像が示されている
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骨布・特徴

本断層の北端部に当たる商量前町下板取から二ッ屋

西方にかけては，不明瞭な替の屈曲と直1線状谷地形が置

められるが，活断層であることを輔橿的に示す車世地形

や断層露頭はEめられない(伺えば，福井県， 1田7)

一方草取から樹ノ木峠に至る区聞は明瞭な置組状谷を

なL (第 10.2図bl.寄沿いの多〈の地点で粘土釈のガ

ウジを伴った断層露買が寵められるほか，指ノ木峠北方

町高替川右岸個の斜面(情水調地点)で第 10.5図に示

すような風化の進んだ角離を多く含む砂離層を切る断

層露頭が見聞されている(福井県 1田8) また描ノ木

峠且甫の本地揖向では，高時川沿いの直1組肱菩を沖積層

(笹底低地堆積物)が埋積しており，活断層量陣頭は見出

されていないことから高時川町替底低地の下に埋没し

ているか，またはその左岸近樟を通過していると考えら

れる

柳ヶ源断層の最新活動時期及。セグメンテーシ E ン

に関連しては，且下町知見が得られている 福井県

(1四8)は情水桐地点の断層露顕を静細に記載しa 破砕

された基盤岩(貫入砦Eび美撞帯ジュラ系泥岩)と砂

様層(中位段正堆積物)が断層で聾しI かつK-Tz(約

95..)に由来すると考えられる商温型石英を基質中に含

む崖量堆積物が水平な構造を示すことから 量新宿動時

期を骨 10五年前以前とした しかし地震調査研究推進



所届ガウジ中の粘土状郁け!複数の色聞を呈し繍状r分布.

低地倒に.れにんだ磁砕錫を背後の断層が変位させている.

第10.6図柑底断層のトレンチ綱査

トレンヲF調査(B地怠)

左の全面写真は断層露軍全体を右の写真は全面写真左下脅草分の接写写真である 写真左側(東側)の基盤岩(アプライト)

と段丘地積物は，高角の逆断層成分を伴う横ずれ断層で接する(日本原子力発電株式会社， 2010から引用)

本部(a05)は，この崖量権輔物が断層活動によって産

車していないと断定する根拠がないため最新活動岬期

を特定することはできないと再畑吻Eしている また，南

隣の誼賀地壇のうち椿垣舛北個のトレンチ調査(吉岡

ほか， 1田8)では，本断層1J'KI (26 - 29 ka)を切り.

K-Ah (7.3 ka)を挟む庸植リ眉に直聾唖われることから.

最新活動はKー抽降下直前であることが示された 更に

椿担峠町南個ではI 断層凹地を埋める堆積物から氏悶年

BP前挫の年代が得られ， 13世紀桂半-15世紀初直に

最新の断層括動があったと推定されている(杉山ほか，

l由3，1錠泌) これらの調査結呆から。柳ヶ積断層は北

部ほど情動性の低い撞量のセグメントに分けられると考

えられている(杉山ほか， 1咲)9)

10目 2目 3 捕直面園

名称・ E義

活断層研究会仕組)による櫨断層は，醐半島

北端町笠岩師甫酉かt崩挿誌に至る北北西一南南東走向

の左横ずれ酉蕃ちの断層である との断層は，福井県

(19日)に地質断層として記載されている 陸上で車位

地形が極められる部分は長さ1.5固であるが!桂述す

るように。陸減の断層の延長上に樽底断層が見曲されて

いる
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分布・特融

本断層に沿って 敦賀尭電所東個の山地斜面と低地の

境界に比高田m余りの畠量地形と，容と尾根の系統的

な左揖ずれ(躍起ほか， 2叫が寵められる また，本

断層のポーリング及。トレンチ調査によって.東偲掛の

逆断層を壌として上部更新盤~完新輯の上に基盤岩(ア

プライト)が衡上しているととが明らかになっている

(第10.6図) またこの断層の陸起個である立石から明

神崎に至る海岸では，標高5-6mと1.5-2mの隆起

誼宜掴と考えられる完新世段正面が寵められる(岡田!

1978) こうした事実から槽底断層は。第四紀の桂期に

量り返し活動している活断層と判断される(日本原子力

岳噴E株式会社a 却1ω

この断層的北個延長には長さ 7.5km(日本原子力措置

株式会社ほか，却l副の，南側延長には長き 5回(海

上保安庁水路部， 19回 日本原子力発電韓式会社!却10

など)の酉帯ちの第四紀に活動した断層が罷められて

いる この断層の活動時期と活動度に聞して杉山ほか

(却1副は鬼界アカホヤテフラ (K-Ah駒7:J叩年前)

降下以降2回括動が留められ， 2回の括動による上下聖

位量は動4mであった可能性が高いとしている

また産業技術総合研究所東海大学(田12)は捕底断

層から韓賀地域の柳ク梅山断層に至る長さ約諸国ない
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第10.7図 ウツロギ陣断層の露軍

破砕された基盤岩と完新世の量量堆積物玖高角

の遭断層底分を伴う横ずれ断層で聾する 崖瞳堆

積物中の腐植土から.5庇当日::1:110事B.Pの"c年代

測定檀が得られている(日本原子力措置株式会社，

2010) スケッチは宜踊年6月の調杢時(ウツロ

ギ時甫方)による

L. 32旭町浦底一柳ヶ横山断層帯が同時に活動した可能

性を指摘し.更に隣接する柳タ瀬断層南部も一連の活動

セグメントを形成している可能性を示唆している

10目 2.4 ウツロギ峠断層

名称・定着

岡田・東郷 (2000編)による ウツロギ峠断層は，

敦賀市宝幡から岡市緩荷荷に至る陸上部分の長さ約5

h の北北西南南東走向の左横ずれ断層である この

断層は福井県 (1955)にも図示されているが，活断層と

して変位地形が記載されたのは岡田・東郷 (20∞編). 

中田・今泉 (2∞Z編)が最初である

骨布・特徴

ウツロギ峠断層は，ウツロギ峠から田尻北西に至る

約l回の区間で系統的に約 l∞皿谷を左横ずれに変位

させており，また古期埋谷緩斜面に数皿の北東落ちの

褒位を与えている。またウツロ平時には，北東落ちの高

角断層によって角穣主体の第四系が切られている(第

10. 7図) この露頭において，断層によって変位した腐

植質シルト層から. 5.脱却"l1Oy.B.P.の放射性炭素同位

対比年代測定値が得られている(日本原子力発電株式会

社.2010) ウツロギ陣以北では，本断層の変位地形は

明瞭でない また，田尻以甫では木ノ芽川とその支流が

置線状の谷地形をなしており，この河川沿いの狭長な谷

底低地地下に断層が伏在する可能性がある

この断層の北方延長の海底には長さ 10回の第四紀に

活動した擁曲構造(ウツロギ峠北方断層 海上保安庁水

路部. 1980)が，南方延長には長さ 11kmの池河内断層

(柳ヶ瀬山断層)が存在する 産業技術総合研究所・東

海大学 (2012)は，この一連の断層を浦底一柳ヶ横山断

層帯のパックスラストと見なすことが出来るとしている

10.2.5 白木丹生断層

名称・定着

活断層研究会(1980)の白木→幸生リニアメントを改称

旨キー芽生断層は.敦賀半島北西部に位置する南北走向，

西落ちの逆断層である

分布・特徴

この断層の陸上区間には変位基準と在る明瞭な段正面

が乏1.-<.尾根高度の急変に基づいて長さ 3kmの区間

について活断層である可能性が指摘されていた しか

し.2∞7年に白木峠東の鞍部で行われたトレンチ調査

によって，東傾斜の低角逆断層を境として上部更新統~

下部完新統上に基盤岩(江若花両岩)が衝上している

ことが示された(第 10.8図) このトレンチ調査の結

果.本断層の最新活動時期は約 9.0∞年前以降であるこ

とが明らかになった(原子力安全・保安院 201Ob)。ま

た，この断層面の傾斜を求めるために行われたポ]リン

グ調査において，浅部は低角であるが深度数10皿以深

では高角であることが示された(原子力安全・保安院，

201Ob) 

白木一丹生断層の北方延長にあたる海底には，第四系

を西落ちに変位させる長さ約lOkmの断層が存在する

(海上保安庁水路部. 1兜日，日本原子力発電株式会社，

2010) また白木ー丹生断層の南延長海底にも，第四系

を西落ちに変位させる断層が認められる(日本原子力発

電株式会社.2010) 以上の調査結果から.原子力安全

保安院 (201肋)は海底部分を含めて延長 15kmの西落

ちの逆断層を，白木丹生断層として認定している

10.3 推定活断層及びリニアメント

ここでは，第四紀の後期に活動したことを確実に示す

地質学的な証拠を欠くものの，部分t的な変位地形や軟質

な破砕帯などが認められる断層を，推定活断層及びリニ

-92-
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3枚の断層面を確認(Fl，F2.F3) 
Flは、制9000年前の地層を、
F2は、的3万年前の地層を、

F3I念、制3万年前以前の地層を
聖位させている

日

E.:働制 ① 

三ラョ..哨坊 !制限"~・附

一一.-・ 一念か句爾ーをを臨調院したスケッチ

さき:Z272:

第10.8図 白木丹生断層のトレンチ調釜

三条の低角道断層が確寵された断層ほ下鶴兎新続 (2屠)以下の地層を切り 鬼界アカホヤテフラを含む

中鶴完新鋭 (1層)に覆われる原子力安全保安院 ("'IOb)から引用

第四 9園 山中断層中央慌の空中写真

国土地理院撮彰1:40，000空中写真CBー-71-l1y c6-6及びの 矢印をつけた部分では谷や

尾根の左屈曲治官められる
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アメントとして記韓する 地質図上ではこれらを，断層

として表記した

10.3. 1 山中断E
名称・定轟

活断層研究会 (1蜘)による静岡はi 掛川源

置の山中峠付近から轟谷川上置の榎取甫方に至る長さ約

5園町北北西南南東走向の推定活断層である この推

定活断層は，甲楽揖断層と柳ヶ瀬断層の聞に位置l...三

つの断層が金体として右雁行する断層帯を構成すると考

えられてきた(伺えば.#山ほか. 1由4) 山中断層は.

福井県 (1田5.1挺沿1).塚野伊葺 (1岨5)などに地質

断層として図示きれているが活断層として検討される

ようになったのは村井・金子 (1975).松田ほか (1976)

且降である

分布・特徴

山中断層は 尾担や谷町左屈幽から左横ずれ断層と考

えられてきた(伺えば.柾回ほか. 1976;活断層晴究会，

1後初，杉山ほか. 19担) しかし，尾根。番町屈曲が連

続しないこと(第 10.9園).断層想定位置を横断する

連制櫨買でごく小量撲な断層が寵められるに過ぎないこ

と(福井県. 1鋭的. llU19.2:1::0.7Maのフィッショ

ン トラック年代催を示す岩脈に車位が寵められないと

と(森ほか.:ml)から，新生代に摺勤した断層は存在

せず，山中断層は小量権な岩石の唖砕に起因する組織地

車(リニアメント)であるとの見解が草されている(日

本原子力帯電樟式会社，田10)

一方I 山中断層北端近くでは，地躍的に認められるリ

ニアメントと若干掛吏する北西ー南東走向の未聞結のガ

ウジを伴う断層iJ'.また断層南部の北陸自動車道量賀

トンネル今庄醐の普(目舞笹川1)に近聾する林道では，

このリニアメント周辺で北北東一南南西走向:&11北北西

第10.11図馬背峠断層及び西方ヶ岳断層のB頭

NS開← / →'S70E 

¥ 

/ 

/ 
。 ， 

第10.10園山中断層の露頭

基盤岩は美議帯ジュラ系の梶岩(目舞谷川)

南南東走向の弱困結で砂~粘土杭のガウジを伴う断層

が留められる(第 10.10図) 更に斎藤・輯寄 (1973).

磯笹 (1975)によると，北陸自動車道敦賀トンネル掘削

のための調査では，静樟花闘閃揖曹と美揖帯ジュラ系が

断層で聾していることが確認されている

このような状況から，山中断層が活断層であることを

示す確実な根拠は今の段階で得られているとは言えない

が，山中断層沿いに総聖位量の比較的大きな断層が存在

する可能性を否定することはできない

10.3.2 属宵陣断E
名称・宜韓

新称島官官断層は，藍賀半島町中央部を北東南

西方向。こ伸びる長さ駒4回の断層である この断層沿

いには鞍部列や山地劇画の高度の畠覇~iJ'認められること

(心 lI!背峠推定活断層沿いの断層露頭(義賀市常宵から西方ケ岳に至る登山遣に露噛). (b) 西方ヶ

岳頂上近傍のトレンチ調査で現れた西方ク岳断層のカタクレーサイト
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から，活断層研究会 (1鎗0)によって確実度Eのリニア

メントとして記載されている

分布・特徴

馬背峠の道路脇ゃ常宮から西方ヶ岳に至る登山遣など

の本リニアメント沿いで，弱固結の高角~直立の断層ガ

ウジが確認できる(第 10.11図a) 断層ガウジを形成

する物質は砂~粘土であるが，露頭で認められるガウジ

は酸化して澄色系統の色調を呈する

10.3.3 西方ヶ岳断層

名称・定義
きい隠，がだ柑

新称西方タ岳断層は，敦賀半島の最高峰である西方ヶ

岳の南西斜面を北西南東方向に伸びる長さ約2回の

地質断層である

分布・特徴

この断層沿いには，西方ク岳山頂付近に広がる頂部緩

斜面を逆向き(束低下)に変位させる低崖地形と，谷を

数 10m左ずれに屈曲させる横ずれ地形が認められるこ

とから，活断層研究会 (1980)では確実度Eのリニアメ

ントとして，岡田・東郷 (2∞D編)では確実度Eの活

断層として記載されている しかし，西方ク岳頂上近傍

でこのリニアメント状地形を横断して掘削されたトレ

ンチでは，固結したカタクレーサイトが出現した(第

10. 11図b)ほか，小規模な地すべり状の変状が見つかっ

たが，第四紀の後期にこの断層が活動したことを示す証

拠は得られなかった.
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第 11章災害地質

11. 1 地震・津波

今庄及ぴ竹波地域において，家屋構造物に損壊以上

の被害(ほほ震度V弱以上)を与えた記録のある歴史時

代の地震と津波を，第 11.1表に示す本地域に顕著な

被害を及ぼした地震はすべて，プレート内で発生した地

震である 一方，南隣の敦賀地域周辺ではトレンチ調査

によって，敦賀断層・野坂断層・柳ヶ瀬断層などの活断

層が，歴史時代に活動したことが明らかにされている

(杉山ほか， 1993， 19鎚札 1998b)，また甲楽城断層では.

離水海岸地形や海生生物化石の調査から歴史時代に活動

したことが強〈示唆されている(山本・木下， 1999;山

本ほか， 2010).津波に関しては，寛保渡島大島の地震・

山体崩壊に伴って，若狭湾東岸の河野で高さ 2mの津

波カ培己録された例があり，波源が遠地に位置する津波で

あっても若狭湾内で局所的に高い波高に達することが指

摘されている(羽鳥， 20ω)

11. 2 斜面 災害

11.2.1 地すべり

本地域には，南条山地の南西部では地質構造と平行な

北西ー南東方向に地すべり地形が並んでいるほか，野坂

(小松原琢)

山地の杉津花闘閃緑岩及び紅若花筒岩の分布地域におい

ても，比較的大規模な地すべり地形が認められる.これ

らの地すべり地形は，過去に大規模な地すべりないし大

規模崩壊が発生した履歴を持つことを示しており.破砕

された岩盤が分布する可能性が高いことを示すものであ

る また，福井県丹南土木事務所 (2011)によると.甫

越前町大谷南方の斜面が地すべり防止区域に指定され，

対策工が行われている.この地すべり対策工は既に完了

したが，山本 (2∞8)による 15年間にわたる水準測量

の結果は，完全には地すべり運動が停止していないこと

を示している.

11目 2.2 斜面崩壊・土石流災害

本地域は，山勝ちな地形に加えしばしば豪雨・豪雪を

蒙る場所にあることから，ほほ全域で山地斜面の崩壊や

雪崩とそれに関連する土石流災害が発生するポテンシャ

ルがある.服部ほか (1996，1997)にまとめられた歴史

災害リストには，明治時代中期に四度にわたって本地域

内で斜面崩壊土石流災害が発生していること由培Eされ

ている(第 11.2表).特に埋谷緩斜面堆積物は土石流

によって運搬堆積して形成されたものであり，土石流

災害の履歴を持つことを示すと同時に，垣谷緩斜面堆積

物自体が新たな土石流の発生源となることがあり，注意

を要する.

第11.1表今庄及び竹波地域周辺に被害を与えた歴史被害地震・津波の一覧

宇佐美儲泊3)，服部ほか (1996，1鈎7)，古代中世地震史料研究

会 (2011)を基に作成。

和暦 西暦(年) 地震名

大宝元年三月二十六日 701年

E中二牟十月二十一日 1325年 E中地震
天正十三年寸一月三十九日 1586年 天正地震

寛文二年五月一日 1662年 寛文近紅蓉狭地震

寛保元年七月十八日 1741年 寛係地震樟被

延事四年十二月二十七日 17品年

被害地暗

丹波固

活紅北部
中部地方の広い範囲

北近畿地方

北海道渡島大島

若狭
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マグニチュード 被害状調，起贋断層

舞鶴沖の窟島が沈降し，樟波が主主じたと飽録されている帆
信活性に欠ける

6.5:1:1/4 数賀の気地神宮倒壊柳ケ欄断層甫都の活動か
7.'土0.1 数賀が亡所となる，若狭湾で樟欝発生か

丹生の海岸隆起して干上がる 三万・花新断層帯北部の酷動と
71片-7.6 考えられる 野坂断層・敦賀断層の活動の可鑑性あり

6.9 
山体崩壊に伴う樟波と考えられる 河野で約2m， IJ浜で曲1m

の棒波をもたらし，家屋被管を生巴させる
若狭3.痛で死者615名の記録有る治叱史料少なく実魅不明



第 11.2表今庄及ぴ竹波地域内で歴史時代に発生した自然災害のリスト

服部ほか (1蜘. 1997)を基に作成

和暦 西暦(年) 提害種 被害状混

事保十六年寸一月十三日 1731年 雪崩 南越前町大谷で寺一宇民家三戸圃壇

事保十七年 1732年 大雪 南結前町今庄地区で家畳間壇29，死者34

宝暦十二年寸一月二十九日 1762年 大雪 量賀市薫Eで5戸圃壇

天保九年十二月十日 1838年 高潮・海岸浸食南結前町大谷で控除がさらわれる

慶応二年五且十五日 1866年 大雨 南踊前町今泉川決壇

明治20年6月 1887.年 豪雨・崩壊 南越前町今庄地区で車両による崩壊多尭，二ツ屋で5戸流史

明治28年7月末 1895年 豪雨・崩壊 福井県下で豪雨・崩壊・土石流多発，今且弛区の克島目聾曙壇杭今庄に集団移転

明治29年811'30-31日 1896年 豪雨・崩壊 福井県下で豪雨・崩壊多発

明治32年9月 1899年 豪雨・崩壊 瞳賀郡・南条郡で豪雨，南越前町渇尾などで崩壊尭生，敦賀では棋本

大正6年I月 1917.年 大雪 今庄で積雪揮3m

昭和2年I月20日 1927.年 大雪 北陸銀が不適に

昭湘11年 1936年 雪崩 今庄で柏200曲Fの雪崩，死者8名，重腫恒者13名

昭和38年1月 19田年 大雪 今庄で積雪315四 E

昭湘40年9月 1965年 車両 台風による犬闘今庄で全壊車屋8戸，半壇家屋6戸なE

昭和田年8月 四四年 風水害 台風による犬両今庄で全壊車屋8戸，半壇家屋6戸なE底下浸水
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第 12章資源地質

12. 1 鉱床

今庄及び竹波地域内には金属鉱床と珪石鉱床がある

が，現在でも稼行しているのは珪石鉱床のみである(須

藤・小村.20∞). 

12. 1. 1 金属鉱床

金属鉱床としては，本地域中央付近に二ツ屋鉱山と今

庄鉱山が知られているが，どちらも 1960年代までに休

止している

ニツ屋鉱山(木ノ芽鉱山)

南越前町板取の北西約5∞血-lkmに位置する鉱山

であり，複数の鉱床からなる.周辺には.杉津花岡閃緑

岩の貫入によってホルンフェJレス化した坂内コンプレッ

クスの砂岩泥岩互層並ぴに泥岩が分布する この変成

作用によって生成された接触交代鉱床で，磁鉄鉱を主

として黄鉄鉱・二酸化マンガン鉱を伴う(滑島・熊谷，

1954 ;熊谷ほか. 1960) 約3∞年前に金山として稼行

され，大正6年-8年 (1917年-1919年)に日本開発

株式会社が稼行した後，昭和 26年(1951年)に鉱業権

が個人に移った(滑島天川. 1954) 

今庄鉱山

南越前町板取の西南西1.8kmに位置する鉱山であり.

東鉱床と西鉱床からなる.湯尾コンプレックスの基底部

に位置し，周辺には苦鉄質岩・石灰岩・チヤ」トなどの

岩体を包有する泥質混在岩が分布する.両鉱床とも，下

盤の普鉄質岩と上盤のチャートとの聞に匪胎する鉄マン

ガン鉱床である (熊谷ほか. 1960) 

12. 1. 2 珪石鉱床

珪石鉱床に関しては，稼行対象となるチャートの分布

調査が 1950-19印年代に実施され，多数の有望な鉱

床が報告書等に掲げられた(例えば，鈴鹿ほか. 1963. 

1964 ;小泉. 1965) これらの珪石鉱床は，美濃帯ジュ

ラ系の今庄コンプレックス・湯尾コンプレックス分布域

に点在し，側方に連続する中規模~大規模なチヤ」ト岩

体に匪胎している.最近の珪石の用途は，コンクリート

骨材である

(中江訓)

大鶴田鉱山(藤井桂石鉱山)

R 北陸本線今庄駅より東へ約 2.5回の実吾首蓉に位

置し，今庄コンプレックス基底部の厚層なチヤ」トを

採掘対象とした鉱山である.昭和 19年 (1似4年)に旧

藤井鉱業株式会社が開発に着手し，戦後になって稼行を

開始した 当初は藤井碓石鉱山であったが，その後は

大鶴目鉱山と呼ばれている(平林・浅井. 1954;山田，

1954) 昭和40年代前半には，年間 12-13万トンの珪

石の生産量があった(鈴鹿ほか. 1967). 2006年に，採

掘事業が中部鉱業株式会社に引き継がれた後，現在は休

止している 8iO，含有量が97%の高品位な珪石である

(藤井鉱業(株). 1965;鈴鹿ほか. 1967) 

湯尾碓石鉱山

JR北陸本線湯尾駅から約5∞ m 北方に位置し，湯尾

コンプレックスのチャートを採掘対象とした鉱山であ

る 昭和 23年 (1948年)頃に開発が始まり，昭和 26

年 (1951年)以降は福井鉱業株式会社が稼行1..-.月間

7∞~卯0トンの珪石の出荷量があった(平林・浅井，

1954) 現在は採掘されていない

福井鉱山

JR北陸本線湯尾駅の北東約 1kmに位置し，柏山西麓

に分布する湯尾コンプレックスのチャートを採掘対象と

した鉱山である.昭和 36年(1961年)に旧上回鉱業株

式会社が開発に着手し，昭和 40年代前半には，年間 5

-6万トンの珪石の生産量があった(鈴鹿ほか. 1967) 

1985年に，採掘事業が中部鉱業株式会社に引き継がれ

た. 8iO，含有量が97%の高品位な珪石である

南条鉱山

R北陸本線南条駅の南西約 1固に位置し，量発富山

に分布する湯尾コンプレックスのチャートを採掘 1987 

年に採掘事業が，日本珪石株式会社から中部鉱業株式会

社に引き継がれた 8iO，含有量が94%の高品位な珪石

である.

八乙女珪石鉱山

南越前町人乙女の北約5∞田に位置し，湯尾コンプ

レックスのチャートを採掘.昭和8年に日本珪石株式会

社により採掘が開始され年間3万トンの珪石を生産した

が，すでに廃業している(福井県経済部商工謀. 1950; 
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鈴鹿ほか. 1963) 

12. 2 砕石

今庄及び竹波地域内では，以下の砕石場がある 通商

産業省生活産業局・工業技術院地質調査所 (1997)によ

ると，砕石の主体は砂岩・泥岩で苦鉄質岩やチャートも

採掘されている また用途は，道路用及びコンクリート

用が大半を占め，砂用にも提供されている

葉原

敦賀市葉原の南西約1.5kmに位置する。周囲の地質は，

坂内コンプレックスに属するチヤ」トと泥岩を少量伴う

砂岩泥岩互層である.採石の対象は，砂岩並びに泥岩で

ある

湯尾

南越前町湯尾の南東約 1k固に位置する.周囲の地質

は，今庄コンプレックスに属する泥岩を少量伴う砂岩で

ある 採石の対象は，砂岩並びに泥岩である

長i尺
南越前町長沢に位置する 周囲の地質は，湯尾コンプ

レックスに属するチヤ」ト並びに砂岩泥岩互層が分断さ

れた泥質混在岩である 採石の対象は，チャート並びに

砂岩である

赤萩

南越前町赤萩の東約7∞血に位置する.周囲の地質は，

湯尾コンプレックスに属する泥質混在岩であり，苦鉄質

岩・チヤ」ト 砂岩の岩塊を含む採石の対象は，普鉄

質岩である

12. 3 温泉

今庄及び竹波地域内では. 4箇所の温泉が知られてい

る 金原 (1992)によると本地域内では，敦賀市鞠山と

岡市新保の二箇所が記載されているほか，甫越前町板取

と同町中小屋にも温泉・鉱泉がある

鞠山温泉

源泉の所在地は敦賀市鞠山泉質は食塩泉(1日泉質名). 

源泉温度は 13tで.7.22 /分の湧水量がある。温泉は

未利用である

新保温泉

源泉の所在地は敦賀市新保泉質は硫黄泉(旧泉質名l.

源泉温度は 26tで.5∞ i /分の湧水量がある 明治35

年 (1902年)に東側の山中で発見された温泉を引いて

旅館内で利用されたが，現在は廃業し未利用である

今庄温泉

源泉の所在地は甫越前町板取泉質はアルカリ性単純

硫黄泉源呆温度は29.1tで.217i/分の湧水量がある.

温泉は併設の宿泊施設内と旧今庄町役場に隣接の宿泊施

設内で利用されている

柚山温泉

源泉の所在地は甫越前町中小屋泉質はアルカリ性単

純泉。源泉温度は 27.3tで.3∞ i /分の湧水量がある.

温呆は併設の宿泊施設内で利用されている
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sedi血.ents.The eas阻mpart of也isdis凶ctis und町l副nby也，ePermi岨 andJurassic accretionary∞皿p1exes.Tbe Paleogene阻 d

Neogene gr抽血cr田ks，which intrude in白血eJ山田sicaccretionary complex，田宮 di.加bu也d，問申出世田，ly，皿也cwes'恒m岨 dc阻回I

parts.百 eN田 genevolcanic and sedim田1aryrocksロupoo1uoconformab1y in the no池田宣 partov'町-Jying也eJ四 SSlCa'目立出onary

co血，p1ex.Tbe g田 10gyof也担 di.凶ctis叩血血置包剖也Fi思Jres1岨d2

Permia且A師陣tion町yCompl阻

Rocks， main1y from也eP百四回 Period，叩l1ed由eHig嗣脳血a阻Complexcompose皿田町田ionarycomp1ex of the rn回ーTamba

belt and occur in on1y a narrow area血 血eno:池田stof也edi.凶ctτ11eHiga血出a凪 co血pl阻曲目istspri血.ruyof回 ri耳目加国 c1副首c

rocks四chas phyllitic mudstone皿 d阻 ds回 e.百町田臨回町阻edby 1esser阻 ou曲 ofch岡田d島lsic加古Tbela蜘 ofthe阿 0

1s問問lyfouod wi也血 血edi.佐ict.This complex脂C阿国ca1lyoverli田由eJI町田S1C田町淵田町Ycompl田， bcing回国edby 10w-ang1e 

h山InCOD'四t， i匝 topis岨 回 凶rmablyoverl血防 御印刷町田AsuwaG r 叫 叫 伽 叫 血i貼 yoli岡田也ic祖国softhe 

Hig田hima担 Complexex回 dsup恒 5200m

Jur・

τbe Jurassic geologic entity consis包 of皿aficvolcaoic rocks aod li血出回e世田noc師国cs白血O岨包， pelagic chert，岨dterrigenous 

m曲伽e皿d阻 ds蜘 e.It was伽 ned田叫帥凹町compl回田町田ghsub伽ction叫帥onduring the Early回 MiddleJurassic 

period. It四 ch町田国iz<対bya岡田町由必ngof也erocks lis凶 above.τ11eJI町田SlCC剖nplexin也isdi町田tis也videdin旬直.veu皿凪

τbeyare也eTokuyama， Im.ajo， Tonc， Sakauchi，坦.dYuoo∞田lplcxesτ11eTokuya皿aCo血plexco:目指包回国nlyof Mid.dle Tri描 .'c

ch出， I臨 Early旬 開IyMid.dle J町田sicsilice棚田ud蜘 ne，皿dearly旬 mωleMiωleJ世田sicmud蜘 ne血 ds皿ds白田.TbeImajo 

Complex is 回>1l1posedof Middle Triassic旬 earlyMi“le J町田sicchl闘 .la恒Early加 earlyMid.dle J町田SlCS山田岡山田.udst叩 e，血d

mid.dle Early加 middleMiddle Jurassic mudstone岨.ds姐 dstone.The Tone Complex con'祖血S血aficrock， Miωle Carboniferous 

旬 EarlyPermi皿 h 醐 ne側面bundin由isdis刷:)，出回 likelyof Permi血旬Triassicori伊，回dearly Early旬 mωleMid.dle 

Jurassic血叫S柏田血d田島dst岨 e.Tbe Saksuchi Compl阻 ISCO皿posedof mafic rock， E置Iy阻.dMi“leP町四ianlim.est叩 e(notおuod

恒 也j.distric1)， La恒 p"四岨 ch副.la怯 EarlyJ旧制icsi1i曲。国血叫蜘ne，岨.dearly Mi組，eJurassic田.uds回 e姐 dsandstone. Tbe 

Yuoo Complex consisls of mafic rock， Mid.dle C町'bouifero田旬MiωleP町四回皿dMiddle阻 LateTriassic lim目白ne，EarlyPI百四回

加 earliestMil“le J町田sicchl回，皿ddleEarly加 earlyMiddle J町田sicsilice胞団 muds加盟， and mudstone皿.ds臨む柏田 likelyfrom 

也.eearly Middle Jurassic. A且也e副nnpl，盟国 are皿 low-aoglefault contac1 wi血 e叫:110也町

. Insti同.teofG叩Ilogy皿dG田恒晶m曲 00

•• Tohoku Collal冊目tionC阻国
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ーーーーーーーーーー・ 5km 一一一一一一一一一一一-MinoBe1t一一一一一一一一一一一一一 一Ul... T国型b・Belt-
区ヨlJooF<<叫健 医亙。盟"，.，iR刷海 EZZI剛白岬血 陸翻 g幽 ""0吋血 仁ゴ 均岨岨曲事

陸霊?NN'他国F皿阻 匡ヨ抽珊印可 Eヨ 抽向。m 医~ Yimõ同国
E2S四回開曲血岨 仁司 副岨戸皿岨

白盟国L岡田 亙四国血雰囲皐白血加

C:ZJ回J由副，.，.o.n踊

D Inujo白押.. [，':ヨ S阻叫血白時国

己コ T圃 C叫回

F甲田 1 日開logi'品 lmapof也eImajo皿 dT""回 a皿iDi曲醐皿dsurro岨 ding箇国

PIII剖 geneGra:凶IcRocks

亡ゴ E副巾雌

Eヨ抽riG宮町

f2OJ町 伽h

仁ゴ 刷m加亭
&鴎思止怜・.. 淘

τbePa1叫回目。cks師 divid叫帥也e岡山白田i脂血dP"柏戸iticgr祖 i脂而岡山Gr副担 formsthe Tsuruga P回国山

in the wes恒mp町tin也e他回目.It is血b也vidcd凶 0曲師e-，mediu皿ー岨dfine-grained bio帥 g祖 ites，阻d血 Porphyriticgranite 

h帥 dcs皿回 it1田a11y.

Neogene 拘，!c皿 k皿 dS叫1皿on阻 ryRocks

τncNeog回 evolcanic and scdimentary rocks ar芭 d曲 ibu包括1皿也e回 stemside of Tsuruga Bay. Thcy are class温吋皿恒也elowcr 

Nishitani Form副 0削 bcupperl加oFormation，皿d面白血ite-diori恒.τbeNishitani Formation， which was form叫ca1led抽出回

Rhyolite"， CO:凶由 of∞Inglom.erate阻 dfelsic pyroclastic rocks. The 1旬。 Form.ationis c四nposedof曲師1恒 h四.， pyroclastic rocks， 
andtu古田回国 sauda恒nc.The Andesite-dioritc is composcd of pyroxene-皿 desi恒， and fine-grained也oriteoccW'S mainly as small-

sca1ed dikes in pl田国

N田 geneGranitic Rocks 

τ'heN田島田egranitic rocks c沼田istof血eSuizu G団nodiori脂 audporphyritic diori脂.τbeSuizuG由nodiori脂 isdis回buted町ouud

Mt.H叫 :hib田町a血ain也esou也 C阻回1part of the dis住ict.It is subdi吋dcd泊旬 gabbro，佃nali匝，血dgranodi田ite.A sma11 body of 

也on陪 intrud白血恒 也eSuizuG四no血。n恒

Qua幅rnary

Q国胞団arysed血阻飽血血e lI田~õ 岨dTakena血iDistrict are申。radi曲目ydi甜 ibuted血也elowl姐 daa10ng co拙白血driVf四 τE町

田也vid叫 m旬 t冊目depos由，va11ey fill 何回its，皿da1luvium. The旬回目 deposi旬間白地erclass温吋田畑higher，middle， lower 

1， and lower ll. 
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Ac世veFa凶担

Eight active fa叫包，宣.veof which ar芭 C皿金盟国， w1血血eo也er也毘eb由且呂 inf町宮d， are observed in血isdistrictτbe Kaburaki， 

Y田 ag回e，Uts'田Og1倍野，U:回目，ko，and Shiraki-N列島叫tsrun in the c四国1阻 dwestero par旬TheKabura恒 Fau1tis阻 e嗣 t-也ppmg

問 V町 sefault，位阻diugNW-SE along the e田tcoast of Tsuruga Bay.τbeY，岨格闘eFau1t is a le宜-handeds回ke-slipfl叫.t， n皿ning

28 km，出ndiugNNW-SSE τbeU回目IkoFault is 1回出dat也.etip of也eつrsurugap田園山田dis a right-handed s凶ke-slipfa叫t

runningin由eNNW-SSEd江田ti凹 τbeShir曲i-Ny世Fau1tnms N-S in the northw田加盟 TsurugaP回皿叫aandisane踊 t-dippin耳

目 V田 efau1t. 

Resources G伺 Ilogy

S町田1mines， quarries， and hot springs have be田 known恒也eImaj呂田dT，油田町田 Dis'凶et， but iron and man伊国間田宮皿ines

have been closed. S出 回S阿国 atOzuru血B伽瓜阻daroundyi皿o，岨ds阻dstoneat Habara， Yuno， Nag腿 awa， and Akahagi are quarried 

These血皿出血dq国岡田町宮 E田 logically田la白d白血J山田，SlC齢 目 出0田 ryc岨坤I阻 oftheM皿obelt. 百町宮町 fourhot S'戸;ugsat 
Mariy田na， Shinbo， It叫ori(Imajo)，皿dN曲:ag句a(S四nayama).
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